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「もし 我れ仏と成らん に、 十方の衆生、 
我が名号を称ふること、下十声に至る 
まで、もし 生ぜずば正覚を取ら じ」 

——阿豬如来(第十八誓願) 








写真=見返り阿弥陀像.' 1 i ) 


.■ v « に満もた现 lit か心人々を救う、水' , I の教えと! 1 いかな6ものかり 
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會農民と客わり念仏を広めた親鸞 
の、御田植の旧跡。（茨城県水戸市) 



♦親 e が隠棲した常陸国のゆかりの地、茨城県那珂郡美和村 • 
照願寺の境内にある親驚聖 A 見返りの桜像。（撮影=富山靖生） 





必要な ことは たたひとつ。それは「人間を救う こと」 であった。 

悟りや知恵を得ることではなく、ましてや国を護るといつた目的とは無縁だつた。 

13然は、その明晰な頭脳で思索を重ね、膨大な経典の中から I 条の光を見出そうとした。 
親鸞は、煩悩にまみれた己の魂を見つめ続け、苦悩を癒す真の光明を追い求めた。 

一遍は、人と仏の垣根を取り払い、人々を始源の法悦へと誘う、念仏の体現者たろうとした。 
彼らが究めょうとした真理は、時代の波に打ち捨てられた民衆の情念と響き合った。 

彼らの苦悩は民衆の苦悩であり、彼らの救いは民衆の救いとなった。 

こうして、阿弥陀仏の本願に全面的に帰依し、その御名を称ぇるという、 

これ以上ないほど凝縮された「民の宗教-が日本で生まれ、多くの民衆を導いたのである。 






















行為によって何かを獲得する—自力の発想。 

何かを捨てて行為が残る 他力の発想。 

法然は「知」を捨て、親鸞は「僧」であることを捨て、 

I 遍は「家」を捨て路上の聖となった。 

そして、残ったものは「南無阿弥陀仏」。 

I 念に専心して称える。 「 A 」 と 「 M 」 の音の * 
連続は、宗教的な鎮静をもたらすといぅ。 

いつの間にか目的と行為が I 体化し、 : 
念仏のために念仏を称えるよぅになる。 Afn , 
念仏を称える自分自身すら、 

消滅してしまつた かの ようにも思える-〇 • 



法然は 

知を もつて 到達し ょぅとする 
自力のはからいを完全否定し、 
「ただ申すなり」とだけ言った。 
他力念仏の始まりである。 

自力門の禅宗は、厳しい修行の後、 
己の執着を断とうと試みる。 

しかし、他力門は、 

くり返しの念仏によって 
自然に己を捨てるのだ。 


气 


_ 


% 


繪 


b 
I 


_ 




>; qe を打も捨 

称—念仏 


/磨 

•_/ 鼇 




i 


•_ 




i 











阿弥陀仏と二十五菩薩が、飛雲に乗って切り立った山の彼方から降りてくる。まぱゆいほどの光を放ち、 

おごそ いつく れんげ. がつし本っ かな ごぅしっ 

厳かでかつ慈しみに満ちた表情をたたぇた弥陀と、蓮華を差しのベ、合掌し、楽器を奏でながら迎接する菩薩たち。 

らいごう じひ 

絵に描かれ、演じられる「阿弥陀の来迎」ほど、温かく慈悲深く、日本人の情緒に訴えかけるシーンは珍しい。 


阿弥陀の来迎が、なぜ日本人の心をとらえて離さないのか。その問いは、弥陀と人間との関係の本質にせまる。 

弥陀は、いかなる者をも無条件に救ぅべく修行をし、すでにその誓いを成就させて衆生を見{寸っている。 

そして人は、母親の許に何のためらいもなく飛びこむかのよぅに、弥陀の慈悲に対して己の I 切を任せきる。 

無条件かつ絶対的な救済 ！ S * 浄土へ& くこととは、ほかならぬ生まれる 以前の母胎へ、本来の故郷へ還る ことなの かもしれない。 


無尽の光明を放っ 
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写真=親2-4の墓所のある、元大谷安養寺裏の石仏乂撮影 HI , 澤_ 
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ぶつ しゆじよう 


阿弥陀仏の衆生に向けた誓いが、東の果ての 
島国に伝えられたとき、救いよ ラの ない 
とされていた衆生は、初めて仏の慈悲と出会い、 

往生を約束された。末世の苦悩に あえぐ 人たちは念仏に 
己の後生を託し、口で称え、魂の救済へ導かれていく—— 



參雲中 供養菩薩像。 
>平等院蔵 ^ 
一撮影=小川光三< 
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人はいかにして救済を求め念仏と出会うのか 



南無阿弥陀仏…本願…往生ど極楽…平等…惡人…煩悩…絶対他力…炒好 A 


















#『 I 遍上人絵伝』ょり。(京都. g 喜光寺、 
神奈川•清浄光寺蔵。以下同じ) 


南無阿弥陀仏 




苦渋と、^^と、疲弊と、——あきらめと。 

人々は「苦」といぅ大海(:喘ぎつつ〇々を生きている。 
ほとけ(:呼びかけ、ほとけと語り、ほとけを見いだす。 
そしてまたあみだぶつ 
奥の奥 (:ある 

雨で あり 水で あるあみだぶつ 
わたくしはそのょぅ(:唱えるつもりが 
なぜかなむなみだぶつと唱えてしまつて 
その不思議に泣いてしまつた 

(『自己への旅』山尾三省著•聖文社刊) 
「南無阿弥陀仏……南無阿弥陀仏……南無阿弥陀仏」 
繰り返しの響きが、深い安らぎと静けさをもたらす。 
石清水が流れ落ちるように念仏は心に注がれていく。 

「南無」は、！^:一^を表す。信頼する、崇裙する、尊敬 
するといいかえてもいい。「阿弥陀仏」の語源は、無且里 
の光明と、無限の#命(:ある。 



慧の原点に、 J 

「太陽」があつたこ 
とは間違いない。 

さら(:、宇宙的な 
「生命の真理」へも 
1れるはずだ。 

つまり、「南無阿弥陀仏」を口にすると、自分は無限 
の光と無限の命をもたらす、「宇宙的真理」(:!^する 
という決意を表す。有限なる個人が無限の存在(:向か 
つて合掌し、拝み敬うことになるのである。 

だが、浄土門では「宇宙的真理」を他方からの恵み 
として古子受するよりも、一体となることが要求される。 
「柏ふれば仏もわれもなかりけり南無阿弥陀仏の 
声ばかりして」 

—禅宗の法燈国師の問い(:対して、のちの兜一和の祖. 
一遍はそう詠んだ。が、国師は「悟り(:徹していない」 


16 





念仏に生ぎる 


と批判する。すると直ちに、：遍はこう詠んで返した。 南無阿弥陀仏」 


「称ふれば仏もわれもなかりけり南無阿弥陀仏 


そこには信仰への意志すらなく自他の別もない- 


-蓮如真筆 『虎斑の名号』。 (滋賀 •法蔵寺蔵) 
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「おろかなる身こそなかなかうれしけれ弥陀の誓 
い(:あうと思えば」 

「不可田心議の弥陀の誓いのなかりせば何をこの世 
の思い出にせむ」 

越後の霞の長男に生まれるが、出家して号を^ fi 愚。 
純粋(:して枯淡の境地を表した書'# r 和歌は、5?1办 
無縫なまでの広がりと暖かさを見せる……。 

そう、かの良寛である。本来、曹洞宗の僧であり、 
『法華経』でどへの傾倒で知られるこの人物が、晩年1: 
は「阿；^仏の本願」をこうまで詠つているのである。 
経典には、こう語られている。 

——^か遠い昔に、世自在王という仏が教えの手を 
差し伸べていたとき' 一人の王が出家して、法蔵と名 
のった。世のなかすべての民衆を苦しみから救いたい 
という思いからだった。彼は、「誓願」を立てた。 

最も象徴的なのは、その 18 番目のもの。 


「あらゆる世界の人々が' 私の建てる極楽という国に 
牛まれたいと願って私の^1 n ' J を称えたとき' それがか 
なえられなかったならば、私は仏とはならない」 

法蔵は、長い修行のすえ、ついに仏となった。 

名を改めて、阿弥陀仏。ここに「阿；^仏の本願」 
が完全に達成された。阿弥陀仏の名を称えたとき、極 
楽(:生まれることは、仏の「誓願」とい.フ墨尚にして 
無上な真理の許に実証されているのである一〇 
このいかにも〃ィンド的，な壮大な発想と、絶妙の 
レトリックに共感を抱 tt るかどうかが、浄土思想を理 
解するうえでのポィント(:なる。たとえそれが、 W 揮 
上の神話的なものであっても、\と人をつなぐ、ある 
いは人と宇宙を結ぶ「法と真理」を包含していること 
を認識したとき(:「信仰」が生まれるのである。 

法然は「本願」に出会ったときの喜びをこう, iLl した。 
「高声1:唱えて-感悦、瓶(:徹り、落涙で 1 J 1 なりき」 










♦京都.油®曉阿弥陀堂本尊の阿弥陀仏像。（撮影=小澤正朗） 




念仏に生ぎる 





法葳菩薩の誓いは、 


極楽行きの 証。 
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往生と極楽 


「人間には、死後の世界があるか？」 

平成元年に行われた意識調査{読売新聞社)での、 
この質問に対する答ぇは'「ある」=24.9%だった。 

数 { fH は、4分の1(:すぎない。だが、多くの人々 
は、やはり、その1意識の中で、往生と極楽を渴望 
しているのではないか。 

芥川龍之介に『蜘蛛の糸』という作品がある。 
極楽の蓮池のふちを歩いていたお釈迦さまが、地獄 
の底を硯 i てみると、犍陀多という男が、他の罪人と 


琴親*！が常険で最初に落ち着いた、小島#* j » に*つ mu 。 



一緒に苦しみもがいていた。 

この男は多くの悪事を働いた人間だったが、たった 
ひとつ良い行いをしたことがある。蜘蛛の命を助けた 
ことがあつたのだ。釈迦はそれ1:報いるために、地獄 
へ向けて1本の SP 蛛の糸を下ろす。 

犍陀多は、喜び勇んで糸に飛びついて昇り出した。 
ところが、ふと気づくと、数限りない罪人が自分の 
あとから昇つてくるではないか。 

「こら、罪人ども。この蜘蛛の糸は己のものだぞ。お 
前たちはいったい誰(:尋いて、の 
(撮影=富山靖生) ぼってきた。下りろ下りろ」 

そのとたん、今まで何ともなか 
つた蜘蛛の糸は、急に、键陀多の 
ぶら下がつている所から切れてし 


まつた。あつという間に、また、 


地獄へ堕ちていく犍陀多. 
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l 死から費られぬがゆえに、 


往生と極楽は求められる。 
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平等 


「臨終のとき、阿弥陀仏などがお迎えに 
来られても、不浄の者が いると 帰つ てし 
まう上いうのは^01でしようか」 

-そのようなことは、ありません。仏 

がお迎えにいらつしやるほどの場合に、 
不浄の者がいたからといつて、どうして 
お帰りになるでしようか。仏は浄不浄な 
ど問題にしません。見ようによつて清く 
見えたり汚く見えたりするのです。ただ、 
念仏をするのがよいことなのです。 

「疫病にかかった末(:死ぬ者や、子を産 
んで死ぬ者は、罪が あるといいます が、 
どうな のでし ようか」 

-そのようなことは、ありません。今心 

仏を称えれば往生することができます。 

「父母よりも先に死ぬことは、罪が深い 
といいますが、どうなのでしようか」 
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蜂『一遍上人絵伝』より、衆生を済度する一遍 c 
(京都•歓喜光寺' 神奈川.清浄光争蔵) 
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參日本三大霊場の一つ' 青森.恐山の賽の诗彘にて。 


讃岐の国の源大夫は、人殺しを生業と 
W する凶暴な男で、その傍若無人ぶりを近 
で知らない者はなかつた。 
l ! r ある日の狩の帰り、寺を通ると仏供養 
があり' 僧が説教をしていた。割り入つ 
た源大夫は' 僧を脅していつた。 

「お前は、何を 説こうとしている の だ」 
僧は、怯ぇながらも、阿弥陀仏の誓願、 
極楽の楽しみ、この世の苦しみを語つた。 

「その仏は、俺のょうな極悪人でも分け 
隔てなく救う というのか」 

「もちろんです。心を こめて 仏の名を呼 
ベば必ず応ぇてくれます。区別は しませ 
んが、特に仏の弟子になれば一層 
f . 目を かけて くださるでしょう」 

「仏の弟子」なるとは、 どう すれ 
ばぃぃのか」 

「頭を剃ればいいのです」 

それを聞くと驚いたことに、源大夫は頭を剃つて、 
僧になるという。その場で戒を授けられ装装を着た。 


「俺はここから西へ •プ1、>! J 
向かって阿弥陀仏の rS 
名を呼びながら' ど 一 、 

こまで も歩くのだ」 

野を越え、山を越え、歩き続けた源大夫は、やがて 
海へ出た。その断崖(:突き出た木の上に登り叫んだ。 

「お—い、阿弥陀仏ょ、お—い」 

すると' 海の中から妙なる声が響いたのだった。 

「ここにおるぞ よ」 

七：！！後に人が訪ねてみると、源大夫は木の枝のと こ 
ろで、西に向かって息が絶えていた。口からは、一本 
の美しい蓮華が生えていた_0 

=5八玉杨語集』 などに 収録された、 この 「讃岐の源大 
夫」の話は' 念仏の a < 徳を謳った代表的説話である。 

しかし ここに' 本質が隠されて いない か。 

源大夫は、一切を捨てて阿弥陀仏に身を委ね、己の 
行為と念仏を同一化し、ただひたすら(:称えた。 

親鸞はいぅ。「善人で すら 化土(:往生できる。 まして 
悪人なら絶対他力に任せるのだから、往生しない こと 
があろぅか」(『歎里ハ抄』) 
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坊さん1:なった男が、-^で朝の念仏を称えている 
「なむあみだぶ、なむあみだぶ……、しばらく酒エ飲 
まねぇなァ、飲みてえなァ、酒の味も忘れたよ……0 
なむあみだぶ、なむあみだぶ……'女の子のそばへも 
行かねぇしなァ。なむあみだぶ、なむあみだぶ……、 
四畳半とくるといいからなァ、女の子と差し向かいで 
もって、小さな盃でやったりとられたり、酔いの回っ 
たところで『あたしが弾くから歌いなさい よ』 三味線 

を膝へ抱えて もらつてよ . てとんててとん、つとと 

んとくらあ、いやァ……(と、急に調子を張って、伸 
ばした声が次第(:下がっていつとはなく)なむあみだ 
ぶ、なむあみだぶ、なむあみだぶ……おい、 ここの 和 

J よ r 

尚はずいぶん金工持ってそうだな。どうだい、和尚を 
絞め殺して、有り金持つてずらかつち まおうか」 


|_讓 

煩悩に悩み苦しみながらも 

圓 ' _今 r 義, 

煩悩とともに歩む。 


















• 念仏に生ぎる 
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「万金丹」という落語の一節である。時を経るにした 
がって世俗化された念仏が茶化されて語られているが、 
決して逃れられないわれわれの「煩悩」の姿でもある。 

「ただ念仏を申すばかり」——といったのは法然だっ 
た。しかし、無心 1 -.まつ白な状態で念仏を行うのは 
たやすいことではない。たとえできたとしても、次の 
瞬間にはも*フ、俗世の# If にからめとられてしまつて 
いる。それがわれわれ人間の性であろう。 

けれども、ひとたび救いを求める心境になつたとき、 
とたんに人は惑い、苦悶し、自らの無力さを痛感する 
ことになる。聖人といわれた高僧とて同じことである。 

「悲しきかな、愚禿■よ、愛欲の広大な海(:沈没し、 
名利の深高な山!:迷いこんで、仏と成ることが約束さ 
れた正定聚の仲間に入ることを喜ばず、真実の覚りを 
証する道に近づくことを快く思わないとは。恥ずべき 
である。傷むべきである」窺鷥『费仃信証』) 

はなはだ逆説的ながら、救いようのない己を見定め 
た瞬間から、救いの門が開かれるのである。 


写真=青森.恐山の赛の河原にて。 
(撮影=萩原秀三部) 
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福讲 ,• 誠照寺上野別院にて。 
阿弥陀仏に向かい' ひたすら 
念仏する。(撮影 H 岸田森之助) 


かつて国会で防衛問題が於11されたとき、ある議員 
が「親鬻の他力本願ではいかん」と発言して大きな問 
題になつた。このょうに"他力"は安易な手段として 
誤解される傾向にある。だが、実は"絶対他力，の立 
場は壮絶なまでの厳しい Cl !® の表明なのである。 

明治 38 年、大阪堀江の遊廊で血の凍るょうな事件が 
勃発した。逆上した男が凶刃を振るい、 5 人の芸妓を 
殺害、1人の両腕を斬り落とした。生き残った女は、 
その後、見世物の旅芸人として身をさらすのである。 

やがて S して出産するも離縁となり、子供を連れ 
て路頭にさ迷う。折から関東大震災(:巻き込まれる。 

「血の海となみだの川におぼれつつ、今日ここまでは 

たどりき つれ ど」 と 詠んだ歌が あまり(:凄まじい . 〇 

そんな彼女だが、#&者の世話をしつつ尼僧を志す。 
すべてを阿？^仏の前に投げ出し、¢51；に生きたのだ。 

「たなごころ合わせむすべもなき身にはただ南無仏 


ととなえのみこ そ」 

この大石順教尼を信奉する人は現在も多いという。 
一方で、現代の念仏者、複本栄一のような例もある。 
複本は幼少の ころより 病弱ではあったが、特 に 人の 目 
を引くような出 来事 もなく、ささやかな商売を営んで 
一家を養った。 そして、 60歳 ごろより 念仏の 奥にある 
世界をぽつぽつと詩(:表現す るよう (:なる。 

「こころのなかの井戸をこつこつと掘り下げて 
いったら底から阿弥陀仏が出てきた」 

磨 5 a がちな日々を歩みながら、徐々(:育んでいった 
念仏の信仰が、老齢(:いたって、ごく自然な形で開花 
していった様子がわかる。 

「波^^丈のようなれどふりかぇればなにごとも 
なかったよう(:ただほのぼのと光だけ」(複本栄一) 
『無手の法悦』を著した大石順教尼と、複本栄一。信 
仰の果てに行きついた"安心〃は驚くほど共通している。 


対 


他 


力 
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あらゆる生命を尊重し、謙虚と感謝報恩を忘れず、 
銳い自己洞察をもって日々の暮らしに向き合った人々。 
彼らを称して「妙好 人」 という。ひたすらに阿弥陀仏 
とともに生きてきた最高の「白蓮華」たちである。 

氺氺 氺氺 

母親から「芋を掘ってきてくれ」といわれた源左が 
自分の畑へ行くと、見知らぬ男が掘っている。芋泥棒 
だ。源左は、帰って母親にいった。 

「どうやら、今日はおらの家の掘らん番だいのう」 

また、あるとき 自分の家の柿の木にィバラがつけて 
あつた。子供のいたずらの防ぎである。それを見ると、 
「他人の子に怪我をさしたら、どがあするんだらや」 
といって外すと、代わりに梯子をかけたのだった。 

(因幡の源左) 

おそのは、 あるとき 誤つ て落とし瓶(:はまつてしま 
つた。すぐ(:人が来て「気の毒に…… 」と引きあげると、 
「私は、今まで地獄へ 落ちることを 知らずにうかうか 



暮らして 
いたので(弥陀 
の)お41 ig . b せに 

ぁずか'■た r て！」 

と浞盔 して 点： ん だ。 

(一藏のぉそ Q ) ' 

清九郎が留守をしている間に、盗人が入っ 
て銀7匁を持ち去った。この災難を村人らが恝めると 
「盗みをするとは、さぞ不自由だったのだろう。ちよ 
うどよ く、銀7匆が あるときに 入ってくれたものよ。 
少しでも盗られるものがあって、盗人の手間が無駄(: 
ならずに、ああよかった。うれしい こと だよ」 

村人らは、盗まれてうれしいとは何ごとかといつた 
「盗まれた自分も同じ凡夫。今はお兹戀によって盗み 
たいという心が起きないだけ。ありがたい ことよ」 

(大和の清九郎) 





















… ：'''. へ 


「あさくらく物音ひとつせぬここで小便さらさら 
天地さまのいのち流れるなか」 

「百年たてば自分の子や孫もなくなり泥まみれの 
私の生涯を知る人もなくなるだろうしかしそこに 
草が繁り虫が生きていたら私はうれしいな」 

えのもとえいいち 

(複本栄一) 

「_や！ 1:^(: おる浄土貰うて袋婆におるこれが 
ょろこびなむあみだぶつ」 

「ええなあ世界虚空がみなほとけわしもそのなか 
なむあみだぶつ」 

震塞 

I 光輝く無限の「平穏と安心」が彼らの許を訪れて、 
静か(:_んでいる。 

もはやそこには、人も仏もない。南無阿弥陀仏の名 
号だけが、ぼっかり と 浮かんで いる。 


念仏のみに生きる人は、白蓮華のよぅに美しい 


〇 





墓石に刻まれた' 六字の名号。(撮影=岸田森之助) 
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日本における念仏の修行は、日本仏教の母山ともいぅべき、比®山から始まった。 

そして、そこにあった高き頂のごとき権威と荘厳と方法論を、野に引きずり降ろし- 
聖者たちは、かつてない信仰を生み出した。宗派の別を超ぇ、時代と彼らの歩みを ^ 
追ってみるとき'われわれは衆生の救済に向けた日本仏教の一本の大！|に出会ぅ—- 


文=豊島泰国^' 

吉田邦博 


念仏者の系譜 

極楽往生の地平へ人々を導いた聖者たち 



峰念仏修行の発祥地'比叡屮西塔の常行堂。 


空也…源信…良忍…法然…親驚…善驚…一遁…蓮如…顕如…炒好人の群像…近代に生きた念^者 

























畴空也上人像。（六波羅蜜寺蔵) 



1 

や 


諸国を遊歷した% 
民間浄土教の元祖 


•空也 (903 〜972)。出身地不明。平安中期の天 
台宗僧旧にして日本浄土教の祖。諸国を巡歴して、道 
路や橋梁を補修造営し' 水利を通ずるなど、民間ボラ 
ンティア活動を中-|>に展開。世俗に身を置きつつ' 一 
般民衆への念仏の普及浸透に挺身した。 














⑱不思議を具現化する異界の聖者 

浄土信仰に立脚した民間布教の先駆者として、歴史 
(: 大きな足跡を残して.いるのが、空也てある。のちに 
述べる法然'1、一遍などが日$土教の精華であ 
ると すれば、空也こそは、それらの大輪を咲かせるた 
めの、たぐい稀なる土壌ともいうべ暮在であった。 

空也といえば、六波雲寺に現存する空也上人像(康 
釋)が、あまりにも有名である。文蠢口薩の化身と 
された空也が、南無阿弥陀仏の名号を称えるたびに、 
その口から小さな仏が次々と飛び出してくるのが見え 
たとい-フ^^〇もとされたものである。 

t めいた異形な 容貌、 その半開きの口から、ほと 
ばしる念仏の結晶。当時の民衆1:とって、空也は不思 
議を具現化する者として、人間ならぬ異界の聖者とし 
て、強烈にィメ—ジされたに違いない: 0 

そうした伝説的な存在で#)る空也とはいつたい、ど 

>いう人物であったのか。 

空也の出自は、皇§もあるが、出自に限らず、本 
人が書いたものはいっさいない。そこで『空也諫』(源 
4憲)などの史料を連且、取捨選択しながら述べてい 

^ J とにする0 

若く-^て優婆塞(仏教系山 i 行者)となり、五幾 
ヒ道をめぐり、名山霊窟を訪ねたというから、雖治や 


修験なども踏まえて いたよう だ。諸国^^の i 、 危 
険な箇所があれば、道をならして広げたり、川(:は橋 
を掛け、水のないところには水脈を占って井戸を掘り、 
打ち捨てられた死骸があれば、それを一か所に集めて 
焼き、念仏を称えて手厚く回向するのが常であった。 

一 ts 的な：^者としてのあり方は、終生変わること 
がなかったが、あえて類例をあげれば、 i 時代の行 
基にその原型を認めることも可能であろう0 

⑱民衆のための念仏を唱和 

史料によれば、延長2年?24)、尾張国(愛知県) 
の国分寺で剃 ST 空也と号して国家認定の沙弥(少年 
僧) となつ た。そして、播蠢(兵置)髮 a 寺で一 
切経論を数年間にわたり研鑽。 

その後、四国の阿波と土佐の間の湯島という霊地で 
苦行。観世音菩薩の前で17日間連続で穀を断ち、椀の 
上で香を炷きながら、不眠不休の行を積むという1 
なものであつた。 この 苦 i 以後、念仏 布^ 15 として 
の空也の真骨頂が発揮されていくといつてよい。 

みかい* j よう むつ あんぎや けどう 

仏教がほとんど未開教の i など東国を行判化導 
したあと、空也は、天慶元年 (9 3 8) に入京し、人々 
の f る市場で阿弥陀仏の名号を称えた。その風貌は 
異様きわまりなく、衆人の注目を一身 (: m めた。すな 
わち、鹿氣の衣を着け、首(:は金鼓を掛け、それを lr 






ち 叩きながら、名号を称える といぅ ものであつた。 

同時に そこで ハ kM をして得たものを貧民や病人に施 
したのである。 

当時、仏教界の才—ソリティたる天台宗の念仏によ 
る儀式ばった常行三昧は、一般庶民とは別の高みにあ 
った。念仏は支配者層の葬送や邊祺養が主体であり、 
しかも 出 春が称えるもので、在{暑は' せいぜいそ 
れを聞 く 立場にしか置かれていなかったのだ。 つまり、 
在 {1^# は 出 $と一緒1:念仏を称えることは不可能で 
あり、なおかつ、 出 の念仏を 聞く ことができるの 
は、裕福な貴族階級に限られていたのである。 

仏法は万人の救いでなければならない。万人が救わ 
れてこそ、真の i である。万人救済の仏法は、結局、 
葬古行とは別の、念仏の称名にある。長い自力によ 
る苦行の末に、そのよぅに認識した空也は敢然' 天ムロ 
宗の荘厳された念仏信仰を民衆レべルに引き下ろし、 
それを実践したのである。 

そして民衆と一緒(:なって念仏を唱和し躍動する運 
動体を組織、形成していった。人々は空也を称して阿 
弥陀聖とか、市聖などと呼んだ。 

® 比叡山で受戒後、ふたたび市井に 

空也の活躍ぶりを窺わせる史料がある。空也と同時 

よししげ S やすたね あらわ にほんおう LT ようごくらくき 

代の唐.班保胤が著した『日本往生極楽！^である。 


「道 ； r I で念仏三昧を修 する ものは書なり。い 
かに況んや小人愚女多くこれを忌む。上人(空也)来 
るのち、みずから唱え、他を して これを唱えしむ。爾 
後世を挙げて念仏を する は、 まことに これ上人の 
化度衆生の力なり」とある。 

当時は、天台座主円仁が比叡山で常行三昧堂を建立 
し、念仏三昧を行じてから1世紀を経ていた ものの、 
京都では念仏者は稀で、浄土教は流行から ほど 遠い状 
態にあったょうである。だが、空也の出現後、いか(: 
その 念仏が一般に受け入れられ、浸透したかがわかる。 

さて、天暦2年?48)、空也は天台座主延昌の勧 
めに応じて比 fx 山に上り、出家受戒して、光勝という 
戒名を授かった。 

市井(: あった 空也は、 なぜそうしたのか。 

結果的(: いえる のは、当^上流貴族が中枢の 
を握っていた延暦寺(:あって、空也は' その貴族をも 
外3とし、のち(:彼らから 布施を仰いで いる。 比叡 
山の側からみれば、一般民衆に支持の篤い空也を0派 
の系統(:位置づけるのは、{一一^的# R を誇示するうえ 
で？ i であった。おたがいの思惑が、ここで一致する。 

ただ、この点は強調して おきたい。 空也は、政治的 
な臭いのまとわりついたものなど、 何の価値 もない こ 
t を 痛感して いた。なぜなら、 受戒後 も 以前の 名のま 
ま、，， 空也" を名のり 続けて いたから だ。そして、比叡 









山に こもることなく、 ただちに市井に戻つている。 

㊃ 万人救済のヴァィタルな方法論 

その時期には疫#が數歡した。病死者のために 、 K 

いちめんかんのん ぼんてん たいしゃく してんのう そんぞう ぞうり ►> う 

一面観音' 梵天、帝釈、四天王などの#^を造立して 
京都西光寺 f の六波雲寺)に安置してぃる。 

応和3年 96 3)(: は、念願でぁった『金泥大般 
若経』の書写が完成、賀茂川の河原で大供養会を盛大 
に営んだ。それと並行して西光寺では、昼は『法華経』 
を、夜は念仏を修したが、老若男女貴賤を問わず、結 
縁するものは数万人におよんだ という。 

また' 念仏信仰とぃっても空也の場合、『法華経』も 
i するな ど、純 行よりは 辨仃が中心であったが、そ 
れは歴史の制約でありこそすれ、空也の価値を貶める 
ものでは決してない。仏の骨組みを提示したの 
は源信以降であり、それを純化させるには、さらに法 
然や a ? の出現を待たねばならなかった。 

ともあれ、空也は踊り念仏という、あらゆるものを 
巻き込むヴァィタルな呪黑方法論によって、これま 
での階級中心の閉鎖的な極楽往生の枠組みを解体 
し、万人の救済へと組み換ぇていった。 

良忍、一遍など、のちの声明念仏ゃ踊り念仏の系譜 
を導き出す 原点のみならず、空 也をもって日-^ h 教 
の本_展開の嚆矢 とする 意味が ここ !:ある。 
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汲# 


(げんしん). 


『往生要集』を著し、 

日本の淨土観、地獄観を確立する 


㊃ 地獄を鮮やかに描写した代表的古典 




ii —— 約 16 0の^^巻から、極楽往生 
に関する要点を選び、漢文の問泣保で説いた、：^文 
AfHr ダンテの『神=&との対比で SPR られることもあ 
る、日本が誇る代表的古典 —— この書こそが、恵心 

そぅず げんしん 

15^ こと、 源信で ある。 

燃ぇさかる業火。迫り来る炎熱感。どす黒く淀んだ 
血の海。無数の人間たち(:果てしなく繰り返される、 
極限の苦痛。異形の离立ちこめる腐臭。絶叫。 

ききしんわ •っすぐら 

それまでの日本には' 記紀神話に伝わる§くじめ 
じめ t した、黄泉の国1:代表される他界観と、わずか 
に伝わる、：；^の地下世界があったに過ぎなかった。 

じこくもよう 

こうした、古代インドに発する原色の地獄®^をき 
わめて視覚的に描写し、当時の日^-<に衝¥与え、 
のち(:描かれる地獄絵などの美術や、多くの文-: M ；： 品 


のモチ—フとなったのが、『往生！^』なので ある。 

源信をこの書の1に駆り立てたのは何か。 

それは、地獄さながらの現世の有様であり、その時 
代の人々の心を覆った深い無常感であった。そして、 
死後の世界にて仏となれるか否か、いかにして仏国土 
へ往生す るかと いう、源 f 身の救済への i だつた。 

® 求道する学僧としての若き日々 

源信の^ T 松は h 2- SI 5- 氏で、大和国！!®郡!^ i の出身 
と伝ぇられる。父はさほどでもなかったが、母の仏道 
に対する isi は強く、のち(:出家して往生の行を修し 
たほどであつた。この母親のであろう、夫妻には 
源信のほか(:4人の娘があったが、その3人までもが 
母と同じく出家し、西方の行を修している。 

縁と必然1:導かれるょう!:して、源信は、15歳に満 
たない年齢のときに比叙山で出家受戒し、茲_師良 
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►患心僧都像。 


(西教寺蔵） 


源(天台 {一 串興の祖•通称元三大師)の弟子となる。 

比叡山で修行を 開始した 源信は、その才を発揮し、 
天台教学の M につとめ、またたく 間に頭角を 現した。 

その評判は朝廷にも聞こぇ、 S し出された源信は、 
朝廷主催の； sst : 参加する。この出擊は、若き日の 
源信にとって得意の極みだったにちがいない。賜った 
記念品を自慢気1:母の許に送りつけた。が' 母はこれ 
を嘆き、このように告げた という。 

I , 「自分の頤いは、子が 

• 源信 ( 9 4 2〜1 〇 17 )0 天台宗僧®。大和国葛 そぅ りょ ぇぃたっ 

に生まれる。藍によれば、 9 歳で出家。 償として出世栄ほけ 
比®山延暦寺に上り' 慈恵僧正(良源)に師事した、 ることではなく、遁世 
と伝ぇられ？： J 4山諧の恵心院の学僧であった してでも仏道に i 避す 
ことから、恵 心 僧都、横川僧都とも呼ばれる。師良 

源の立場をさらに発展させ' 44 歲のとき『街纪男.』 ることなのです」 

を著す。この書は日本浄土教史に多大な影響をおよ こうして、 源信は世 
ぼし' その名声は中国仏教界にも知れわたった。 間との交わりを断ち、 

当_れ果てていた比叡山•横川の恵心院に iL 禱し、 
往生のための諸行と著述三昧の日々を送ることになる。 
念仏は 2 億遍、読んだ大乗経典は 5 万 5500 卷、念 
じた大呪は1〇〇万遍……修行は壮絶を きわめた。 

㊃ 浄土に往生す るた めの方法論とは 

源信(:5を与えた人物をあげるとすれば、師の良 
源と市聖 として 名を馳せた空也があげられる。良源か 
らは 、「すべての修行者に成仏の門は開かれている」と 


いう教ぇを受け、空也からは、「浄土を願う心があれば、 
往生はかなう」という教示を授かった。狂おしいまで 
の1(:駆られて修行をつづける源信にとって、空也 
との邂追は無上の喜びだった。 

かくし K が1ぢ ^ 

まれる。大略をいぇば、この^^^ bJV 


Li 

蠢 ； 


世をけがれた作界として I 1 R い 
離れ、ホ - H 《 S ' 集を f こ 
との®要性を、 - M -$(: 記し、 

その1論として、阿弥陀仏の相好を観{^る観5欠.心 
仏の諸法と' 口で称する称名念仏の本義を説く。そし 
て、臨終の際の： sya をこと細かに紹介する——源 {,?(: 
ょって、往生への希望は確かな枠糾みを 1! f るのである。 
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高僧が 何ら かの 悟りを得る 場合、夢が1 となる 場 
合が往々にしてあるが、良忍は 自らの 確信を阿弥陀仏 
の示現という霞夢(:仮託したに相違ない。 

融通念仏の考ぇ方は、一念三千や一即一切の円具を 
説く天台念仏の流れを組むものであることは見やすい 
道理であろう。 

だが、その本質的な発想は、集団の口称念仏という 
一種のジヤムセッション節興演奏)のクラィマック 
スにおける、自他融通無礙の相互触発作用(:起因した 
ものではなかったか、と#}？!は^る。 

良忍は弟子たちと n 称念仏中に強烈な憨吾を得た。 
その憨吾は自分一人の憨吾であると同時に' その場全 
員の S 吾でなければならなかった。逆に全員の1吾は 
自分の&吾でもあった。 

それはまさに口称念仏(:よる融通無礙の絶対境その 
ものであった。換言すれば、禅の悟りの境地のような 
ものだったのではあるまいか。それを念仏の® IT あ 
るいは 不可田議解脱と称してもよい。良忍は 自他 融通 
無凝の念仏の感動を生涯にわたって説き続けたのだ。 

悬は'もともと比叙山•常行堂の C 禱出身者であ 
つた。常行堂の堂僧といえば、不置芯仏を称え続 it - る 
修行が中心だつなその後、良忍は、京都大原へ隠遁 
し、：：！本音楽の源流のひとつ、魚山流声明を大成した 
が、融通念仏の基盤は常行<鸟での原体験に負うところ 


が大きいと思われる。 

® はげしい修行の末の念仏 

『_遺往生！ &(: ょると、大原一 L 奮、かなり激し 
い修行を行っていたことが書かれている。すなわち' 
往生を願い、日課と して 『法華経』1部を読誦し、念 
仏を6万遍称ぇた。のみならず、『如法経』6部を書写 
し、自らの手足の指を切って焚き、仏(:供養するとい 
つた尋常ならざる(仃を修していたとある。 

そうした激烈な苦行を経て、冒頭に記した融通念仏 
の真髄(:触れたわけである。 

良忍は60歳で死去した。『三外往生記』には、屍は光 
明を放ち、1の如く軽かったこと、また、その死後、 
大原律師、 i の夢に良忍が現れ、融通念仏の®徳のお 
かげで極楽往生で きたと 告げた ことが 記されている。 

結 mr 良忍は当時の天台宗の常行念仏では、'自分も 
; i 生も救われ難いとし、前述のょうに口称念仏が、 
あらゆる 行(:通じる真の救済で あると いう新境地を開 
いた。それはこれまで固執していた自力観念の念仏か 
ら、他.^名への転あつた。 

良忍は、一方では、空也系の念仏聖などと共振墨 
する 勧進念 ml の組織者で あるとともに •、他方では、 
浄土宗や浄土真宗を導く先駆的な役割の担ぃ手でぁっ 
たともいえよ*フ〇 
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法然 


(ほうねん) 


雑行を捨て、念仏行の みを 選択した 
謙倉浄土教の先駆者 


大原問答〃と呼ばれる事件 

のち|:苑部き、丑となる離動は、あるとき、脱き»^1 
について深慮することがあり、思いたつて学僧として 
名高い法然(源空)!:® II を申し込む。 

顕真が、生死を超え解脱する 41* を尋ねると' 法然 
は、成仏は難しいが往生はやさしい、聖道門の教法は 
優れているが、道綽、#によれば、わたしのよぅな 
頑愚の凡夫は、阿弥陀の本願(:よる専仏の一行(: 
よってのみ往生がかなぅのだ、と答えた。 

顕真はこの ことによ つて' 法然の；！®は認めるが、 
いささか偏：；^!; g である、と批判すると、伝え聞いた法 
然は'人は浅学ゆえに疑心を起こすものだ' と語る。 

その言を恥じた顕真があらためて {一 を申し込み、 
文治 2 年( 1186 )、大原®^院の丈六堂で行われた 
のが、大原問答と呼ばれる{象墨である。 


そこには 名の ある 碩学の僧と300人の聴衆が¥ 
り、等しく法然の教説を聞いた。その烤傲底した質疑 
が1日り返され、ついにその場にいた全員が法 
炊、 川に！したと 伝えられている。つい(:は、3日3晚 
にわたつて念仏を声高(:称ぇ続けたといぅ。 

この ことを きつかけに、法然の名声と専修意仏の方 
法論が燎原の火のごとく浸透していくのである。 

㊃ 平安の末期に現れた宗教革新の巨人 

12世紀の終わり、世は一大変革期を迎ぇてぃた。そ 
れまでの貴族中心の王朝社会には陰りが見ぇはじめ、 
代わる武家勢力の台頭は新たな時代を予感させるもの 
だつた。 こぅした 大きな潮流のなかで、これまでの既 
成概念、社会の構造そのものが変革を求めたのは、時 
代の必然であった。 

そのころはすでに、前代の国家に奉仕するためのみ 
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に 存在した仏教は、 著しく 形骸化して いた。 

こぅした 既成仏教の限界を痛感し、敢然と決別を宣 
言した巨人が' 世に法然と呼ばれる# t # 仏教の先駆 
者である。 

法然の説く教説は、きわめて革新的なもので、既成 
装の！^論のことごとくを破棄、否定するものだつ 


た。そこには仏と 
づいた独自性と確信が満 
は「仏法の怨敵」と断じ 
その «■ 所をも#,か n る 
ことになるので 


か- i .1;-> 


新しい救済論(:基 
そのために、法然 


•>,14' 


•法然 (1133 〜1212)。浄土宗開祖。諱は源空。法然は房号である。 

みま S かの VJ < y >* AL - iTi - i : sis-Ji -> おう”ょうしうるまと5<に 

美作国久米南条稲岡荘 : tz ' 押領師漆間時国の子として生まれる。 

2き比戧山に上る。塒戒の清僧として名高い。数千巻の避 
繙く、うち' 善導の『観経疏』の一文に触れ'43歳のとき念仏 
至上主義の革新的な I 宗をうち立てる。のちに、この独自 
の宗教的な立場は浄土宗と名づけられた。主著に『選 
択集』がある。諡号は圓光大師。 


:; l . vl ぶ.. 

1 て ;,' Mv 

' b 

ぃ.; f 集 I 


法然像。(二尊院蔵) 
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⑯俊英の青年僧、求道の萌芽 

1 S 7" や(114 1)、動僧 H < (現在の 
岡山県)の押領使であった漆間時国は、 
権力闘争の果て(:非業の最期を遂げる。 

このとき、母とともに残された 9 歳の 
少年が、 のちの 法然である。 

少年はしばらくして、母の弟で ある 叔 
父の観党の もと (:預けられ、多くの こと 
を学んだ。少年の習熟は： H ざましく、15 
歳(•説には13歳) のとき 観觉は、少年 
を,^ ,,^^?と . -^て- A - 成させるべ^、 IU で 

ひえいざん じほうぼう lf / v こう 

ある比叡山の持宝房源光のもとに預ける 
のである。 


源光もその俊才ぶり(:感嘆し、少年の さらなる 飛躍 

くどくいんこぅえん. たく ふ 

を®!^皇円(:託すこととなるのである。皇円は『扶 
桑略記』の著書として知られる学僧である。少年はこ 
こで剃髪出家し、知屬 (538〜 97) の『天台三大 
部』(『法華玄義』『摩訶止観』『法華文句』の総称。天台 
{一盃子の中要)を、わずか 3 年で読破している。 

⑱黒谷別所への隠遁、求道への邁進 

限界は_する者のひとつの極みに必ず待ち構ぇて 
いる。 

18 歳(: して 多くの知識を得、学問を究めるまで (:昇 
りつめた 青年僧(:は、 自らのたどつてきた 道が、決し 
て 自身と 万人のための本質的な救済論ではないことを 
思い知るのである。一学僧は政治的な成功者(:なるこ 

とを 拒む。 そして強く 決意す るの だ。 - 何もの(:も 

囚われる ことなく の田叢に身を委ねる ことを。 

そのころ、比叡山の西塔に ある 黒谷の別所には無冠 
の聖が集っていた。主冃年僧はそこの中心的指導者、慈 
眼房叡空の門を叩き、これまでの1遍歴を伝ぇて、 
遁世の1者と なること を求めるので あつた 0 
歡空は「若くして出離の心をおこす、法然道理の聖 
である」と 喜び、青年僧を法然房源 空と名 づける。 
法然 18 歳の秋である。 

時は動乱を予感させ' 比叡山は世俗の垢にまみれて 





いた。 -' r 問は栄達の手段と化し、僧兵は 
虚しい闘争を繰り返していた。 

そんななか' わずかに黒谷のみが、静 
けさのなかに厳しく熱い、產者の息吹 
を伝ぇていた。 

法然の德九と精進は以前(:も増して激 
しく'徹底したものであつたと、数々の 
上人伝は伝ぇる。『知恩講私， g 5 には'「『一 
切経』靈晴湯仰に眠りを忘れ、自他宗 
の^^の卷舒惓 むことなし」とある。 法 
然はここで、融通1仏を修めた師の叡空 
から天台申：^や『往生 i 』 を学んでい 
る0 

黒谷(:遁世して数平が経った。 

24歳(:なった法然は、謹成就の祈願 
をするため、当時民間：^の中心的 S ! 轉 
所と して 篤い信仰を集めていた、嵯峨の 
釈迦党を訪れている0 

とも(:釈迦堂(:衣#し、苦しみ1«む衆 
: a の様を兄て、法然はすべての人々が等 
しく 救済され るべき が、真の仏法であり、 
それ こそが 自らの求めて やまない 一筋の 
道で あることに気づく ので あつた。 

この蘩 fl がきつかけとなり、法然の内 



1学を中心とした学問は、広く、生きた民衆の信仰 
に還元されぅる、万人救済の道を模索する学問へと軌 
道修正され、のちの道程を決定づけたといつても過言 
ではない。 

⑱善導との邂逅、阿弥陀の本願を解す 

求める道は定まつた。 

法然の思索と教学は確かな方向性を得て、加速度を 
増していく。『経势1』はもちろん、既成：^の_論 
にはない、万人のための全く新しい救済論を求めて、 
_の先人たちの伝記(:も目を通していった。 

黒谷に移ってすでにこ十数年の月日が経過していた+ 
このころになると、すでに『一切経』は 5 度にわた 
つてく まなく； fg 破されていた。 

そんななか、源信の『往生！ W 』 は法然にとつて特 
別の意味合いをもつもの(:なつていく。 

法然は、『往生獲』に引証された S の浄土教の大 
成者、##(:深く心を奪われ、その著『観謹』の「散 
盖義」の一文に注目した。 

そこ(:は、極楽への往生をひたすら願い、一心に阿 
弥陀の御名を称ぇ、日々刻々、決して n から念仏を捨 
てないのが往生を決する正定の業であり、阿弥陀仏は 
この行を つとめる 者すべてを救ぅ ことを 本願の誓いと 
されているのである——と、論じられていた。 
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最初期の浄土宗では自ら盖導宗と呼ぶほど、法然の 
釜導(:対する心服は徹底したものだった。法然の言葉 
にょれば「ひとぇ (:##(: 依り、たちどころに余行を 
捨てて、念仏(:帰」したのである。 

法然はこの一私論(:ょつて称名の念仏こそが、ほか 
ならぬ阿弥陀の本願(:発した行であり、万人をひとり 
の落伍者もなく救いとることのできる唯一の WJS 論で 
あることを確信したのだつた。それは、あくまでも行 
者(人間)側の都合を超ぇた阿弥陀の本願(:根ざす、 
絶対性を持っ結論でぁった。 

盖導は、 ri 道綽とつづく中国浄土教の系譜の中 
に身を置き、長安を拠点として活躍した僧で、自らを 
罪深い愚衆と断じ、キリスト教の原罪概念にも似た懺 
悔の田^'を生涯もちつづけた、特異な思相た豕である。 


その信仰の根底には、観想の念仏による神秘体験が 
あつた。益#は、釈迦仏、阿弥陀仏をはじめ、諸仏、 

諸尊(:観想と称名の念仏を称え、夢中にて解答を得る 
願をかけ、毎1楽浄土のヴィジョンを得ながら、『観 
経疏』を完成させたと伝えられている。 

n 称今 fu .' 仏を打ち出した法然も、実は ： a 翁と 同じく、 
観相欠ふ仏に よる 神秘体験を得ていた。 このことは、 生 
存中は封印されていた『三昧発得記』によつて明らかで 
ある。蓋導への霍の底には体験の共有があつたのだ。 

そのこと に対して' 矛盾はなかつた。むしろ'#! j # 
と同じ法悦を得てわが意を強くした。法然は、念仏の 
エクスタシーに、"知々(:よつて到達する"自力々のはか 
らいを超える境地を見出したのではなかろぅか——〇 
法然43歳、黒谷に遁世してから25年が経つていた。 

®々 選択〃といぅ名の確信 

さらに その後 も、#! SI の_ によりながら 浄土経典 
の研鎅を深め、既成仏教に一線を設けた自らの宗教的 
立場から、浄土宗を表明するのである。 

法然の信仰思想の中枢である、選択本願義が明確(: 
示されるのは立教から十数年を経た、東大寺(: おける 
『浄土三部経』講釈の場であつた。 

この"選択々は、これまでの仏教の諸行(聖道門) 

のすべてを排除し、浄土門たる念仏を一向専修する極 
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♦法然上人は碁覧大師の蠢-をかけ摂益文を罎えて往生した。（『法然上人行状絵巻』當麻寺奥院蔵) 


論でもあった。その過激さから、顕密諸宗からの i 課 
と迫害は激しく、「偏執の義」と断じられるのである。 

また、阿弥陀信仰以外の装諸派を否定する ことは 
同時に、 それまでの；^ を 厚く® f してきた国家を も 
否定す ることにつな がる、 まぎれもない 思 相 心で あ 
った。さらに、教団組織が拡大し、最底辺の衆生 こそ 
が阿弥陀の本願にかなぅ 人々 である、 と 言いおよぶに 
いたっては時のが放置で きる を超ぇていた。 

そのため、最晚年、弟子の行状を口実に数年間、四 
国へ流罪され、命を縮めることになる。 

法然はこぅした諸々の弾圧や非難を一身に受け続け 
ながらも道 r 心を貫き、屈することはなかつた。 

そんな法然のより具体的な人柄を、称名念仏の理論 
的_を示した_から 捉ぇることはきわめて 困難で 
ある。ただ、わずかに残された柔和な肖像から、衆民 
の救済を生涯求めつづけた、寛容で慈しみ深い_を 
憶測する ことができる のみで ある0 

建暦2年1212正月25日、数人の門弟に見守 
られながら、この時代の狭間を橋渡した学僧は、「知日者 
のふるまひせずして只一向に念仏すべし」(『一枚起請 
文』)の遺告を残し、清涼にして革新的な80年の生涯に 
幕を閉じる。 

その後、法然によって大きな一歩を踏み出した念仏 
信仰は、弟子の i らによってより深化の度を膂す。 
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• 一-念仏者の系譜 


特徴は、諸行 f が中心の IU 仏教を、それぞれの立場 
で筋道立てて純化していつた ことに ある。 

浄土真宗の開祖たるも、そのひとりとして、法 
然の他力念仏を徹底的(:深化させること(:より、絶対 
他力という新概念を開示した最高レベルの{一義思想家 
という高い評価を得ている。 

i が到達した絶対他力の念仏は、皆行中の易行と 
されるよう(:、表面上は呆気ないまでにだれでも即実 
行可能であるが、そのために、は諸経典を踏まえ、 
難解な他力救済論の抽象街学に没頭 するとい う、ある 
意味では矛盾に満ちた壮絶な人生を送つた。それはほ 
かでもない、自分の救済の確¢5=安心を得るためであ 
つたが、同時に、とりわけ後世の知識人に思相 M 豕•哲 
it しての_を再認識させる結果となつて いる。 

だが、_ほどその生涯に不明なところが多い宗教 
者も稀である。そのため、明治時代!;$の重野 
§によつて、その存在自体を抹殺されたこ t がある 0 
まつたく驚くべき話だが、洞院公定の『尊甲分脈』や 
虎関師錬の『元一義書』!: Hit の名が見えないこと、 

今心仏信仰をあれほど罵倒した日蓮が奇妙にも i には 
一言 も 言及していない ことな どの理由によつて架空の 
人物とされたのである。 

もちろん、架空人物説は、誤®としてその後完全に 
否定されたが、これが本気で論じられた背景には、親 


鸞が&分の中 ill : ついてほとんど語らなかつたことの 
ほかに、同時代の動きのなかで' その存在がきわめて 
マィナーであつたことが挙けられよう。 

^11は承安3年(1173)、公卿.日野一族の日野 
有範の長男として生まれた。9歳で慈円の自坊 • 

院で得度出家したのち、比叡山に上り、常行三昧堂の 
堂 僧と なった。だが、仏教界の頂点(:あった比叡山は、 
熾烈な派閥抗争(:加ぇて、 i 狼藉の僧兵などが幅を 
きかせる、きわめて 生臭い ところでも あつた。 

彼は そうした 雑音を避け、約20年間、念仏修行に専 
念する。だが、真剣にやればやるほど、仏(:はなれな 
いという 絶望感に苛まれる。 そして 結 HIT 山を下りる 
のである。それはエリートからはずれる ことで あり、 
そうとうの^! ^^が いることでも あつた0 

ともあれ、—は、八溪の人生の指針を聖 1子ゆ 
かりの救世観音に委ねる こ. とになる。 そして 29歳で聖 
i 子の創建とされる京都の六角堂に百日間_95 
日目の払暁、救世観音から次の夢告を得るのである。 

「お前が k ® により女犯の罪を犯すときは、私が妻と 
なって犯されよう。一生の間、お前の身の飾りとなり、 
臨終には極楽へ導こう」 

夢告の1@1性は別として、たしか(:自分の妻と なる 
ものは観音の化身だと考ぇれば、女犯の罪から逃れる 
ことができる。それは セツ クスの問題 ( ItK む凡夫たる 
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峰親駑が観世音菩薩 
の夢告を受けた京都 

• i ハ iir 


自分を見据え、ぎりぎりに追いつめ 
た 地 占？得られた夢告 であっ た。 同 
時に、結婚し、世俗の中(:あっても、 
往生の道は開けるという発想の転換 
を もたらした ので ある。 

® 非僧非俗の宗教者と して 


そのころ、京都では法然の画期的 

せんじ1»ねんぷつ 

な®^仏がものすごぃ勢ぃで広ま 
つていた。法然は専修信仰(:ょつて、 
一般民衆にも平等に救済の扉を開き、旧仏教の枠組み 
を§しつつあつた。自力修行の落伍者たる_には、 
pxr 心仏 こそ、 自分が救われる道だとひらめくものが 
あつた。聾は法然のもと1:走り、弟子となる。 
「たとぇ、法然上人にすかされまいらせて(だまされ 
て)、念仏して地獄におちたりとも、さらに^^すべか 
-- 1 ?,す」(『歎異抄』 ) というほど、_は心服した。 

ところが、延暦寺と興_が相次いで法然の if 
仏を非難' 念仏停止を迫るという事件が起こるなどし 

そうめい しや<くう はくだつ ぞくにん ふじいょしざね 

て' 馨も僧名の綽空を剝奪され、俗人の藤堇橋と 
して越後へ流罪となつた。時に^*35歳であつた。 

この流刑地で墨は、豪族三#教の娘とされる恵 
信尼と結婚している。恵信尼こそ、雲が夢告で示さ 
れた「観音の化身」であった。 


ここで強調しておきたいのは ' i は日本で初めて 
妻帯を公然と行つた僧だということである。これは当 
時の裝界からすれば、完全な"破戒僧 J 昼一111であり、 
大変なスキャンダルであった。 

そして 妻帯に よる世 8®;題の 萌芽もまた実はここに 
兆していたといぇる ので ある(のちの蓮如の^ 問題、 
教如と准如の東西両本願寺の分裂' $願寺の現在の 
後任門首問題など、血脈1:からむ骨肉の争い)。 

だが、既成仏教界にしても、無を破戒僧として糾 
弾で きる 道理はないに等しかった。隠れて妻帯してい 
る僧が少なからずいたし、稚児を囲っていた僧もいた 
からだ。 とくに 女犯が表向き御法度であったため、 男 
色が黙認される風潮があった。 

明治維新以降、肉食妻帯は勝手た るべしとい う政府 
の方針に、既成仏教界は一部例外を残して、こぞって 
それに従った。肉食妻帯と いう 一点1:おいて、全：^ 
界は結果的に浄土真{一一^ ( SS 5 の在家主*^と世#^) 
したのである。§自身は、自らの愛欲の業に悩まさ 
れつづけたが、はからずも、 i こそは、自力や他力 
の問題は別にして、の日本の1^2の#^的システ 
ムの先駆的実践者でもあったのだ。 

ともあれ、 私事!:ついて ほとんど 沈黙を守つた i 
も、越1流罪に対しては怒りが収まらなかったようで、 
『§信 P で次のように明記している。 
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•一念仏者の系譜 



會常陸国に流された親鸞とその草庵をたずねる信者たち。（『親 
鷲上人絵伝』照願寺蔵） 


「爾れば巳に僧に非ず俗に非ず。是の故に禿の字を以 
て姓とす」 

_はこの「非僧非俗」 l : i の思想の特質という 
か、根底(:触れる思いを禁じえないのだ。 

たしかに、 i の非僧非俗の立場は「出家教団の秩 
序を破壊したのみではなくて、在家教団の其奉的義務 
さえも踏みにじつてしまつた」(渡辺照宏 r 日本の：；^』) 
という 厳しい見方もある。 

だが、_の いう 「非僧非 俗」とは、限りなくアナ 
I キーな 新：；^者宣言ではなかつたか。つまり、既成 
仏教界が堕落している以上、本物の僧は5 J & r いつて 
も過言ではなく、彼らは僧のふりを した 俗人1:すぎな 
い。では自分の場合はどうか。正しい僧ではない。そ 
れでは俗人かといえば' 単なる俗人でもない。それは 
僧も俗人も超え、教法を奉じ、仏道に励む者、すなわ 
ち我こそは$の意味での〈僧〉にほかならない —— と。 

# i した 他力思想の追究 

建暦元年(1211)、_は流罪を許されるが、師 
の法然が死去した こと もあつて、京都へ帰る ことを 断 
念し、「辺鄙の群類を化せん」と、関東へ f 伝道の旅 
に出る。その途次、上野国(驚県)佐貫で『浄土三 
部経』：千部を読経発願したが、それは自力の獄仅以 
外のなにものでもない ことを 痛感し、慌てるのである。 



♦親驚上人入滅の図。（『親鸞上人絵伝』照願寺蔵) 


捨てたはずの自力の！^徳に頼ろうとしたあさましさ。 
まだまだ本物ではないという自 i '^ 

そのことは彼の信心の大きな S 、 回心となった。 
それがきっかけとなって「他力のなかの他力」の念 
仏、すなわち絶対他力の念仏を擭得するにいたるのだ0 
師の法然は口称念仏、つまり今心仏を称え続けること 
によって盡摄が積まれて救われるとしたが、 i はさ 
らに それを徹底化させ、阿弥陀仏を 信じる という一念 
があれば、もはや救いが保証されており、極楽往生で 
きる という ものであった。そのあとの念仏は阿弥陀仏 
に対する感謝報恩のためであり、そこには呪な意 
味合いや§はまったくないとした。それゆえ、彼は 
卜占祭祀、吉凶判断などはいっさい認めていない。 

また、墨の思想の特徴は悪人正機説に顕著である。 
従来の戒律重視の、あるいは徳を積むことを強調する 
救済システムの枠組みからはずれた地平にある、最低 
レベルの貧しい衆生こそ、阿弥陀仏の茲罪心力によって 
誰よりも先に救われる存在であるとみたのである。 

さて、常陸国(茨城県)稲田に移り住んだ馨は、 
そこを 拠点として、以後、約20年にわたり、念仏生活 
を送り、『铃仃信 P の著述(:専念しながら、精力的(: 
布教活動を行う。ド野国、下総国、武蔵国など関東一 
円から、^^までも足跡を残している。 

次第(:弟子も増え、農民を中心とする浄土真宗の初 
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會親鷲の元の墓所。（京都 • 

そうたいいん ちおんいんたつち*う 

元大谷崇泰院、知恩院塔頭) 


S3 


期教団が形成されていく。ちなみに、『歎異抄』にょれ 
ば、墨は「弟子一人も持たず」といい、教団設立の 
音恙はなかったが、実情は_を師と仰ぐ弟子がおり、 
また信仰者組織=教団の原型ができていた。 

® 最終的にたどりついた自然法爾の境地 

60歳過ぎに、_は突如、本拠地の関東を離れて京 
都に帰る。具^： g な年号は明らかではないが、_は 
妻子を越後に帰し、末娘の覚信尼と一緒 t : 京都で生活 
を送る。その理由は関東の門弟から師匠扱いされるの 
を嫌ったためとも、ラィフワークの『終仃信 P の完 
成のためともいわれるが、実情は不明である。 

京都にあって^*は関東の門弟からの襲に応じて 
手紙で^^していた。だが、関東で i の他力信仰を 
した異端的な動きが製いで起こる。それがもと 
で念仏が禁止されるなど、由々しい事能 t なった。 

しそく ぜんらん 

その解^*として、当時84歳の1は|心の益 i を 


送りこんだが、これがまったく裏目に出て、#暴を義 
絶するにいたる#！*事件が勃発する。 

こうした 内外の さまざまな 苦難を乗り越ぇて、^! 
は、信仰と教化の道を歩みつづけ、最晚年(:自然法爾 
の境地(:到達する。これは、衆生の救済はすべて阿弥 
陀仏のはからい(:あるから、自分のはからいである是 
悪の判断すら、まつたく不要であるとするもので 
あった。それは まさに 他力の極致(:ほかならなかつた。 

そして弘長2年 (1262)11 月 28 日、娘の覚信尼 
らに看取られて、 90 歳の紆余曲折に満ちた生涯を終ぇ 
た。遺言は「某閉眼せば I 貝茂川に入れて魚に与ふべし 
というものだった。いわゆる高僧の死には紫雲がたな 
びき、花が降り、芳香がただょうといった^ F がつき 
もので、覚信尼も密かにそれを期待していたらしいが、 
i の死は、並 f の老人の死と何ら変わることがなか 
ったという。煩悩具足の自覚者 • i の最期を飾るに 
ふさわしいエ ピソー ドである。 










(ぜんらん) 


•善鷲。生没年不明。異端念仏の祖。親驚の 
長男とさ A る。幼名は宮内卿公。比叡山で修 
行後' 遁世し慈信房と称する。善鷲は法名。 
親鸞 --(7) 特命により関東に派遣されたが、異解 
を宣布したとされ' 扇絶される。その後、巫 
蜆集団を率いるなど呪術氣宗教者として活躍。 


ヂ % 


父親鸞に義絶された 
異流•秘事法門の祖 


#浄土真宗の地下水脈 

謹の念仏信仰は、それまでの念仏に纏綿していた 
亦蠢呪術的要素を徹底的に削ぎ落とすところから出 
発してぃた。ところが、その念仏を逆に3^したの 
が、墨の rf * r '*: ir であつた。#*は、秘事法門と 
よばれる真宗系異端法脈の祖として活躍した。秘事法 
門とは、真宗教理を秘密裡(:震することである。 


^ J 

. 0 \., . 

ベメ J 

,» -,/^'J 


は慕 

r —r 、—/ 

U ょ蔵 
腺 i f 
考詞願 
善 4 凝 
蜂，帰西 


むろん、真宗には要素が介入する余地はなく、 
その観点からすれば、益暴は、まがぅかたなき里 3 WT 
異安心の首謀として^:されるべき対象であつた。 
当初、某 i は塞の意向(:ょり、関東地域の真宗教 


54 




參 念仏者の系譜 


団の^®^という重責を(:なつて派遣された。 

同地では、すでに i の門弟らがそれぞれ精力的1: 
布教(:励み、¢4増えつつあったが、阿弥陀仏さえ 
尊信して いれば他の神仏を冒瀆 してもかまわな いとい 
う神仏経侮説や、念仏にょって救済され ている 以上' 
悪行三味を してもかまわな いという造悪無 礙説な ど、 
親鸞の説いた教えを曲解する動きもあった。 

そうした 動きは、馨の奎 ,®> にかなっていないばか 
りか、1¢¢の弾圧を招きかねないものであり、それを 
钆すために某 ■(: 白羽の矢がたてられたのである。 

しかし、容易にはいかなかった。筮 i は、苦慮の末、 
養を練り、実行に移すのである。 

羌 i は、「自分のみが夜中ひそかに i から深！？の教 
铒極楽往生の秘儀を得た」 などと 教示したという。 
また、阿弥陀仏の本願をしぼんだ花にたとえたとも、 
悪を廃して善を行う*!^蠢爵な念仏を説いたともい 

われている。 

•呪術的要素の;1い秘教念仏 

n 本の精神風土の特色のひとつは、呪術に代表され 
る審利益信仰にある。誰嫉はその状況を踏まえて、 
関東!:育ちつつあつた念仏信仰者を1¢一し、新たな信 
仰形態を打ちたてようどしていたのではあるまいか。 
というのも筮 i は、叔父の尋有の縁で比叡山延暦寺 


で 修行して おり、密教や修験道など、 さまざまな s 
修法を 修していたことが _視 されているからである。 

菜幾の教説の影響は大きかった。とりわけ常陸(茨 
城県)、下総(千葉県)の f 間1:深刻な§が起こり、 
騒然となつた。1の多くが#*のもとへ奔つたため、 
は指#£位置を占めるよう {: なり、^!の門弟た 
ちとの間で熾烈な争いにまで発展していった。 

門弟らの訴えによって、84歳という高齡の身であっ 
た®*は、を知り、康元元年12 565月、 
笫幾に*^状を送りつけ、絶縁処分としたのである。 

鐘によって追放された弟幾は、関東を中心に、念 
仏|:^£な修行をミックスした呪^2要素のきわめ 
て濃い秘事法門の蠢?翌した。その一方で、巫觋 
集団を組織、陰陽道系の卜占や tw 祭祀などを行って 
いた ことを、 本願寺3世覚如が伝えて いる。 

某 i の血脈は如信を経て大綱願入寺の歴代門跡に伝 
承されている。#:*の秘事法門は、覚如と■つながりの 
あった如導!:継承されたという。秘事法門の系統は、 
さまざま 派生しているが、本願寺を中興した8世蓮如 
によつ て徹底的に^.され、地 F に 潜る こと (:なる。 

ともあれ、^* は#* を：^することによ つて' そ 
の存在を消去した ように 見える。だが、「盡餐 J という 
記号には、正統と異 IT 今在と呪術、血脈と法脈など、 
_な問題が内包されつづけているのも^ W である。 


SS 






0 


(いっぺん) 


遊行聖どして独自の念仏行を 
実践した時宗の祖 

•1遍 (1239 〜1289)。時宗の宗祖。伊予国 
(愛媛県)，松山に生まれた。父は豪族河行^！ 

衝とし , T 怒ぬや i リ念仏を一般民衆に a : めた。法 
系は！ ill の£齡.藍の斯氧にぁたる。彬似緊 

の日本: a 土に凋ざした独自の厕妳陀仏思想を展開。 

その生涯は『 I 遍上人絵伝』『 I 遍聖絵』に詳しい。 



⑩市井の念仏者を結集 

鉦を 激しく 連打させながら、僧俗貴賤が 人り 乩れて 
大声で念仏や和讚を合唱し、踊りまくる。熱狂とも、 
狂乱と もつかない、 踊躍塾吾。エネ ルギーとェクスタ 
シーの爆 ST その強烈な心身のダイナミズムは' 死者 


のための供養の表現であり' 同時に、民衆の救いの、 
はかりしれない法悦の表現であった——0 
變启後期の末法の世(:あって、王女と慕に si いで 
いた民衆(:極楽往生を保証し' その¢<,2;を i り念仏に 
_'昇華させた遊當が、：遍である。彼は全国を 
遊行しながら、遠きは空虫近きは良忍といぅ先人が 




• ——念仏者の系譜 


仕掛けた芸能的布教_を引き継ぎ、念仏璀や勧進聖 
らを® C 踊り念仏の巨大ネットワ—クを形成した。 

一遍は日本浄土教の系譜の上でもひときわ突き抜け 
た個性であつた。その面魂、‘魁皆な容貌からしても、 
骨太な逞しさ、精神の強 g さがにじみでている。 

それも故なしとしない。父方は水軍を率いた武家の 
豪碑てあつた。一遍は母の死が¢1一となり、10歳で出 
家。その後、九州に赴き、証空の門弟•籠に師事し 
た。証空といぇば、法然の高弟で、西山義を樹立した 
浄土宗西山派(現在の西山浄土宗)の祖てある。 

西山義とは、念仏だけが極楽に往生するための裏 
であり、それ以外の i では往生不可能という教ぇで 
ある。実父の通広は' 大粦役として京都在車' 証空 
から学んだことがあり、一遍の仏門 f は父の_も 
あつたであろう。弘長3年5月、父が死考跡目^^ 
のため、帰郷し、還俗。在家の武士となつた。 

ところが' 縁者が所領地の ii をめぐり、一遍 
を 殺そうとする 事件が起こつた。::遍は再度出 る 0 
文永8年(12 71)、信振の善光寺(:養襲後、帰国。 

くばでら そうあん にがびやくどう ほんぞん せんじ1>ねんぶつ 

窪寺の_で二河白道の絵図を本すとして仏の 
生活に入つた。そして3年後、「十1不二の偈」を感得 
する。十一不二の偈とは、壤にいえば、すべての人 
が必ず極楽往生できるという意味である。 

その後、遊行の旅に出た。同行者は、妻の超一、娘 


の超二、！^の念仏房。一行は摂津国の四天王寺を皮 
切り(:'高野山を経て、熊野神社の証誠殿に_した。 

® 念仏札を配5特異な布教法 

熊野は当時、弥陀の浄土(:最も近い霊地とされてい 
た。 そこで 一遍は熊野権現から次の；^ を 得た という。 

「御坊(一遍)の勧めによりて' ttl ]? 衆屯はじめて往 
生すべきにあらず。阿弥陀仏の十®覚に、一切衆生 
の往生は南無阿弥陀仏と決定するところなり。信不信 
を選ばず、浄を嫌わず、その札を配るべし」 

「その札」とは「南無阿弥陀仏決定往生六卜万人」 

と書かれた、往屯を保証する念仏札で、一般 K 衆に根 
強い護符に対する信仰習俗を活用して一遍が？した 
もの。また「六十万人」とは衆生全体のことである。 

一遍は熊野への道中、念仏を称えてくれる人にのみ、 
その令〗仏札を配布していた。ところが、それは自分の 
思い上がりであり、分け隔てなく配るべきであるとい 
う意味づけを感得したのである。 

つまり、誰でも阿弥陀仏によつて往生が決定されて 
いるのであるから、阿弥陀仏を信じようが、信じまい 
が、そんな ことは かまわない。また、相手が清浄の身 
であろうが、不浄であろうが、関係ない。いや、たと 
え信を起こさずとも、もうすで(:救われているのだか 
らという、突き抜けた確信を得たので ある。 
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とにかく、一遍は；の神々に対しても、阿弥陀仏 
が仮の姿をとって現れたものとして熱心に一嫩した。 
一遍にあっては' 神仏は完全に融合していたのである。 
一遍はその心境を偈にして残している。 

ろくじみよう > -r っいつべんほう じっかいえしよういつべん s * v> 

六 i 号一遍法十 f 正一遍体 

まんぎようりねんいつべんしよう にんらゅ^しよ^しよ文ようこうげ 

万行 f 二遍証人中上々妙好華 
みずからの号た る「一遍」もここ (: 由^^る。 あと 
の生涯は、遊行を重ねて、 賦算 (念：^を 配ること) 
すること だけであつた。 

® l 所不在の諸国行脚 

これ以降、一遍の歩みは、旅から旅への遊行(:終始、 
北は§国江刺(岩手)から南は大 SM (鹿児島)ま 
で、日本のほぼ全土(:およぶが、それは釈迦の成道後 
の旅と妙(:重なって見えはしないだろぅか。 

さて、熊野下山後、一遍は京都、西海道を経て九州 
に行き、のち(:時宗を組織して第二祖となる弟子の真 
教を得た。一遍は生煎教団をつくると vrN # えはな 
く、寺を造らなかつた。 

時代は SM ： 来襲といぅ未曾有の国難に直面していた。 
現実的1:も国防のための厳戒体制が敷かれ、人々の間 
には末法思想が流行するなど' 4^2な状況にあった。 
そぅした 時代背景と相 まつて、 一遍の もとに 参ずる出 
家や_が飛躍的に増え始めた。 
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• 念仏者の系譜 


寺、清浄光寺蔵) 


驚くべきことだが、：度に2 8 0人以上の者が一遍 
について出家した こと も あると いう。一遍に霍する 
者は、一 ts をとも(:する出家の道時衆と、在俗生活の 
まま念仏に励む俗時衆の2系統があり、さら(:活動資 
金を提供したり、{置口の手配を行うスポンサー兼マネ 
—ジャー役の結縁衆がいた。一遍を聖と仰ぐ者たちは、 
時衆と称された。 

ル安2年(12 7 9)、信濃の善光寺に参詣後、佐久 
郡伴野の在家宅で、冒頭で述べた踊り念仏を初めて行 
• I 遍上人^;:紛の図。ったとぃぅ。踊り念仏はすでに空也系のものがあった 
(『一遍聖絵，：歓喜光が、時衆の正式な S として採り入れられると、圧倒 

的な勢いで全国に広まっていった。 

なかでも、弘安7年の京都での 
踊り念仏は、大反響を巻き起こす。 
一遍は生き仏さながらのカリスマ 
的な人物として絶頂期(:あった。 
人々が押し寄せるため、まつたく 
きできないほどだった。 

当時の記録には「貴賤上下群を 
なして、人はかえりみる こと あた 
わず。車はめぐらす ことを え ざり 
き」 とある。一遍は弟子(:肩車 さ 
れながら、賦算 したという。 念仏 
札とは、 まさに 極楽浄土への往生 



を絶対保証する、空く じなしの 当たり券(: ほかならな 
かった。 

このょうに、現世利益の濃厚な賦算と念仏踊りを中 
心とした、一遍の底辺からの独特の布教活動は、浄土 
宗や浄土真宗などはまったく相手にならないほどに流 
行し、娼撅をきわめたのである。 

さて、一所不在の諸国行脚を精力的(:行っていた一 
遍も、さすが(:長年の疲労の色は隠せ なくなっ ていた。 

それでも 遊行に徹する という 償 r 心は変わらない。故 
郷の伊予国に帰り、菅生の岩屋に巡礼したのち、 I 势 
寺に『浄土三部経』を奉納している。さらに讃岐国(香 
川県)から阿波国(徳像)に遊行したが、体力の衰 
えは判然としていた。 

一遍の最後の遊行の地は、丘ハ庫•和田岬の観音堂。 
死期を悟ったのであろうか、「一代の襲みな尽きて南 
無阿弥陀仏になりはてぬ」といい、所持していた童杨 
をすベて焼き捨てた。 

その後、弟子たちに心ゆく まで踊り 今心仏を させる と、 
身を清め、阿弥衣を着て静かに死を待った。その間、 
igg に応じて西宮神社の神主に 丈 r 心を授け、 さらに 撕 
淡河殿の女房に念仏札を与えて いる0 
「わが亡骸は野に捨て獣に施すべし」と遣 M した一遍 
は、正応 2 年 8月23日、眠るょうに 往生した。 享 lf 51 
歳。遊行を発願してから 15 年の歳月が経っていた 0 
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(れんにょ) 


巨大なる本願寺教団を組織した 
浄土真宗中興の祖 


1 土真宗の_構造を築く 

本願裏団の中興の祖が蓮如である。彼なしには、 
今日の東西本願寺の^^はありえなかつたとされる。 

生涯で5度の結婚をし子供の数が27人。_寿命が 
50歳そこそこの_時にあって85歳まで生き、ほぼ半世 
紀にわたって法主職に君臨。一向一揆を組織して{一義 
コミユーンを導き、寂れはてていた本願#^団を日本 
i 義界の日笑規模(:まで大成させた。その異常なまで 
のエネルギーとヴアィタリティは、類例を見ない。 

しかるに、蓮如に対して、本願#^団の大功績者で 
あるとする 半面、親鸞の精神を汚して教団を太らす こ 
とにのみ汲々とした化け物的な俗物といぅ見方がある。 

毀誉褒貶が つきまと* i 如だが 、 i と 同じ尺度で 
見ようとしても、 彼の本質はつかめない。 

教営と人心掌_に抜群の才覚をもつたカリス 


マ的人物である蓮如は、根っからの職業的宗教者であ 
り、その宗^ s *® は「弟子一人ももたず」「寺は小棟 
をむ ね」 とする i と対脑的な地点1:あるのは、当然 
なのである。 

要するに、本願裏 H の強みは、^^と蓮如といぅ 
2人の賽の異なる{一一天才を抱え持ったところに 
あった。図式的 t : いえば、個人主義者の墨がおり、 
大衆王義者の蓮如がいた。その矛盾する2人を矛盾の 
まま爆して発展したのが本願 L あり、その構 
造は今も K - W である。そして、あえて強調するが、そ 
の#^造を造った男こそ、蓮如なのであった。 

#跡目争いの末'第8世法主へ 

蓮如は応永22年(1415、本願|7世の父存如 
とその侍女(备刖は不詳)の間に誕生した。存如20歳 
のときの長男である。その後、存如が正妻を娶ること 


, 
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(: なつた。それを知った蓮如の実母は、当時 6 歳の蓮 
如(:鹿子の小袖を着せて、絵師(: その 肖像画を描かせ 
たあと、本願寺から姿を消す。 

当時の本願寺は「人せき絶えて、参詣の人ひとりも 


m 蓮咖 JrTl 5 〜149 9)。室町時代の浄土 1宗の僧。 
本一 ng にして本願寺中興の祖。^は絜。■藍。 
諡号は慧燈大師。1465年' か飲奶衝の阳歡にをい' 
京都から近江に逃れ' その後、越矿に封坡を創設。 
晩年、京都山科に本願寺を再建後、大坂松5本願寺の基 
礎を築く。著書に『御文』『正！ガ魚』など。 



見えさせ給わず、さびさび」とした證访 ?J にあつ た。 
蓮如はそぅした苦境のなか、43歳まで部屋住みの生活 
を送り，つつ、 i の遺著を中心(:_の船®!を深めた。 
長禄元年 1 457)、実父が死去。蓮如は実父の迎 
妻の子との間で、血縁の： if を巻 
き込む壮絶な跡目争いの末、本願寺 
第8世を継ぐ。 

庶子の蓮如には形勢不利な戦いだ 
ったが、叔父の如乗との連携1: ょる 
猛烈な政治工作(:ょって反対勢力を 
粉砕、その地位を勝ち取るのである。 

さて' 蓮如は27歳での結婚以来、 
27人13男14女)の父となるが、子供 
をすベて政治的に利用して本願 g 
団の拡張の布石ないし要とした。 

結果的(:は、本願 S 9 世を五男 
の実如(:継がせ、他の12男を重要地 
点に配置し、娘を既存の有力寺院や 
新た(:1011 した#^に 嫁がせるな ど、 
己の血族を介在と して 本願寺中心の 
絶対専制主義の基礎を固めていく。 
まさに 戦国武将の_論である。 

蓮如の布教は果敢であった。法-.!- 
就任後、真宗では仏光寺派がもっと 
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b 雜彌纖き 


會北陸での蓮如が本願寺教団の礎を築い 
た吉崎御坊跡。付近ミは東西両本願寺の 
別院があり、今なお篤い信仰の跡を留め 
ている。 


も f 米していたが、同派は名帳(:名を記せば、往生が 
決定されるといぅ名_系図による布教 41 ^ をと つて 
いた。蓮如はそれを i の教え1:反する i 異説であ 
るとして徹底的に i し排除した。 

仏光寺派(:限らず、真{示他派も§の異端が蔓延し 
ていた。彼は11崧 T 第し、仏壇の本尊や名号に自ら 
裏書きを付して、精力的(:布教した。同時(:御文(御 
文章)とょばれる独自の文書伝道を行った。御文は他 
力念仏の真意をわかりやすく示した曹心(手紙)形式 
の法語で、読む者に不惜身命の念仏者を自覚させるア 
ジテーシヨン的な効果をもっていた。 

㊃ 講を中心とした農民たちを組織 

蓮如の努力で本願裏団の勢力が強化され、各地(: 


門徒が組織化される(:従い、比叙#^徒は本願寺を既 
成^^の敵と見なすょぅ(:なった。寛正6年(146 
5)、比叡山衆徒が京都対说本願寺を 聾、 蓮如は 
(: 逃げのび、以後、各地を巡錫す ることになる。 

布教の拠所として農民たちを中心とした講がすでに 
つくられていたが、蓮如の g とともに 単なる {一 _ 
社の枠を超ぇ、自治単位となり、やがて I 向 一 接の組 
_基盤となつていつた。 

来世の往生が約束され ている彼らにとって 死は恐れ 
る(:足らず、仏法を守るため1:徹底的に 戦ぅ 決意があ 
った。つまり武蒙起すれば、強力な SS 力となるわ 
けで、一向一揆の無敵の強さの秘密もそこにあった。 
'文明3年(1471)、北陸へ進出した蓮如は越刖国 
河口庄の吉崎1:坊舎 <御坊> を起立。北陸地方は真宗 
高田派の地盤で、天台系の諸行を採り入れ、ぃゎば異 
端的な要素があった。そこへ蓮如はあぇて乗り込んだ 
のだ。 

両者は衝突し' 結！ T 本願寺侧が勝利して高田派は 
同地から一掃された。 そこを 拠点として蓮如は周辺地 
域を本願寺勢力で固めていった。 

@真宗王国の精神的支柱 

歴史上、記録に残る大規模な一向一揆が辦1 S したの 
が、北陸進出後、17年目であった。蓮如を事実上、最 













•::1ぬ仃^とする農比部 
隊の一向；揆は、小領 
主や土# I ? と^ しな 
がら、加1貝 s 豕の{畠 
樫政親と決戦し、 完全 
な 勝利を おさめた ので 
ある。 まさ (:真宗王国 
の成立であった。以後、 
加賀は「打姓の持ちた 
る P として 1^;^ (: 
わたり門/徒農民中心の 
自治 国となる0 
蓮如の真面 H は、ま 
さに ここ(: あつた。！ 
沌たる戦乱の世(:あつ 
て、&取の対象と しか 
見 られることのな かつ 
た# しいら 一®: ^ 
衆の土壌に、本願_ 
団 とぃぅ 浄土往^-:の絶 
対保麗関、精神的支 
柱を 骨^: 化させ、 彼ら 
に屯 きる 音 碟と 力を与 
えたのである。 


その^^は、蓮如その人のは かりしれない 魅 乃(:あ 
った。法主でありながら、決して気取らず、影顯1船。 
猶の難解な思想を咀嚼し、それをシンプルかつ熱っ 
ぽく何時間でも語り、相手を知と情の両面から念仏 信 
仰でからみとつてし まう 強力な 浸透 力をもつ ていこ。 

「救われようもない凡.^ j としてう つちやつておか Ifl 
ている者こそ、わが同明で あるとして、 蓮如は U 虹を 
注いで働きかけた。その蓮如であれば こそ、彼らもそ 
の教ぇを全 fgg (: 信じきつたのだ。 

一向一揆 {: ついて詳述する余裕はないが、その歴史 
の生成と展開は、蓮如の歩み、すなわち本願団の 
発展と軌を一にしてぃる。一向一挨の影響は S に波 
及し、それが絶頂をきわめるのは、て述べる本顋 
蠢11世顕如の石山戦争でぁる。 

晩年の**として、蓮如は文明 10 年 (14 78)、京 
S 科に本願寺を再建した。その編な鍵は「鬅 
の如し」と称されたほどであつた。その後、明ん6年 
(1497) には、大阪の ほぼ $、戦略的にも重要也 

点の^: s <( 大阪府)悪繼簋 g に招御坊(石山 

本願寺の前身)を建立する。 

布教宣伝、 f 拡大、努維持に飯鬚し、大教 
団を造り上げた蓮如は、明応7年？4 9 8 )' 病に倒 
れた。薬の服用を拒み、念仏を！！：ぇつつ、翌年 85 歳で 
往生。まさに完全燃焼の生 - I であつた。 
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顕如御影。(西本願寺蔵) 


4.# 

/1 、ご V 


1 




塞 


本願寺教団全盛期に君臨し 
信長ど交戦した本願寺 II 世 


,%夕 




4 r 




麓 


霉 


v<: 


€:4 


i 




•srtv.s • 

暴 


£<1. 




/'■'•多が 


惑 




•承 £>>--: 




# 




•顕如 (1543 〜159 2)。安土桃山時代の 
浄土真宗の僧。本願寺第 Ml 世。諱は光佐。本願寺初の門跡と 
な4'本願寺教団史上、絶頂をき七めた。石山本願寺を拠点 
に織田信長と , 11年間戦ったあと、和睦。以後、本願寺は下降 
線をたどり' 顕如の息子の代に東西両本願寺に分裂する。 




飞 V". 






歡： 




® 巨大なる真宗王国の頂点 

「本願寺は日本の： nR - K 宗派で、庶民の圧_多数が信 
者である。宗派の代表者は妻帯し、その地位は世麵 
である。®は代表者を尊敬してやまず、そ ( 

ただけで感涙(:むせぶ。 S は多額.の金銭を—する 
ため、日本の富の大部分はこの僧が所有する。毎年、 


大法会を行う。参詣のため f 


た信者らは、門で待ち受け 


開門と同時(:競つて入ろうとす 


常(:多くの死者が出る。 


ことを幸福と 考え、わざと門内に倒れ 


て圧死しよぅとする者すらいた」 

こぅ 書いているのは、キリスト教の{目敎 
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• 念仏者の系譜 


師ガス。ハル.ビレラである。 ここに 報; , r された.：：：小派の 
代表者とは、法、. k 就任後、7年 U の顕如であった。 

小-時、本願寺は H 本：戈の{一：小派 として {一：教界の頂点 
にあり' しかも；；；： 本第：の肉 山 (！ な寺) であった 
ことがわかる。しかも、 狂的に死を希：^ 4"^ る fij 徒も少 
なからずいた。 そぅした 命知らずの俗徒の群れは、抜 
群の結^^と破壊力を もっ た：， N :揆の IJ ;'; 動力で あっ 
たが、その 頂点(: 顕如 はれ 船して いたので ある。 

人坂.心山本願寺で1-:まれた顕如は、父証如の死にょ 
って 12 歳で法務を継ぎ、永禄 2 年 <1543) には.止親 
町'人， S の勒命 (: ょって門跡となった。 n 跡とは、：；：本 
の11.取..-1の寺格122；のことである。経爵に WS してい 
た朝廷は、即位の式典を rr •フことができず、それゆえ、 
谢如を門跡に fr ' 命するかわりに、式典費) II を提供して 
もらぅ政治的取 - jl を fj - ったのであった。 

そのころ、破竹の勢いで勢力を拡張していたのが、 

織出 f ,? T 長である。信長にとって一向：校のエネルギー 
は：入ド統；の大きな®;;だった。 fiv 長は地方の :,: M 
:揆を弾 [-!-: しつつ、頭如に対しても S な!. 1-:迫を繰り 
返した。 そしてつ い(:対立が決定的になり、：兀堪ペ儿年 
( 15 7 〇) ' {,\ ^は数万 (: ぉょぶ 17: ;を率ぃて石 ||| 本願 
寺を_、谢如も総力を_し、：，；一::校を率いて.；5 
戦した。以後、約10年にわたって：心山戦争が続く。 

この間、顕如は安芸の毛利氏など反織 III 勢力の諸大 


名と結ぶ：方で、^:や较 W 1 . をはじめ、加1や越；刖、 
紀伊や雑貝などの一向一揆を率いて奮闘した。石 III 本 
願寺は' 広い寺域を有し、強固な防衛設備が整ってい 
たため、信長も攻めあぐねていたのである。 

だが、各地の一向一揆が信長(:2疋され、諸大名が 
次々と敗退を重ねるにつれて、石山本願寺は孤立化し、 
敗退は時間の問題となっていった。 

和議を結ぶか、徹底抗戦するかで、内にも紛糾 
をきわめたが、結！ JT 顕如は和議を決意した。徹底抗 
戦派であった長男の教如は、最後まで和議に反対した 
ため、顕如 (: 義絶された{信長死後、鐘を許される)。 

顕如は正親町天皇に和議の仲介を^®、石山本願寺 
を明け渡し、紀伊 am 森に退去した。石山本願寺の敗 
退はニー：§力の政治的肇的敗遐であるとともに、 
念仏者の連帯運動の敗退でもあった。 

顕如は驚森を経て、泉州貝塚、大坂天満な どを 転々と 
したのち'-乂禄元年 1592)、豊臣秀吉にょり京都 
堀川 L 条の地を 1 され、 そこに 本願寺を再興(税在 
の W 本願な)した。それを見とどけた あと、 如如は脳 
溢血で 50 哉の波瀾の涯を閉じた。 

その後、本願寺は ^ ESI : からむお家騒動がもと 
で、秀吉や徳川 i の介入を招き、西本 f (頭如 . .i 
男准如)と、_願寺(教如)の 二 派に分かれ' 八，：：： 

にいたつている。 
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± it 世界を体得した srim ' の董者、そ た、『妙好人伝』以降である。彼らのほと 
れを# A 好 A ' と呼ぶ。妙好人(:は^4「優 んどは、平凡かつ無学な！介の凡夫であ 
れた人」という意味がある。それがとり る。だが、純粋な信仰心の高さ(:おいて 
わけ浄土真宗の篤§という特別の意味 はとびぬけたレべル(:あるといえよう0 
をも-〇ようになつたのは、® £* a < の f 土に還つた i の他力思想。そこから 
寺の®^'文政元年 18 18 ) 編纂し 芽をふいた蓮華が妙好人なのである。 

赤尾の議 

妙好人の元祖。11如に' 1 ) f - 依しその侍者をしていた伝説的人—1^ 


あかお とうし ？-!- せ \.'liri;A ^ し J-1 V く Ai \ It 

i 尾の道宗。生没年不詳。俗名は弥七。 

え->ち>»ぅ ひが」となみぐんか*ひらむら 

越—尾(富山獲礪波郡上平村—尾) 
に生まれる。 . 

まず、ここで紹介するのは、道{示であ 
る。蓮如(:熱烈(:機し、その侍者をつ 
とめる ほどの篤§だつた。道宗はいぅ。 

善知識(蓮如)の仰せで不可能なこと 
でも不可能と思うな。この凡夫の身が仏 
になるのだから、不可能なことがあるは 
ずがない。近江の湖を一人で埋めよとお 


つしやれば、それも引き*フけよう- LCO 

家にいるときはいつも 48 本の割木を並 
ベて、そのうぇに寝ていた。理由は阿弥 
陀仏の四十八誓願をつねに忘れないょう 
にしておくためであつたという0 
寝にくいときは、阿弥陀仏が衆屯のた 
め(:幾劫かの苦行を積んだということを 
思い起こした。それに比べれば自分の寝 
苦しさなど、月とスッポンであると考ぇ、 
いつしか眠り(:つくのであった。 


^1, 

一 靜 L 

!，-〇んか^〇 

1 名 K>^ 

き事 


蔵 

寺 

徳 


桂 

宗 

r il 

t 

ともあれ、道宗は村の尊崇を一身(:集 
めることになつた。だが、近く(:住む天 
ムロ宗横谷寺の和尚が、あんなものはニセ 
モノだと考ぇた。道宗が屈み込んで草取 
りをしているところを、後ろから蹴飛ば 
したのである。 

すると、道{示はそのまま突つ伏__>て倒 
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t 庄松、御本尊に向かって「バーア」の図。 
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• 念仏者の系譜 


◎讚岐の庄松(1798?〜1871)。 
讃岐国(香川県)大川郡丹生村土居で農 


業を行っていた。明治4年。73歳て死去。 

「庄松はつね(:縄を編み、あるいは草履 
を作り等致し居て、ふと、阿弥陀仏の御 
慈悲の ことを 思い出すと、所作を 拋ち、 

座上に飛び上がり立ちながら、仏壇の御 
障子を押し開き、御本尊(阿弥陀仏)に 

向かって、日く『、、ハ—アバ 1 ア』」 。 

『庄松ありのままの記』の•節である。 
無学な貧乏人であった庄松は、子供が親 
に甘えるように、御本尊に甘えているの 
である。無邪気というか、純粋無垢とい 
うか、何とも名状しがたい信仰ぶりでは 
あるまいか。 

蒸し暑い夏の日のこと、庄松は出圃か 
ら帰 るな り、仏壇から本尊を持ち出して、 
それを青竹の先(:結びつけて、軒先(:垂 
らし、 そこで 念仏を称えていた。 

それを見た同行(門徒の仲間)が何をし 


讃岐 の庄松 





近世炒好人の 代表。 銳ぃ機智に富む、 
無邪気なる聖者 

図版==『庄松ありのままの記』永田文昌堂刊より 


れこんだが、何とい うこ ともなく、また、 
草取りを続ける。和尚は再び蹴飛ばした0 
だが、同じことであつた。 

和尚はたまりかねて「お前さんは蹴飛 
ばされても怒らないが、どうして だ」と 
聞いた。 

道宗は「前中の払いだ。まだまだあ 
るかも知れん…」 という ばかりであつた。 







ているのかと聞くと、 

「屋(阿弥陀仏)もこれで涼しかろう 
… J と平然と答ぇる庄松であつた。彼に 
は、ほかの妙好人にもいぇることである 
が、世間一般の常識は通用しなかった。 
世間の 目と か、習慣とは^^のない、あ 
りのままの、生一本の時空軸のなか(:生 
きていたのである。 

住職との問答でも崚烈である。「うちの 
御堂の御本尊様は生きてござろうか」と 
住職が聞くと、庄松は、「生きておられる 
とも」 という。 "3 ても、ものをいわれぬで 
はないか」と畳みかけると、「ものを仰せ 
られたら、お前らは一時 もここ (:生きて 
おられぬ ぞ」 と返してくる。 

機鋒が鋭すぎて、住職のかなう相手で 
はないのだ。 

庄松が臨終の床についた。庄松は生涯 
独身であったため、一人で寝ていたが、 
そこへ同行の市蔵が見舞いにやつてきた。 
市蔵は庄松に「同行らと相談したんだが、 
お前が死んだら、墓を建ててやるから、 
あとのことは心配するな よ」 といつた。 

すると、庄松は「おれは石の下(:はお 


らぬぞ」と放口えた。 


◎物種士口兵衛 ( 18 03〜18 8 0 )0 享 

わ せんはくぐんはまでらち*ぅおおあざふなおむら 

和3年、大阪府泉北郡浜寺町大字船尾村 
(場市浜寺船尾町)に生まれる。明治13年' 
77歳で死去。 

妙好人といぇば、一般(:好々 i 叫とし 
たィメージがあるが、物種吉兵衛は気性 
が激しいタィプであつた。 

吋叩 y てょ一番 といぅ ほどの堂々たる 
体軀で、盡の農家であつたが、「死」の 
問題(:煩悶し、田畑を売つてまで i し 
た経歴を持つ。 

ある年の5月のこと。日を決めて蒔い 
た種の上に土を盛りかける「とりこみ」 
というがある。それをしないと、 
その年の^®はひじようにになると 
いわれる。ある村人が「とりこみ」(:行 


儀はもとより、墓なぞも一切不要の镜他 


こうと して、ちようど吉丘ハ衛とばつたり 
出くわした。 

吉兵衛は「お前どこへ行くのか」 

その村人は「とりこみや。これは今やり 
損なつたら取り返しがつかないことにな 
るのでなあ。あなたはどこへ行きなさる」 
「寺詣りに行くのや。これも今やり損な 
ったら万劫も取り返しがつかぬでなあ」 
また、吉兵衛は同行に食べさせるもの 
があれば、何でも心を込めて味がよぃよ 
うにして食べさせたという。 

清次郎という同行にいうには「私がこ 
のよう(:して食べてもらうのは見、栄や伊 
達じやない。これが$に最後やと思う 
と、おいしく食べてもらいたいわや」 
物種吉丘ハ衛はいう。「今日の日はわが牛一 


阿弥陀仏に救われている身なので、葬 


i あつたのである。 



物種吉兵衛 


はげしい気性をもつ変わり種。 
田畑を壳ってまで求道に專心 
写真=『妙好人物種吉兵衛語録』ょり 
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• 念仏者の系譜 


涯 にもう•一®らし直しが できぬ、 また 
とない大事な：であると思うて、味おう 
て暮らしておくれ。朝が昼となり、昼が 
晚となり、片時も同じところ(:じつとし 
ておられぬ。一息一息放り出されている 
の や」 


一期一会と いぅ 言葉があるが、物種吉 
兵衛にあっては、いつも「これが最後」 
といぅ 立場で貫かれていた。 それは 生を 
豊か(:するための極意であり、 そうした 
中を，-7-えて ドさつている阿；^ 仏への報 
謝の表現にほかならなかったのである。 


因幡❼源左 


柳宗悦ら知識人によって 
高く評価された自然法爾の人 


写真提供—願正寺 


◎ i の源左 (184 c 
本名は足利喜 
三郎〇鳥聚 

けたかぐんやまねむら 

気高郡山根村 

(貴4一&崔 

に生まれた。 

蠢は紙竭 

昭和 5 年 89 歳 
で死去。 

の源左 
は、一灯闕の 

とうし1»にしだてん 

灯: i -:. wm 大 


こ0 


香ゃ美術評請豕の柳宗悦などが敬ぃ慕っ 


X 物と^ぅ知はる：っ 
源左は同行と本山(:詣でたことがある。 
同行が土して拝むのを見て、源左は 
「親さんの膝元だげなあ、な(:もそげに 
頭を下げでもぇぇだがのう」 

また、源左は仏壇の iH ' I でよく居眠りを 
していたが、一®が悪いと注意する人(: 
対して「親さんの前だげな、なんともな 

い . 」と超然としたものだつた。 

源左が土砂降りの夕立(:あつて、びし 
よぬれになつて寺(:きたことがあつた。 

願正寺の和上が「爺さん、ようぬれたの 
う」と声をかけると、源左は「有り難う 


4 ^^ 




岭源左自筆名号。 
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ござんす。御院家 さ ん。鼻が下む いとる 
で有り難いぞなあ」 

たしかに鼻の孔は下(:ついているから、 
雨水は入らない。だが、並 i では、考え 
つかない言いょぅである。それが、自然 
の^|^のょぅ(:、ふつと出る。つまり、 
$的ではないのである。自然のまま、 
自然法爾それが妙好人たる源左の特徴 
でもあった0 

の1貝が源左(:「お前は有名な 
人じやで、何か記憶していることがあれ 
ばいぅてくれ。書き留めて おくから」 と 
聞くと、源左は「覚えているものがある 
け、書いときたけりやあ、『南無阿弥陀仏』 
と金日いてごしなはれ」といつた。 

「南無阿弥陀仏」、それは昭和5年2月、 
89歳で死去した源左のすべてであった。 

源左は自身を称して「底下の泥凡夫」と 
いっていたが、泥土から生えきたったも 
のこそ、ほかならぬ蓮華であつた。 

妙好人の妙好とは、白い清浄な蓮華の 
こと。「底下の泥凡夫」は妙好人となり、 
その？は、今も龍郁として漂つている 
のである。 


衝厭 J 巾 

*/> jtl 好人中を好人—された、 
信仰が產んだ念仏の詩人 

1=安楽寺 


写真提供=安楽寺 


◎浅市 (18 5 Q 〜1933)。嘉永 

いわみのくににまぐんおおはまむらおおあざこはま 

3 年' 石見国邇摩郡大浜村大字小浜(島 
根県邇摩郡温泉津町小浜)に生まれる。 
昭和 8 年' 83 歳で死去。 

世界も愚痴でわしも# ig で 

阿弥陀ち愚痴で 

どぅでも助ける愚痴の親さま 

なむあみだぶつ 

わしが阿弥陀(:なるじやない 
阿弥陀の方からわしになる 
なむあみだぶつ 

妙好人が詩をつくつたらどぅなるか。 
才市はその^一^な実例である。才市の詩 
は技巧や彫琢を超えたところ(:ある。自 
然のままであつて、{一義的に農休く、一 


種の妙技としかいいょうのないものだ。 

才市は 58 歳ごろまでは^<エ、その後 
は下駄作りを行つていた。暮らしぶりは 
慎ましく、儲けたお金は、_や_11な 
どの罹災地への M 舞金と して 送つたり、 
本山の西本願寺へ布施をしたという。 

才市が詩をつくり始めたのは、いつご 
ろからだつたのかは判然としない。 

一説(:は、 30 歳で九州の博多(:出稼ぎ 
に行き、「今^ il 」 とも 称せられた高僧、 
七里恒順から直された ことがもと 
(: なつた といわれる。 

詩は木を削る仕事の合間(:鉋クズなど 
に書きつけられた。 それ 以外(:も、散歩 
の$や、仏前での勤めなど、行住坐臥 
の折々に、あたかも滾々と湧き出る泉の 
ょうに、 n を衝いて出た。詩興が浮かぶ 
と、忘れないょう(:、自分の腕や手の甲 
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• ——念仏者の系譜 



f ノー トに書かれた才市の口あい（即興的にうたわれた詩)。 


* 氺氺 

なむあみだぶつなむあみだぶつ 

をも（思）われてをもひとられ(思い摂られ）てなむあみだぶつ 
〇リん十わ（臨終は）ここ二（に）あるなむあみだぶの 

いきのかよい（息の通い）でなむあみだぶつなむあみだぶつ 
〇なんまんだぶなんまんだぶなんまんだぶわ（は）ふしぎ 

なをしひ（お慈悲）め二も（目にも）み魚の（見えぬ）こ袅（声） 
でしらせて 

なんまんだぶなんまんだぶなんまんだぶ 


に も 書いた ことも あつたとい*フ。 

そぅした詩をノートに丹念に遺日する 
ょぅになるのは、大正2年、老境(:入っ 
た64歳以降である。生涯に残したノート 
は loo 冊ほどにものぼる。金日かれた文 
字は、彼独特の当て字や簾のようなも 
のが多く、字面を見れば、文字の読み書 
きが満足(:できなかったように見える。 


そのため、才市は 無学 だつたとか、い 
やそう ではなかつた という 議論がある。 
だが、 そうし； 4羅はこの際、覆ない0 
なぜなら、詩の真実がすべてを語つて 
いるのだから。自分独り用の覚書から出 
発した才市の詩は、きわめて個人的なも 
のでありながら、同時(:普遍的なもの(: 
なつているのである。それゆえ、万人の 


心を打ちつづけてやまないのだ。 

ともあれ、才市が有名(:なつたのは、 
戦後、鈴类拙が内外(:紹介したことが 
大きい。大拙は才市について「実に妙好 
人中の妙好人で ある」 と絶賛している。 

わしのお礼はあなたと話し 
話しすることなむあみだぶつ 
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近弋に生きた詮仏者^1111な|界| 



清沢満之 


親鸞教学に西欧哲学的見地から 
ア プローチした 明治宗門 改革 運動の 旗手 


写真提供=朝日新聞社 


◎清沢満之 (1863 〜 19 Q 3)。 真宗 
大谷派の增初代の真宗大1 干学監(大谷 
大字学長)。著書に『宗 fi 骨』『蠟 
扇記』など。 

維新後、廃仏毀釈の i を経て、ほと 
んど すべての宗門は、信仰を国寧王義体 
制の^一^として自派の維持運営をは 
かつていた。そぅした宗門の状況、なか 
でも自ら属する真{一}^谷派のそれに、異 
議申し立てを行い、—の fi への IBJ 帰 
を強調した精神主義を打ち出すなど、宗 
門_運動の旗手として活躍したのが、 
清沢満之であった。 


清沢が最後に到達した精神主義の地平 
は「(阿弥陀)如来の奴隸となれ。其の他 
のものの奴隸となる こと 勿れ」{明治 36 年 
日記) といぅ ラディ カ リズムそのもので 
あった。だが' その軌跡は一朝一夕にな 
されたものではなかった。 

_期、尾張徳川家の足軽組頭の家に 
生まれた清沢は' 幼少時から神童と謳わ 
れるほど_ であった。明治維新の余波 
で家は逼迫し、 15* があれば、¥願寺 
育英教拷て学べるといぅ話を聞き、 16 歳 
で得度、同校に入¥ る0 
その後、类析：学科に入り、フエノロ 


サから哲#?|~^学ぶ。さら(:^8^大学院を 
卒ぇ'明治 21 年、わずか 26 歳で、本願寺 
が京都府から委託#営していた京都尋常 
中学校の校長に就任した。 まさに エリー 
卜街道まつし ぐらの、 前_々たる 人生 
が開けていた。 

ところが、 i 精神が頭をもたげ、校 
長職を退任。自己の{一一^2自覚の翌を 
目指し、厳格きわまりない禁欲的な修行 
生活を敢行しつつ ' i の研究に没頭し 
た。宗門の勧雲の^^学を無視し、 
西洋哲学的な見地から-) H 的1:アブロー 
チして いつたのである。 

当時の宗門は政争渦巻く魔寅'てぁった。 

じだんせいど そうしきぶ r*i う 

封建時代 そのままの 寺檀制度と葬式仏教 
のぅぇ(:胡座をかき、近代化への_な 
どは ないに等しかつた。 そこへ 原理主義 
的な宗門^運動を起こしたものだから、 
当然、宗門当局と激しく対立した0 
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參——念仏者の系譜 


和清沢;^之(中列中央)と浩々洞の若者たち。明治 33 年真宗大 
学の学監となつたおり' 満之は彼を i う若者たちと共同生活 
を始め、その宿舎を浩々洞と名づけた。 



だが、{示門内の知 
識人に支持を得たも 
のの、全国の門徒(信 
者)からはほとんど相 
手(:されず、いつたん 
運動を退き、紆余曲 
折を経て、 S 足へ行く。 
清沢はそこで「予 

さんぶ*|ょう けんさん 

の三部経」の研鑽に 
没頭する。それは『阿 
含経』『エピクテタス 
語録』『歎異抄』であ 
つた。『浄土三部経』 

*|よう«-|«うしんしよう お 

も『教も『御 
文』もあえてあげな 
いところ(:清沢の面 
目躍如たるものがあ 
る。宗門で第二 IIS 
に見られていた『歎 
異抄』は、清沢満之に 
よって再発見され、 
重視されるようにな 
つたのである。 

清沢満之は肺篇 


のため、明治 36 年、 41 歳の若さで没した 
が、晩年の4年間で 自らの _体の核を 
造り上げていた。 その _体からは、錚々 
たる弟子たち、たとえば、暁§、佐々 

きげつし*う ただかなえ たかみつだいせん かわこだいえい 

木月樵、多田鼎、高光大船、金子大栄、 

そがりょうじん はいしゅっ 

曾我量深などが*^した。 

彼らは、清沢が提示したフォーマット 
を更新させ、発展させて いくこと になる。 
そして結果的に、その運動体の精神が、 
今日の宗門の教学の中 f 担う(:いたっ 
ている。その影響はいまだ衰えていない 
のである。 

清沢満之の精神主義は、一宗派の枠内 
にとどまる ものではなく、宗門の内外に 
反響を及ぼした。 

例をあげれば、{示外における1の再 
評価の動きである。^^は、道元な どと 
並んで日本を代表する {一}^^ 田 心 相^ {豕のひと 
りとして 宗派を超えて研究対象(: なつて 
いるが、世視座に立ってその道をつ 
くったのが清沢であった。それまで墨 
は、対外的には「愚民の宗祖」 として ま 
ともに 扱われる ことなく、 埋もれていた 
のである。 
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备大谷光瑞が建てた二楽荘。奇抜な外観は人々 
を驚かせるには十分であった。 
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光瑞は責任をとり、すべての地位と肩書 
を 辞して 海外放浪の旅に 出る。 結同彼 
が手掛けたものは、すべて中絶。量兒す 
れば、由元の大器であった。1©蘇峰は、 
「天は彼に 凡ゆる 物を与ぇた。ただ •$ 
(: も彼 (: は、 厳師と争友とを恵む ことを 
忘れた。……彼に いかなる 欠点があつた 
としても、 _は彼の長所美点の ために、 
%1どこれ を看過せ しむる に 至つた」と締 
めつている。 



大谷光瑞 

親驚の血脈を引く行動的門主。 

生来の行動力で仏教東漸の経路を踏査 


写真提供=朝日新聞社、甲南学围 


1 - 〇〇 7 rD(}11 


9 4 7) 浄土 


◎大谷光瑞 ( 

首 K 采 f 派第22世門主。中央アジアを 
iwr 終戦を旧満洲の大連で迎え、 
昭和22年引き揚げるが、翌23年死去。古子 
街73歳。 

大谷！^隊を組織して^<アジアを探 
検し、「一代の寵 IH ,儿」ともてはやされた異 
色の門主が、大谷光瑞である。^:アジ 
ア^^は明治 35 年から大正 3 年にかけて 
3 度行われたが、その目的は未知の仏跡 
と経典を探し求めつつ、：^東漸の経路 
を踏査すること(:あつた。 

第1回の鬆のみ簡略に記せば、次の 
ょぅ (:なる。明治35年、 ロンドンを 出発、 
ベルリン、モスクワを経て、-アジア 
に入つた。阿育王の碑を調査したのち、 
鹿野苑、ブッダガヤ、王舎城、®懸山な 
どを_だが、カルカッタで父•光尊 


の死を知らせる電報を受け取り、鋒望帰 
1 T 西本願—22世の法灯を継いだ。 

震とは別(:建築にも凝つた。自ら設 
計した二楽荘は、神戸六甲山(:建てられ 
たが、完成するなり、誰もが驚いた。そ 
れも道理で、ィンドのァクバル大帝の居 
城を模したといぅ突飛な外見をしていた 
からだ。 

光瑞のやることは、すべて大胆不軟て 
あった。思い立ったが吉日、金に糸目を 
つけず、どんな！：難なことでも、不退転 

の一大親で黯、■した。_ 

取り指向が強く、過去を振り返らない。 
それが彼の持ち味であったが、彼が勢い 
込めば込むほど、現実指向の{一•小門人と乖 
離し、その溝は深まるばかりであった。 

そして大正3年、西本願寺：^仃部を卷 
き込む疑獄事件が発中、事態は：変する。 





•—念仏者の系譜 


飞村田屢 

rH 


異安心に問われた近代の大念仏者 


写真彳『村田静照言行録』百華苑刊より 


◎村田静照 (1855 〜1932)。 真 {示 
高田派の增三重雲市|身田町の明覚 
寺住職を務めた。 

明治の念；^のなかでもたぐい稀なる 
異僧が、村田静照である。真宗系の著名な 
i は圧© S に理§豕や思相蒙が多いが、 
それ(:対して村田静照は高声念仏で名を 
なした。博多が生んだ近代の傑僧•七里 
恒順を師匠(:持つ静照は、文字通りの最 
後の大念仏者だった。 

その特徴は、破鐘のょぅな大音声を発 
して 念仏を延 々と 称え続ける ところ(: あ 
る。 一日3 回、朝は 8 時から 12 時、昼は 
2 時から 5 時夜は 8 時から 12 時まで、 
延べ11時間、獅 T 吼咆哮するのである。 

奴、嗔るょぅ(:念仏を称ぇるのは法然のこ 
ろからあつたが、それ (:しても 静照の今心 
仏は 超絶的であった。 


その静照が異安心に問われた ことがあ 
つた。彼が大声で唱導する高声念仏もさ 
ることながら、それ(: 唱和す る43 ^の念 
仏があまり(:喧騒をきわめ、異端視され 
たのである。¢5#のなか(:は「ナーナ I 」 
-ターダー」「ナンナン」「イ—セイ—セ」 
と 称える 者も おり、 とても六字(念 i ) 

に聞こえな いということも あつた。 

また、静照が高声念仏の合間(:思い浮 
かんだ感相心 を話したりする こと も MV ハ 勝と 


みられたようである。 

だが、静照は頓着しない。「念仏は南無 
阿弥陀仏の事。南無阿弥陀仏とは御阿弥 
陀様の事。御阿弥陀様とは我々を助けて 
下さる事。 その 御：？^:報謝に念仏申す事0 
是だけで よろしい な あ……」 

とうてい 異安心が 入りこむ 隙な どない。 
また、こうもいう。 「われわれは這い 児 
でその這い IH ルが道理や理屈を こねまわす 
ことはいらんことで……南無阿弥陀仏」。 
小賢しい 教説は、 すっぽりと切り捨てた。 

晩年' §に村田静照ありという評判 
が高くなつた。車足から講演；^も来る 
ようになつ た。 しかし 静照は「話を聞き 
たければ' わしのところへこい」と自坊 
を離れることはなかつたという。 



柳宗悦 


美学的見地から、他力思想や炒好人を 
研究. lg 介した民芸運動推進者 

写真提供=日本民芸館' 毎日新聞社 


やハ S- むねよし 

◎柳宗悦 (18 


〜1961)。日本民 
芸館創美術評美豕。思相篆。著書 


に『妙好人』『南無阿弥陀仏』などがある。 

「美醜を越ぇたその仏性|:4!-れ、この木 
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會制作中の棟方志 3(1903 〜 197$)。 青森県に 
生まれ、小学校卒業後、家業の鍛冶職を手イ云 
い、裁判所の給仕を勤めるかたわら画家を志 
す。上京後木版画を手がけ、柳宗悦らとの出 
会いにより仏教的世界に開眼。第2次大戦後 
には日本板画院を創立。 1956 年にはベネチア 
ビアンナーレ展で国際版画大賞を受賞。 


ぶりついてきたので 
ある。 

これにはさすがの 
柳も感きわまり、あ 

はばか 

たり If ることなく、 
抱1:1いながら 
したと いラ。 

棟垄心功は、柳宗 
悦と出会ラこと(:よ 
って、「美の一声の信 
徒と なり、 仏_主 
題(:縄文的ともいわ 
れる力強さを加えた、 

ぜんじんみとう 

前人未踏の美的境地 
へと一路 M する。 


阿弥陀如米の四卜八願のぅちの第四願(: 
Itlf るものであった。 

すなわち「もし私が仏となるとき、私 
の国の人たちの形や色が同じでなく好き 
n と醜き者とがあるなら、私は仏(:なり 
ませぬ」 

この誓願(:触発された柳は、上記の「美 
の;,:示」を nr , 導する(:いたつたのである。 
それはとりもなおさず、自身の他力今心仏 


信仰を表明するものであった。 

昭和23年、柳が『美の法門』と題した 
講演を終ぇると、全身を紅潮させた男が、 
柳のもとに駆け寄つてくるなり、抱きつ 
いてきた。 

その男こそ、版画家の棟垄心功であつ 
た。棟方は柳の講演に咸藪のあまり、溢 
れ出る涙をぬぐおぅともせず、「先生、有 
り難いことです . 」といつて、むしや 


然の性を離れて真案の美はない。かく教 
ぇるのが美の宗教である」 

K : 衆の^ •: 活 (: 深く根ざしたところにこ 
そ、^ TI の美の顕现があるとして、はば 
広い：^芸運動を展開した柳宗悦が、その 
著『美の法門』で述べた「美の：宗」の 
宣 H / 文である。 

「美の：宗」は、柳(:ょれば、『浄土：：部 
経』のひとつ、『人無黛寿経』に：.小された 
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仏教の地獄観が浸透していった背景には、 

荒廃と阿鼻叫喚と死臭に満たされて、無数の 
地獄絵と化した現実の生者たちの世界があった。\ 
そこには、間魔大王のような公正なる審判者は存在せ，ず、 
理不尽で救い難い苦しみだけが、人々を襲っていたのである。 


人間の宿業が織りなす現世の地獄模様 


.⑱心どいぅ地獄 























末法とぃぅ地獄 


S 教えといえども永遠ではなく、やがて a '4 びる。仏法者自身によるこの予一___?1、入々は麗のせと皿ねさわせた。0く£は® 
滅のみが待つと確信したとき、^^はいよいよ救いがなく、凄味を帯びて目に映ったのである。 . 

m , 藏 


# 


宗教の 堕落. 

/;€ 々 s 

■寒 


I 




.一^ 

1 






世俗化し腐敗する僧侶 

® 仏法が消滅に向かぅ暗黒の世 

とは、ブッダの開いた仏法の教ぇ 
が1 r しく 滅び去る時期をいぅ。それが具 
体的(:いつの"時"を指すか(:ついては、 
定説はない。 

中！：仏教の影響 F (: あった=本では、 
呢知一の A ': 漱後1〇 〇 〇年間はブッダの教 
ぇが. 止しく 受け継がれ、成道する仏® ']• 











も る 「 11-法」 の時代それ 力ら10 0 
〇年は、形だけを真似た修行が行われる 
が、内実がともなわないため、成道する 


後が、形ばかりの法すら滅びていく「末 
法」時代で、さらに完全な「法減」へと 
続くと理解され、その末法突入は永承 7 
年 ( 1〇 5 2 ) と 考えられていた。 

では、像法、末法の時代には、どんな 
ことが起こる のか。僧侶にかぎって兒て 
いくと、まず像法時代の僧侶(:ついて 
『涅槃経』 はこう 記す。 

「形は戒律を保っているようで、わずか 
に経典も読むが、その実、飲食を貪って 
我が身を養い、袈裟を着てはいるが、獵 
師が迤物を狙い、猫が鼠を捕ろうと様子 
を探っているようなものだ。他人(:対し 
ては『私は悟りを得た』と萵言し、賢人 
や益！1 人を装うが、内心には 貪りと 妬み心 
がうずまいている」(大意) 

末法の僧(: いたる と、堕落はいっそう 
し^^なる。 

「1は(出家の証である刹髪すら行わ 
ず)髮ゃ髭を蒂ぇ、爪を较く伸ばす(欠 



















4 名 


.y-. 





H// 

p. k 


侈•遊興を意味する)。もろもろの教えも 
忘れ去られるが、このとき虚空に人声が 
あって、人地震が地 h を襲い、解脱のた 
めの^論もことごとく消え i ;- るだろう」 
(『人墘経』、なおこの経では末法と いう 
衣视ではなく「闘諍堅！：」という衷视 (: 


以本 なつている) 

古人は、 こうした 経文を、 

0 たんなる比喩や御伽話の類 

^ いとは受け取らなかつた。 

〇 というのも、哫実は、まさ 
ち 

^ しく 経文(:描かれた とおり 
兵 

僧 に推移していたからである。 

の 

寺 

福 (§) 僧の質の低下 

I M 仏教の唯一最大の目的は、 

Hift %) 衆虫済度(:ある。が、 U 本 

て g の仏教の0的は、受容の$ 

® 対 irt # 初から [51 家鎮護 ( H 王 if 

者氓 護)1:置かれており' 奈良、 
•' 使京 

う.-'の東 平安を通じて、仏教は。ハト 

ら、 くげ 

，''か盼 ロンである天皇•公家と密 
白王部 け4ぃ 
天り 界すること(:よつて、^^ 

t よ 

を拡大していつた。 

1^5が力をもち得た理由は、3つあっ 
た。第1は宗^£な権威、第2は豊かな 
布施や驻阛など(:裏づけられた比類のな 
い経済力、第3は！^をもつ多数の有力 
者やで弟の存在がそれである。 

それなりの{豕の出でなけれぼ僧として 


の出世は難しいとはいえ、農民の出でも 
にはなれた。そして、僧(:なれば食 
いつぱぐれはなかった。出産や、©列、 
葬式、日照り、飢饉、戦争などがあるた 
びに、僧には祈禱•占いなどの出番があ 
り、 布施が入る。 おまけ (:彼ら(: は、 租 
税免除の特典があった。 

だからこそ、極貧の境遇に あえぐ 農民 
などド層民は僧侶にあこがれ、出家を切 
望した。 もともとは 厳しい修行期間と国 
家試験を経たぅえでなければ僧侶(:なれ 
ない規則だったものが、東大寺などの大 
寺が続々と造立され、その維持(:多くの 
!が必要になるなどの理由から、規制 
がゆるんだ。 

さら(:9世紀(:いたつて、寺院ごとに 
毎年一定数の者を出家させる制度(年分 
度者の制)が定められると、寺側は好き 
勝手に！^を濫造することが可能(:なつ 
た。そのため、課役から逃れるために勝 
手に髪を落とす農民らが相次ぎ、1の 
質はいよいよ低下した。三善清行(:よる 
と「天下の人民の3分の2は坊主頭だ。 
僧侶はみな#子を蓄え、僧侶なら [I にで 
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上図二餓鬼草紙.,:より部分。（京都国立博物館蔵） 


きない：：-ぐさものを食らい、形は仏§ 
行者でも心は人でなし(:ほかならない」 
といぅ状況が出税していったのである。 

⑩僧兵による強訴と殺戮 

これはまさしく、 経文(: ある像 法木か 
ら木法(:かけての僧の姿そのものだった。 
それを：«きわだたせたのが、僧侶(:よ 
る横紙破りの強诉である。 

光にも述べたよぅ(:、僧には宗教的な 
"権威， と 王侯貴族を もしの ぐ"財力，、 
そして"人脈， があった。 

が、さら(:波らは"武力，までも我が 
ものと した。ド級！^や夺の使川人らで 
組織する「僧兵」がそれである。 

彼らは c 分の寺の鎮守神の神木や神輿 
をその先頭(:ふりかざして 
入洛し、朝廷 
を C ： して，：：：— し 



のヤ !; M を M そぅとした。 

この 強訴は、院政期から南北朝時代の 
問に、実 (I 7 I 数十 InJ も行われたといわれ 
るが、神木を持ち込んでの強訴の初めは 
10 93 年。1ハ福寺の僧兵らが これを 行 
い、神輿をかついでの強訴は、 1095 
年に延暦券が行つたのを初めとする。 

これら僧兵は、宗教的な修行とは何の 
かかわり もない 寺院の^: を守る 用心棒 
であり、ゴロツキであった。 

彼らが行ったのは強訴だけではない。 
しばしば仏門同士で戦い、火を放ち、血 
で血を洗ぅ修羅場を演じ続けた。当時 
n 本仏教の 中枢と L て権勢を誇つていた 
延暦券が、最もラディカルな僧兵の巣窟 
だったのだから、仏教がいかなる状態だ 
つたかはおのず と 察しがつくだろう。 

永久元年 1 113)(: 起こった「永久 
の強訴」の対応(:苦慮した朝廷が、石清 


水八崎：，：：の神に救いを求めた際の祈願の 
宣命には、 こう 述べられ ている。 

「このところ、！^は貪嬰を本として、 
公私の田地を横領したり、上下の財物を 
掠め取つている。……(彼らは)ただ人民 
を滅ぼすだけではなく、同じ仏(:仕ぇる 
者同士で果てしなく戦い合う。(本来行う 
べき)学問を投げ捨てて武器や兵士を蓄 
ぇ、袈袋は脱ぎ捨てられて£月姿。…… 
(出家でありながら)弓矢を友とし、矢を 
射たり石を投じることをもつて朝夕の遊 
びと している。そのために学問の場は戦 
場と化し、修行の場は戦のための陣地に 
なつている」 

これが-^ 末期から中世初頭にかけて 
の僧侶の実態であり、仏教の現実であつ 
た。仏法は、 まさ (:地に堕ち、滅 しよう 
としていた。しかし、地獄はこれだけで 
はなかつた。 


浄土教を知る 
キ—ワ—ド① 


おぅ-じょぅ 

【任生】 


念仏§功徳により、死後に阿弥陀仏の浄土である西方極楽浄土に注き生まれること。浄土教に 
おける究極の目的であ3。もとは、他の仏の浄土もあわせた諸々の浄土に生まれることを指した 
が、阿弥陀浄土信仰の隆盛にともない、西方浄土往生のみを指すよ|つになつた。換言すれば、往 
生すなわち六道の迷いの世界を離れることで あり' 生死を超越した絶対永逮の生を) i 味する。 









の！^!^ . おごる貴族と台頭する武士 


. , 

. 

pf 


• 貴族の欲望の果てにあった浄土 


棉力は—しの栄耀栄華を永遠なものにし 
たいと1!う。これはいつの時代.てもかわ 
.らぬ^:の屯理といっていい。 

陇； g 迫長が n 分の娘を次々と人， M 家!: 
嫁がせたのも、 ( J . が築きあげた.門の繁 
パ木を•小動のもの(:したいという11いから 
だったが、こうした欲望がさらに募ると、 
死後の世界までも^-: fluIM ] 様、あるいはそ 
れ以卜-のもの(:したいと考えはじめる。 

浄 h 恐想が多くの平安 ft 族を魅 f した 
北 nM (: は、こうした動機がまちがいなく 
存在していた。華麗な極楽浄 L は、ごく 
:掘りの f -?;- の栄耀栄華を霊界へ移：ひ 
したものにほかならなかつたのである。 
「この IH : をば我が111:とぞ思う中：：：の 
欠けたる こと も 無しと思えば」 

と歌った道- M が、胸の病(:苦しみ、-し 
の人 1 -:の先 tr き(:•个 w を党え出してから 
阿弥陀 (,( 仰(:のめりこんでいつた動機も、 


ここ (:あつた。 


道•良はその_をフル(:活用して壮麗 
無比な法成夺を造立し、臨終の際(:は仏 
の手と結んだ蓮の糸を握って極楽往屯を 
願いながら冥十へと旅立つていつたが、 
それからわずか 31 年後の康平元年 (lo 
5 8) には、 道長の栄華の象徴 ともいう 
べき法成寺の：切が灰燼に帰した。 

古代 •中 111:人が末法の 始まりと 芩えた 


永承7年(10 5 2)から、ゎずか(:6年 
後のことである。 


⑯武力による政権争いの激化 


祝 IH ; における栄耀栄華は、いつかは消 
ぇ去る。壮大な伽藍も、繁栄を極めた王 
城も、つい(:は•九礫と化す。(:もかかわ 
らず、^^はそれを必死(:押しとどめょ 
うとし、， しだけでも変わらぬ栄華を維持 
しようと >D を#く。 

とりわけ、•人， M 公家という M 的な 
勢力(:、新た(:台頭し始めた武家、ぉょ 


び、武力と財力を誇 

の維持とさらなる拡大を画策する仏 
教勢力が拮抗した院政期以降、 f 内部 
での覇権争いは陰湿•熾烈を極めた。 

院政期は、通常、臼河上皇が院と 
実権を握った1086年から、平家が滅 
亡 一 >た 118 5年までを指すとされる 

この間(:、骨肉あいはむ王家の内紛、 
保元•平治の乱が相次ぃで勃発。崇徳 L 
皇が譜岐 (: 流され、$と源氏も2派に 
分かれて合戦し、息子が父や弟の首をは 
ねるといつ た地獄 絵 M がいたると ころで 
展開された。 

鳥羽上皇の死を契機と して 起こったこ 
の内紛を、『愚*_』は！'烏羽院失せさ 
せ給て後、 U 本 W の乩逆ということは起 
こりて 後、むさ(武者)の111*(: なりけ る 
なり」 と嘆いたが、 その 武者のう ち、； 1取 
初(:•■権を握った：平豕も源氏に倒されて 
滅亡、の中心は、猫の目のょうにめ 
まぐるし く変わつていつた。これらのこ 


r 


















中国浄土五祖のひとり道綽が、釈尊の教え 
を2つに分類したラちのひとつ。往生浄土門 
•他力門ともい5。阿弥陀仏の本願を信じて 
すがり、極楽浄土に生まれ、浄土にて悟りを 
得よ-っとする教えと実践のこと。浄土教の依って立つ原理である。この世で難行を積み、自 
力で悟りを得ようとする「聖道門.1(天台宗•真言宗•華厳宗•禅宗など)と対比される。 


とが、院政期 loo 年の問 
に、次から次へと起こって 
いったのである。 

びわほうし あい C* う お 

18莛巴法師が哀調を®びた 
調 T - で「諸行無常の響きぁ 
り」と謡ぅ『£豕物語』の 
栄 if は、けっして文学 
の世界の話ではない。それ 
はだれもが目の当たり(:し 
ている現実であつた。 

藤原道長が阿弥陀浄 h へ 
の往生を願って彼岸へと旅 
立ってぃったょぅに、源平 
の合戦で敗れた无豕：門は、 

なむあみだぶつ 

「南無阿弥陀仏」と記され 
た無数の旗印ととも(:、壇 
ノ浦 (: 沈んでいつた。その 
なか(:は、8歳の安徳天皇 


や:;位の lb (清盛未亡人)、建礼門院(安 
徳天皇 t 母)の姿もあった。 

死(:臨んで K 弥陀の茲戀にょる往牛•を 
願った平氏や、保元•平治の乱の敗者、 
その他、存名無名の亡者たちは、はたし 
て往生したのだろうか。 

人々はそうは考えなかつた。これら亡 
者は、その無念を晴らすため(:地獄の鬼 
神の眷属となり、あの世から地 h (: 干渉 

してくる-人々はそう相^^し、怨霊の 

脅威(:うち震えた。 

人殺しをなりわいとする武者が実権を 
握る現実は、鬼が炎の剣や槍で罪人を責 
めさいなむ地獄の姿と重なった。度重な 
る都の炎 h も、地獄の業火と変わらなか 
った。地獄と现世は地続き(:なった。 

かくして、末法の闇は、ますます深ま 
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徘徊する鬼神. 


災厄と結びつ < 亡者 


#怨霊になつた崇徳上皇 

鬼は、もともと都を徘徊していた。桓 


武天皇以来の平安京と怨霊•鬼神は、切 

つても切れない _(: あつた。 

なかでも、古代から中世(:かけて最も 






恐れられたのが、ハ父 
ある 鳥羽上皇と終生憎 
みあい、上皇の死後の 
権力争い•保元の乱で • 

譜岐に流された崇徳 L 
皇の怨霊であった。 

生前、崇徳は都への帰還を切望してい 
た。亡き父•鳥羽上皇の菩提を弔うため 
に、， J の血で書き写した五部人乗経(華 
厳•大集•般若•法華•涅槃経)を都の 
寺に納めょうと したのも、そうした望郷 
の念の表れであった。 

が、朝廷は崇徳の願いを退ける。讃岐 
に流されて9年目の長寛2年(116 4)、 
崇徳は時の朝廷を憎悪しながら、 46 年の 
短い生涯を終ぇた。 

「もはや往生は願わない。五部人乗経を 
3年がかりで血書して得た功力を地獄. 
f •畜生の三悪道(:投げ込み、その力 
で、我は：！：本国の人魔縁(:なって遺恨を 
晴らしてくれょう。身分の卜卜をひっく 
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りかえしてみせよう」——『保.•几物語』 源氏の猛将.源為朝、そして天台や真言 -切の锥辞が W をことごとく兄捨てれば、 
や『源還衰記』などの中世文学は' こ の高僧がずらりと居並び' 「天下をいか 王がいか1;八叉73を発しても従う者はなく、 
のときの崇徳の無念•怨念を、このよう に乱すかの評定を行っている」と' 『太 常(:隣国からの侵略(:あうであろう。火 
に描写している。 平記』作者は述べる。 と風雨と水の災いが人々を襲い、親族緑 
祟徳が実際にそう考えたのかどうかは、 离末期から中世(:かけての人々の想 者は骨肉の争いを演じあうだろう。王は 
ここでは問題ではない。問題は、当時の 像力の中では、現世は、常(:こうした魔 ほどなく重病(:陥り' 寿命は短い。死ん 
人々がそう理解する以外ないほど(:混迷 縁の干渉にさらされていた。 でも成仏することはなく、彼は大地獄に 
の度を深めていた現実のほう(:あった。 そこにあるのは救いがたい混迷であり、 生まれ変わるだろう。他の王族' 高官、 
f 内部は醜い権謀術数と嫉妬と疑心 戦争、旱鸣飢餓、火災などの天災•人 武人とて同じ運命である……」(『人集経』 
のとりことなり、世情は新興勢力で 災の北1仗には、常(:この世をまるごと悪 ^3 
ある武家の台頭(:よって騒然として、現 趣1:投げ込もうとしている_の影があ 日本で古くから読みつがれてきた仏教 
世は、あたかも地獄 -f •畜生の三悪 った。 経典には、末法の様がこう描かれている。 
道に投げ込まれたかのような様相を n 王し 「[51土が乱れるときは、まず鬼神が乱れ そして、時は、まさに末法。 IJi 実の相は、 
ていたのである。 る。也神が乱れるがゆえに、万民が乱れ 経文と寸分も異ならないと、心ある修行 

る。賊がやってきて国を脅かし、人 K は 僧や一部知識人の目には映った。 

逃亡し' 王侯貴族、百官は互いに争いあ かくして末法衆生救済のための新仏教 
うだろう」(『仁王経』) ——法然•親鸞の浄土教、 H 蓮の法#示 
「(末法では)国に3つの災いが起こる。 などの f 新仏教が生まれ、それらが燎 
一は飢饉、二は兵乱' 三1:疫病である。 原の火のように日本を席巻しはじめる。 

梁」(:まで出世する。 

その子分には、権 
力争い(:巻き込まれ、 

あるいは加担して憤 
死した代々の皇族、 


に翻弄される現世 

『保元物語』で「大魔緑」に連なったも 
のと 相攘された崇徳は、『太平記』(:お 
いては、 さら(:すさまじい 「悪魔王の棟 


_ い ぎょぅどぅ _ 易行とは、仏をひたすら信じ、頼り切つて悟りを目指す修行を指す。誰でも安易に行え 
浄土教を知る ■ 義 るのでこの名があり、海上の航行にたとえられる。|方の雞|^は陸上の歩行にたとえら 
キ—ヮ j ド⑧ , ノイ^/— れ、自力での悟9 で 目指す苦しい修行 だ。 ^: i の祖といわれるィンドの 僧•龍 i が DI :: えた 
^ ^ 分類法で、後の他力と自力、浄土 p ^ と聖道ぼの分類につながつた。 








法然と末法意識. 


@念仏にすべてを託した源信 

數き2年？ 00 6)、か紙111!撕⑽に「： 
十五：•：味会」といぅ名の、舒妙な"死の 
結社，が結成された。 

每月15口に集まって「浄ヒの業」すな 
わち念仏.:5•味を ff い、だれかが臨終の時 
を迎えたら、 •!»] がその人物の 念仏を助 
けて、 極楽往中 させる。また、あの111:(: 


入った者は、夢でも、幻でも、！ , J ' il :' 夢で 
もよいから、， 11 分が往^-:したなら「往4: 
した」、地獄 • f •畜中道に堕ちたの 

なら「喷ちた」と fc える-。 

これが結社の nr 的であり、約§であ 

った。 

彼らの願いは、もちろん往生の：事に 
あった。この瞅ぅべき现此から抜け出す 
こと以 h (: 価値あることはなく、^世で， 


己の内部の闇に絶望 

の牛•は、ただ、往生して死ぬためだけ(: 
存在した。 

このメンバー ( :は、 > k::l 時を代表する V - 
識豊かな！^や、花山法皇のょぅな京族 
などが加わつていたが、その中(:『往生 
'1』の^:、恵心僧都.源信 <9 4 2 
〜_^017年)がいた。結社の指導原理 
は、 まさしく この『往牛：8!^』だつたの 
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同童日は、人間が迷いに迷って転生をく 
りかぇす輪廻世界、とりわけ地獄の壮絶 
な描写で知られる。 

源信にとつて、人間界は、「不浄」と 
「苦」と「無常」の世界以外のなにもの 
でもなかった。人の一生は、ゆるやかな 
死への道行き(:ほかならず、しかも死ん 
だからといって輪廻から解放されるわけ 
ではなかった。 

ブッダは、この輪廻世界から抜け出る 
法を説いたが、人々の心がさまざまな煩 
悩と罪悪にまみれ、心身と もに 悟りを得 
るための孝賢が劣悪(:なる「濁世奔」 
(末法)(:なると、いか(:徹底して戒律 
を守り、厳しい修行(:明け暮れても、 そ 
れで成道できる といぅ 保証はまったくな 
'0 . 

こぅした 時代にあって救いの可能性が 
あるのは、唯一、念仏あるのみ——、と 
源信は唱え、「二十五三昧会」(:参画し 
たのである。 

® 戦乱の世を背景とした自己洞察 

『往生！ W 』 は、以後の i •知識人(: 


絶大な影響を与えた中でも最人の影響 
は、法然 (11 33 〜 1212 年)に与 
えたそれであつた。 

法然はこの書(:ょって、末法を見据え、 
さらに 己を見据える方向へと歩を進めた。 

世間からは「知恵第一の法然房」と称 
えられても、 心(:は少しの安心もない。 
あらゆる 面で劣悪な素質し かもち 得ない 
末法の世に生を享けた自分(:は、自力で 
• 学び、自力で修 して 解脱す ることな どと 
ぅてい 不可能だとい ぅこと を、法然は、 
『往生！ M 』、 およびその 導きにょつ て出 
会った『観無量寿経疏』(中国浄土宗の大 
成者•■導の晝にょって忽然と悟った。 

たりき い r こうせんじ e ねんぶつ じょうど 

ここに、絶対他力、一向専修念仏の浄土 
門が開けるのである。 

ここで われわれは、法然が、先の章で 
触れた保元•平治の乱と同時代を生き、 
さら|;2豕の台頭と滅亡から、源氏にょ 
る變暴府の成立までの未曾有の混迷期 
を生き抜いた人物 だということ を意識し 
ておく必要がある。 

法然に深く f していた九条兼実が、 
しばしば「わが国滅亡の時至れるか」 



「物騒乱 
11の至り」 

「仏法、 

滅尽し了わ 
る . p I と Z - 
の日記み 
i 』 で嘆： 

いたよう;- 
法意識は、 

代の意識 Z - 
であった。 

，比叡山田 
そうした抓 
で感じて I -. 

人の鴨長明が観照的 • S 的(:末法の無 
常を とらえた のに対し、法然は、 

いう時代に生まれ合わせた「罪悪深重の 
凡夫」としての 己を リアルに 直視す ると 
いう方向で、信仰を深めてい 
若き日の法然 (: は、叡山の学匠にも 
_的な奈良仏教の学匠 ( :も 
では一歩 も 引けを とらな 
があったが、いか(:学問を積み：-,/ 
ころで、屯死を離れ、安心立命を得た 


たとえばこれも同時代 


ぅ自負 、 C 
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という11守は少しも滿たされない。心は 
常(:蟹のょう(:飢ぇ、不安と焦燥(:駆 
り立てられている-0 

この、いわば"心の地獄//で踏み惑っ 
ている自分を T - 細に見つめ直したとき、 
法然は、自力で悟りを得ょうとあがき、 
ときには慢心し、 それと JJ 50, づかずに罪悪 
を犯して恥じない末法衆生の境遇を、骨 
身(:徹して悟った。 

® 自力を捨てて他力に開眼 

幾多の経論は、「末法では、人は自力 
で解脱などで きない。 劣悪な素質しかも 
ちえない末法衆生が' いかにあがいたと 
ころで、往生•解脱にいたらない」と述 
ベている。 

現に 40 年もひたすら生死の境を離れょ 
うとして 修行と学問を重ねてきた自分に 
しても、 一念一念の中に巣くう妄念•煩 


fix の. M 力ら!) Id 匈することもてきす ( : vl ~ l . ti ^ 
し続けているではないか——〇 

この哀れ^^法衆生を浄土に掬い上げ 
ると 誓って、 それを 成し遂げた仏は、阿 
弥陀仏以外(:はない。 

阿弥陀に全託する以外、生死を離れて 
往生する道は ない の だと 法然が頓 悟した 
とき、絶対他力、無条件で阿弥陀を信じ 
切ること(: よって成り立つ日本の浄土門 
が開かれた。 

「魔界と いう ものは、衆生をたぶらかす 
ものだ。自力で往生し ようとす る心の■隙 
(: 魔が忍び寄る。念仏の行者は、己が罪 
悪(:まみれ、輪廻から逃れられない凡夫 
(罪悪生死の凡夫)だと〇覚しているか 
ら、自分が、 という 心がない。ただ、弥 
陀の願力(:乗せてもらつて往生し ようと 
いう 願いがあるばかりで、魔緑(: まとわ 
りつかれることはない」{『西方 S 31 鈔』 




.Y 




浄土教を知る 
キ I ワ I ド④ 


おん りえ ど i 

【厭離穢土 


現世を苦界(穢土)とし、そこから厭い離: n ようとす:€>こと。/欣求浄土」(理想的な 
安楽世界で龙る浄土々願い求めること)と対になる。源信は『往生要集，の中で、地 
獄•餓鬼•畜生•阿修羅•人•天の六道について、それぞれの苦しみを描き、どれも 
が不浄であると説いた。それを正しく認識することが、浄土への第ーステップとなる。 






こぅして法然は、浄土門以外の、すべ 
ての宗派を否定する(:いたる。 

IH; 間も墮地獄、心も堕地獄。ならば仏 
門(:入って修行すれば救われるかといえ 
ば、そこ(:もすで(:兒てきたょぅ(:、餓 
鬼界と何ら選ぶところはない。 C 力(:賴 
っているかぎり、人は六道を輪迥して中 
死をくりかえしつつ、完全な lil : 界の破滅 
の時を迎えるしかないといぅのが、法然 


親鸞と宿業. 


⑩師•法然との気質の相違 

法然は末法を内面化し、「罪悪深策の 
凡夫」といぅ心の地獄を兒掘ぇることに 
ょって、•気に他力•途の信の世界(:入 
つていき、弟-' f の親鸞は、この罪！：観を、 
さら(:極限まで推し進め、そこを突き抜 
けること ( :よつて、—しの借仰 ill -界を確^ 
した。 

親鸞，：：：#が、自分はただ法然の教えを 


の考ぇであった。 

像法10 0 0年の後の未法1•力年。さ 
ら (: •切の法が滅び去る法滅尽の時代が 
10 0年で、そこで tt ; 界は壊滅する。 

が、法然は、法滅尽の loo 年の間も、 
唯•『無姓寿経』すなわち念仏の法門の 
みは滅尽せずに残ると説く (『選択集』)。 

「経道が滅 M 、 する時(:及んでも、我は慈 
悲哀愍をもって、ただこの『無量寿経』 
のみを、法滅尽 loo 年の間、世間(:止 


下図 H 地獄草紙』ょり部分。(奈良国立博物館蔵} 

め置く」-〇 

『無量寿経』(:説かれた釈迦のこの言葉 
を真実絶対の予言として、法然は受け入 
れた。 

弥陀の觀にょらなぃかぎり、人隆 
は「っねにしずみ、っねに，して、 

出離の緑あることなし」。自力では^^ 
何事もなし得ないといぅ、この深く徹底 
した法然の絶望感が、新たな信の道を押 
し開かせた。親鸞が、それを受け継ぐ。 


業の深さに対する覚悟と受容 


二 


守り伝えているのみだと述べているよぅ 
に、：肉者の M 仰は、その人筋(:おいて— 
分違わない。 

が、—」を Ltt 视するといぅ•点において、 
親鸞ははるかに深いレベル(:まで突き進 
んだよぅ(:、われわれには思われる。 

この^はどこからくるの か。 

名^『法然と親鸞の f , i 仰』の中で、八尸" 
は、！：^のキヤラクターの違いを 
次の よう (:巧みに^い表している。 


「法然は(略)性格も清涼(:して順直で 
あり、 これを 親®(:比較する時は、生ま 
れながらの徳のそなわつた恵まれた人で 
あつたと思われる。その性格の MM (: し 
て、涼しく、安らかな智恵に満ちた m 満 
無碍と いぅ 感じでは 恐らく：：： 本の あら ゆ 
る：... , 1僧の中で法然の右 (:出る 者は あるま 
い。 (略)親鸞は：牛資しく、 Hi ; に知ら 
れず、心情も障り多く、 その 信仰、思想 
も円満と い ラより、徹底驀直であつて、 










"4 「人遣不;美女 
の死体が腐敗する過程 
を描き、人間の不浄さ 
を示している。（『六道 
絵』聖衆来迎寺蔵） 



浄土教を知る 
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—せんじゆね4.ぶつ— 

【専修念仏 J 


£ 

:. 1 ,- . 


他のいっさいの行を捨てて' 念仏のみを；！！えること。ただ専修ともい う。 専修とは、 
様々な行をまじえて修める雑修に対する言葉で、'£正行を修める意味にも使 I つ。また、 
五正行とは' 阿弥陀仏のみに対する行で' 読誦•観絮 • 1狰 . 称名•謝の 5 種 
である。法然はその中から、ただひとつ称名(念仏)を選びとったのだった。 











れが彼の「清涼でなく、煩いと暗さとを 
含んだ」個性となつて現れたのでぁる。 

#自分の忌わしい心性を自覚 

r . i ] じく心といぅ地獄を直視するといつ 
ても、屯死を重ねてくる間(:積もり(:積 
もつた is * は、人(:ょつて異なる。 

親鸞の場八：：、自身のつくりなしてきた 
{ i の重みは決定的でぁり、法然が自分 
のことを愚痴の凡夫といぅのと、愚痴の 
度合ぃが違ってぃた。罪悪.煩«で凝り 
一:まつた{囊にまみれている心のありよ 

うを、親鸞は蠢に「蛇蜗」と呼んだ。 


生まれながら(:罪を犯す業を背負って 
きた者は、業に引かれて罪のほうへと歩 
まざるをえない。仕事、環^人 間_ 治、 
心のもちようなどが、みな業に引かれて、 
そちらへ と向かつてし まう。 

ところがそうしたをもたない者は、 
その罪とは無縁のまま、生涯を終えるこ 
とができるのだ。 

親鸞は、自身の中(:あるこの at _ 
を直視した。自分(:噓をつかず、あ^ 
りの ままに 受け入れようと肚をくく 一# 
った。 〆 
世間一般でぃう— \ 

とは、自分を偽り、人を 
偽って、この醜い自己をじよ 
うずに覆い隠し、あるいは居直 
って恥じない者を いう。 これ 
は現今の IES と何ら変わり 
がな ぃ。 J 
しかし、親鸞はそうはしめ 
なかった。彼は i を自分の？ 
つたものとして受け人れた。その说'^ 
人の表れが、 3 度(:もわたるといわれる 
結婚、妻帯である0 


_性を带びている。その境遇も行持も 
法然のよう(:清涼でなく、煩いと暗さと 
を含んでいる」 

迫害など悲惨な体験を経てきたとはい 
ぇ、法然の^-:涯は弥陀の手の h (: あり、 
法 tt -に くるまれた よラなまどかな と、 J ろ 
があった。 

それはにして、涼しく、安らか 
な？ V 患(:満ちた I ' J 満無碍」な法然の忠ま 
れた人柄がおのずと招き寄せた果報であ 
つたが、親鸞の場八 II は、そうした果報(: 
つながるような善業のもち八：：わせは n 分 
(: はないという厳しい自覚があつた。そ 











• 地獄の章 


P 92の図= 1 地獄草紙..；より部分。（奈良国立博物館蔵) 


• 汚泥に咲いた純白なる信心 

親鸞が終^-:敬仰し続けた法然は、 _ T - 
をもつことはなかった。が、師は親鸞に、 
「一人では念仏できないというのなら、 
妻帯して念仏申しなさい。僧では念仏で 
きないというなら、俗の まま 八 r 心仏申せば 
よく、 俗ではできないというのなら僧(: 
なって念仏申せばよい」 

と 教え、親鸞は、それ(:従つた。 とい 
うより、 fflj えても抑えても鎌-'/- rl をもたげ 
てくる愛欲の炎が自分の中(:存在すると 
いう 事^を認め、 H をそむける ことなく 
受け入れたのである。 

しかし、^- T - をもてばもつた C 夫と 
して、親としての煩悩•苦悩が新た(:1-: 
じてくる。 

•説(:よれば、：•取初の^ とは 越後(:流 
罪された ときに 別れ、第：：の^ とは 死別 
し、第：一：の恵信尼を得てようやく親鸞の 
結婚^-:活は落ち着い 
た 力 しかしあちこ 
ち(:残した f どもた 
ちや別れた^の貧 g 、 


良になる tfuA.I する 、 CV ; 招をたばかり、 
裏切る， M 子との対立•縁切りなど、親鸞 
は終生、：'取も人間臭い煩悩から解放され 
ることはなかつたという。 

仏教では、 しばしば 法を泥中の蓮(:た 
とえる。たしか(: 親鸞の弥陀への信仰は、 
いかなる蓮より清浄無垢(:は違いなかつ 
たが、同時に片足を突っ込んでいる现実 
は、いかなる蓮沼の泥に もまして 、暗く 
濁り切つ ている と思わざる をえ なかつた。 
それがの现実であり、生きる という 
ことの実態であつた。 

何事も宿縁にまかせるしかない。あえ 
て ^しもうと いうのではない。宿縁 (:よ 
つて、業の報い(:よつて苦しまざるを得 
なぃよぅな境遇が現れ、愛欲の炎が沸き 
あがるのだ。 

それから目をそむけても、抑圧しても、 
frl ではない。これら業の報いは、直視 
する以外にない。 


ただ、どのょうな中活をしょうとも、 
信心(:は：点の穢れも曇りもない。なぜ 
なら弥陀を信じる心は、自分のものでは 
なく、弥陀のほうから悩み多^^生に回 
向し、与えて くれた ものだからだ。 

親鸞の信は、凡夫•親鸞雙の信では 
ない。それは弥陀の信なのだ—— こうし 
て、親鸞の信仰は研ぎ澄まされていった。 

末法や地獄は、奈良•平安の時代(:は、 
心の外にあつた。ほとんどの宗§は、 
それを CTJ の内面の 問題として受けとめ 
る 姿勢をもたなかった。それを成し遂げ 
たのは法然であり、さらに^^を えぐる 
ほどの徹底した調子でそれを行ったのが 
親鸞だった。 

しかし、この浄土門は、 H 本仏教の信 
仰に新たな地平を切り開くと同時(:、別 
の問題を日本の精神文化の中に植えつけ 
る役割も果たした。それを次項で見てい 
^こと (:する。 


浄土教を知る 
キ I ワ I ド{^} 


【称名】 


作菩漂名 ff : i ，^ で、それにょり災難を避けられると W ゎれた。あ起では特に' 陬 
弥观仏の名号(南無阿弥陀仏)を口で称える行為を指す。撕谷念似は、出右につながる Di ;'—:« l 上 
の行とされる。念仏の意味は本来、仏を思い浮かべることで、称名念仏はそのひとつにすぎなか 
ったが、浄土教で「念仏即称名」とい！っ解釈が固まって以来、念仏といえば称名念仏になった。 




現世とぃぅ地獄 

ただひたすらに弥陀の名を称え、心静かに往生のときを待つ。それが信者の理想ではなかつたろうか。しかし、51酷な現実は、彼 


らを血みどろの闘争に向かわせた。肥大した^ R か、すがるべき念仏の本質をねじ曲げた後に、救済は S にあつたのか。 



一向一揆の勃発 . . 武装蜂起した門徒たち 

•圧政に対す—の開始 tllir 商 i 者 v ;(: r I 地 ic 加ぇ、質流 S 土地まで 

は座が中まれて経済！が活発化し、市 集めて巨大荘園領主として君臨していた。 
im 町から戦 W にか it ての15〜161||:紀は が立ち、流通機構も整いはじめたこの時 しかし大寺の財源は' それだけではな 
「.揆の時代」と呼ばれる。 期、緙済の屮心は k 八 H ssr が握ってい かった。彼らは、寄進された米践(祠堂 
i 揆は、まず膨れ h がった累や、借 たが、その h liui をはねる立場にあったの § を審や is Jl に ft ドし、「£.李 苹 
金のカタ!:取られた k 地の返還などを求 が、延一?寺や^^、あるいは室町®府と 利60%ごないし「六文子(年利72%)」と 
めて、農3、-^ボ、武卜、馬沿1送業 結んで栄華を誇っていた禅寺などの h : 人 いうとてつもない暴利で貸し付けて、銭 
者)らが、 k 倉(金融業者)、 ffi 屋などを -.' fK である。 を貪った。そうして Mit た金の一部を、 
襲う k . 揆{徳政：挨)から始まった。 寺 K は、税金逃れのために農； a から寄 。ハトロンである幕府•责，則|:」納して 













會石山戦争の軍旗。「進者往生極楽、退者无（無）間地獄」書され 
ている。門徒はこのスローガンの下に捨て身で戦った。（長善寺蔵） 
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P .94 の図=『餓鬼草紙.！より部分。（東京国立博物館蔵) 



會江戸時代に描かれた一!^—揆の図。みの笠を着け、農具をもつなど、江戸姓一揆と同じよ 
えられていて、実際とは異なる。中世は村ごとに武器を備え、武装して一揆に臨んだ。（『画本信長記』 




巧みに保身をはかる：方民衆 

ぶつぼうそう じひ 

には仏法僧の尊さと仏の兹態の 


広大さを説きつつ、自らは悲惨— 
な現実から目を背けて、ひ^_ 

たすら類な暮らしに繼 

してぃたので t 。 

それゆぇ、 i •寺院は 
一体となつて 土一揆鎮 > | / 
圧に動いたが、口奎 

-、政治：鐘^^^!. 

だった室町蠢の力では、—一 
探の圧力を防ぐ ことは かなわず、一揆 
衆は、各地で勝利を収める ことに 成功 
していた。この一揆勢力の中 '，;； Y 
心が、本願裏団(一向宗 )/4 

の門徒になつている場合の 一^^ 

揆 のこと を、一向5 と 呼ぶ。 


㊃ 一向宗の勝利とその犠牲 

一向一揆は、寛正 6年(1465)の折 
江の一向一揆に始まる。 

当時、念仏の教ぇは上は皇族•公家か 
ら、武士、土豪、農民、下は被差別的境 
遇(:置かれていた最下層の民衆(:まで広 









• 地獄の章 


がっていたが、本願寺の門徒は数の L で 
は最も劣勢だつた。そこに登場してくる 
のが本願寺8世の蓮如である。 

彼の精力的な布教にょり、京都東山大 
谷を本拠と する 本願寺派は大いに_を 
伸ばした。しかし、いつの時代ても出る 
杭は打たれる。まず本願寺にかみついた 
のは延暦寺であった。 

同寺西塔の僧らは「本願寺は三宝誹謗 
の邪道を広めている。あれは仏敵 •： SS 
だ」という 名目のもと、本願寺を^ し 


て破壊した。これに対抗して立つたのが 
近江•堅田の門徒らで、これが最初の一 
向衆の蜂起である。 

以後、応仁の大乱以後、 16 世紀末まで、 
日本各地に一向一揆の嵐が吹き荒れる。 

浄土門の教ぇには、地上に浄土をつく 
りあげるといつた 思想は存在し ない。 

が、一向一揆は、結果と して、 一種の 
地上天国、すなわち門徒だけの国づくり 
運動と して機能し、それに 対抗する あら 
ゆる f と 対決。加賀 のように、 一向宗 


が一 W を loo 年問支配するょぅな人勝 
利まで手中にした。 

けれども、 本願寺を絶対支配者と する 
門徒の宗教王国も、民衆にとつては、新 
たな地獄で しかな かつた。屍を野 山 (: さ 
らすのはいつの場合も門徒であり、蓄ぇ 
を1 される のも門徒であつた。 

彼らは往生をカタに、自身の生死の権 
利まで 法主に握られた。—思想は、差 
別と結びつき、別種の地獄 . f 道が出 
来して いつたの である。 


宿業と堕地獄 


⑱ゆがめられた因 i 報の思想 

{1 といぅ思想は、法然•親鸞以前か 
らあつた。しかし、それが民衆に深く浸 
透していったのは、浄土門が広がって以 
降といわれる。 

悪い ことを すれば地獄や f 道に堕ち 
ると、仏教は説く。因 i 報である。こ 
の考ぇ方に立つなら、現世の悲惨な境遇 


利用され変質した念仏 
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R 96 の図二『地獄草紙.，より部分。（東京国立博物館蔵） 







R 99 の図二地獄草紙より部分。（東京国立博物館蔵） 


舍疫病の蔓延を描いた図。家の屋根には疫病をもたらす鬼がいる。家の前には様々な呪い道具が並ぶ。現 
実に、数多くの天災•人災が人々を苦しめた。（『春日権現霊験記』模本より、東京国立博物館蔵） 



も、すべて前世の報いということになり、 
農民が現世で飢餓•貧困に苦しむのも、 
農民よりいつそう悲惨な境遇(: ある 被差 
別民が、現世という生き地獄の中で苦し 
まなければならないのも、すべては己が 
責任、身から出た靖という結論(:なる。 

支配者にとつて、 これほどつ ごうの よ 
い考え方はない。 あらゆる 社会悪 や 矛盾 
をす ベて個人の責任(: してしまい、 自分 
はそれらから目を背けることができるか 
らである。 

こうした Mf 思想は、必然的に差別と 
も結びついた。 

たとえば中世の定形句に、「現世には 
山かたいの身となり、来世には無間大地 
獄に堕ち」という表現がある。 

「山かたい」とはハンセン病のことで、 
こうした @ 5 fl ( :かかるのは前世の悪業の 
報いであり、来世では堕地獄(:つながる 
§丸だという考えがそこ(:は表現されて 
いるが、 こうした 考えから、特定の響！^ 
の者を集落から遠ざけ、 ある 種の職業の 
者を集落から排除するなどの差別が盛ん 
に行われるよう(:なつた。これが { M 観 
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のもつ' Illk も^人な問題であった。 

浄土門の_の拡大は、この1、お 
よびそれと連動している堕地獄(:対する 
恐れの深まりと並行して進む。 

業の恐ろしさに打ち震え、何としても 
悪因縁から抜け出したいと願ぅ民衆に対 
し、阿坪陀こそ、いかなる罪悪深重の凡 
夫でも救ってくれる唯一の仏なのだと教 
えられれば、彼らは飛びつく。 

実際、念仏は、「禁裏は悉く以て念仏 
なり」 と興福寺火乗院門跡の尋尊が書 
ているよぅに、 上は没落(:脅え る 皇族 
公家から、 死と 背 i 口わせの武家、町衆、 
下は農民、1民に いたるまでのあら ゆ 
る階層に、不安、絶望、恐怖などの 
テ イヴな感情を 媒介として広ま 

⑩変質していく念仏の信仰 


ひとたび弥陀に帰依する 
陀に見捨てられたら 
おしまいだという新 
たな恐怖が、 そこ(: 
生まれる。この心理 
を巧みについて、浄 


八逢は弥 


L 門の仍仍の新たな支配が^-:まれてくる。 

$、往生は、弥陀が与ぇてくれた信 
心(:よつ て、？^ と一対一で向き合い、 
念仏に全託する ところ(:こそ 成立し、 そ 
れ以外のいかなる条件も要素も存在しな 
かつた。法然も親鸞も、 そう 主張し続け 
たし、 それゆえ(:こそ 親驚は、 とも (: 弥 


陀 (: 従う念仏者を「同朋•同行の人 


ては扱わなか 


念仏者はすべて平等であ 


の弟广たちは、弥陀と念 


仏者の間に割り込み、あたかも往屯の媒 


介者のよう(:振舞い出した 


たとえば 真{示 仏 光寺派では 


系！：と呼ばれる名簿に名を登録したもの 
だけが往生できると唱えて、門徒から金 
を貪つた。蓮如はこれ. 

劾したが、その本願裏団も、後述する 


ょぅな道を歩んだのである。 

法然や親鸞(:おいては、魂の解放であ 
り、法悦の源泉であった念仏は、中世に 
いたつて変質した。 

それは堕地獄に対する不安や恐怖から 
の逃避と結びつき、また他宗(:対する排 
他意識や、差別意識、あるいは選民意識 


結びつ 


れら抑圧され、屈折した 


悲惨な髮に 


対する憤敏と重なり合 


挨のエネルギーに結実した 


門徒は弥陀への信仰を貫 


現実には 


今や 生き仏となつた 法主 


たと兒て 


浄土教を知る 
キ I ワ I ド⑦ 


【来迎】 


念仏行者の臨終の際' 阿弥陀仏が死者を迎えにやつてきて、極楽浄土へ連れてい y こと。阿弥 
陀也四十八願のうち、第十九願に記されている。つき従うの！！、脇士と呼ばれる観音•勢至の二 
菩薩や'25人の菩薩たちなど。浄土宗では、行者の枕元に聖衆来迎図を掛け、臨終儀式を行ラと 
されている。一方、浄土真宗の場合は臨終来迎を必要としない。浄土宗では「らいこ-つ」と呼ぶ。 









































一揆、 夢と現実. 


私兵化しつつ浄土を求めた門徒 


⑩本願寺教団の王国 

「外面では霊魂の救済が あることを 民衆 
に説きながら、仏 S 5 S たちの大部分はそ 
の胸中で、来世は無く、万物はこの世限 
りで 終わるものと決め、 そぅ 信じている。 

(略)彼らは日本人の心の中(:深く入り 
込み、傾倒され ている ので、全諸国には 
多数の有する立派な#^が造営さ 
れ、日本人は多額の布施や封禄を—(: 
与えるので、彼らの数は 果てしなく 増加 
し、彼らは日$の最良の_ なり 土地 
を所有し、はなはだ強大なを獲得す 

るに 至つ た」 

これはィエズス会宣^^ヴアリニヤー 
ノの、 15 83 年の報告童日の一節で ある0 
ここで 彼は特定の宗派の名を挙げてはい 
ないが、これが とりわけ 本願#^団を意 
識 して 書かれて いる ことは、報告書の前 
後の脈絡から間違いない。 

親鸞の跡を継いだ本願寺は、15〜16世 


紀にかけて異様(:膨張したが、その際、 
最も天才的な能力を発揮したのが、8代 
法主•蓮如であった。 

蓮如は、21端の信者組織である寄合 
や講が道場に、道場は各地の末寺に、末 
寺は本願寺に帰属し'法主が絶対者とし 
て全門徒の上に君臨するといぅピラミツ 
ド形の組織をつくりあげた。 

これによつて、金も物品も人も、すべ 
てが本願寺に »口 してくるシステムが完 
成され、ヴアリニヤ^ —ノが童日いているよ 

ぅに、本願寺は、「はなはだ強大な_ 
を擭得するに至つた」のである。 

信仰によつて結ばれ、しかもみごとに 
組織化された一向衆徒は、一揆(:おいて 
は非常な強みを発揮した。 

長享2年 1 4 8 8)、 13 万ないし20万 
人の加賀の門徒は、古 i 城を取り囲んで 
守護.吉糧政親を自害させ、日^^上初 
の「百姓/持タル国」を現出させた。 

これによつて加賀一国は、本願寺法主 


の「法王国」となり、以後、新た4寸護 
は任命され ることなく、 に よる 通達 
などは、すべて本願寺を通して一揆側(: 
伝えられるようになつた。 

宗教的権威と現実の権力が一体化した 
宗教王国が、一向一揆(:よって、初めて 
出現したのである。 

⑱信長との熾烈な戦い 

ただし、この法王国は蓮如の意志から 
出たものではない。蓮如は門徒に対し、 
たびた^#^ •守護ら(:従うよう指不を 
出しており、現実生活では_が定めた 
法(「王法」)を本とし、その上で他力の 
「仏法」を堅く蓄えるよう指示していた- 
彼(:は、劈と戦う意志はなかった。 

けれども、社会の底辺で圧し潰されそ 
うな 暮らしを余儀なくされて いる 門徒に 
とっては、一揆は、生き延びるための最 
後の手段であり、また、命をかけた弥陀 
への®^の証でもあつた。ここ(:ド層の 













リ部分。(奈良国立博物館 M 


門徒と新たに権門化していった本願寺と 
の、当初からの乖離があった。 

結果として、本願寺は、組織化されハ 
門徒を利用する方向(:動いた。門徒は全 
土を カ パー する 武力であり、労働 
力であり、財力そのものであった。ジ 
彼らを巧みに支配することで、本願# 
は常に政治的(:有利(:立ち回ることがデ 
きたから、 支配は ょり 巧妙化した。す/, • 
わち法主の絶対化がそれである。 

門徒たちには、万一、本願寺から破門 
されれば、一 も 二 もな く地獄に堕ちると 
いう観念が植ぇつけられた。すなわち浄 
土往生の独占権を、法主が握った。 

こうした精神的 t 縛(:加ぇて、門徒 
には、 さら (:社会的な束縛もあつた。万 
I 、組織から抜けょうとすれば、その者 








t 血判阿弥陀如来像。. : «表に門徒約120人 
の連署血判がある。蓮如へ忠誠を誓ったもの。 
(写真=『小学館日本大百科全書』、浄顕寺蔵) 


は共同体から完全(:見捨 
てられ、社会的に抹殺さ 
れる といぅ 厳しい 現実が 
あった。 

かくして門徒は、本願 
寺の私兵と化し、一国を 
転覆させるほどの武力を 
握つている本願寺の威勢 
は、戦国にいたるとさら 
に強大化した。 

こぅした 宗教的権威(: 
徹底した戦闘を挑んだの 
が、織田信長である。 

本願寺と信長の戦いは 
陰惨を極めた。旧 g - R の 
象徴である比叡山を 焼き 
打ちして以降、天下布武 
を 目指す 信長に とつて 最 
大の障害は、独自の§ 
と武力、財力を一手に握 
る本願寺であり、打倒. 
本願寺は天下統一の絶対 
条件であった。 

それゆえ信長は、一切 


の妥協を排して一向宗徒の i をはかり、 
石山本願寺も、ついには「餘•信長」 
打倒に立ち上がった。 

退けば往生と いう*一: は失われ、前進 
すれば、往生が保証される——「進むは 
往生極楽、退くは無間地獄」 というスロ 
—ガンのもと、一揆衆は殺されても殺さ 
れても立ち上がり、数十万と いう 屍の 山 
を築いて、"法王の"教ぇ(:殉じた。 

信長と本願寺の最終戦争である石山戦 
争は、天正8年(1580)、本願寺と信 
長の和睦(:ょって終結する。あとには職 
大な死骸の山だけが残った。 

一向一揆は、現実に圧し潰されかかっ 
た門徒の見た夢であった。彼らは法王国 
の向こう(:浄土を据ぇる こと(: ょつ て、 
現実に挑もうとした。が、本願寺が見て 
いた夢は、はるか(:世俗的•現実的なも 
のであった。両者の夢は、同床異夢でし 

> > つ* 10 

力4力'' た 

蓮如が執抛に主張していた王法と仏法 
の調和は、史上最も巧み(:宗教の去 » s (: 
成功した徳川{晨の代になって、現実の 
ものとなる-。 
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「火の焼くは、これ焼くに 35 らず。荦絮すなわも、これ焼くなり」 —— 罪人を前にして、間魔はいぅ。 

Sgg の^<は、自らがつくったカルマ(業)1-ょって燃える。この？ M から、 i は： S まる。 
i ^ HSHU に ■ in に fe った閻魔 { ヤマ)が司る死者の [ SI を、：^は地 IR に移し変えた。 

が、^際には，亡再が.6しめき6ぅ間^;庁は、われわれの現に生活しているこの世界にほかならない。 









庁】 人は死ぬと、まず冥土の王庁で生前犯した罪の裁きを受け、 

1 ▲ 1 ▲ElnvIf>^fw>. その程度に応 


盅刖の義商春 


じて、專< i: 

?wf-4^t \ : ふさゎしぃ苦 

tv-L 界に堕ちて いくと 信じられた。冥土の裁判官として最 
1 L も有名なのは馨禁で、彼はもとバラ 
№1]沖の^^♦甲をモン S 神ャマ(人類最初の死者)でぁ 
. rl 二 E つたが、仏教运り込まれて後は、歡 
る S 王とも、 ii 界の王とも' また叢！！一の心 
身とも称せられ、さかんに贤咖•崇亂された。十 
王中では死後 35 日目の裁きを担当する閻魔王庁の主_に配されている。 
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f 付属地獄のひとつ「髪火流/{地獄,紙ょり、東京国立博物館蔵} 
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八大地獄 
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皮 wti 真つ 赤に焼け爛れて、 ベら•へ.らとめ くれ fe. かり. :3 - r * 
五体は分 断され、捣かれ、こねられ、ミ、<チばされケ。 i ,- 
地底に広' かる炎と極寒の： 世界 v / '• ^ 


生戰 A のれがつくりだした菱必の一々.か*形と，なっ■て自 . t を? ffii ぅ。 •■.''知..','^ 
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【八大地獄】その❶ 


鬼と業火か罪人をさいな i ; 地獄の諸相 


閻魔王庁での裁きが終わり、罪ありと定まつた者は、その罪 
の軽重に応じて、自分にふさわしい地獄に堕ちていく。「因果 
応報」の思想である。地獄の説は必ずしも一定してはいないが、 
古来、最も多く語られ、信じられてきたのは八熱(八大)•八 


寒.孤地獄である。このぅち、八熱(八大)地獄は地獄の中の 
地獄で、それぞれ 16 の付属の地獄(「増」と訳す)をもつ。八寒 
は火炎(熱)地獄に対する寒冷地獄。おもしろいのは孤地獄で、 
これは地上に散見する地獄のごとき土地などをいぅ。 
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114 〜 115 の図版す ベて ゾ北野天神縁起絵巻』より部分。（北野天満宮觐 























.1^ 

ちらゅ条命は、ぅたかたの形 t つ。〉二^. 一——1.."^^^^ 
形は、現れては iri 、^ 泊 X ては税れて、とど— j とを知らない。 
6つの形がちる。いわく、天{神)、.羅、 

らくしよう がき じごく もうじや きじ A 

ガ也はこの6つの形の輪の中を、永遠に輪姻す6。 

ブツダは、そこから抜け出す法を说いた。 
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一-地獄•極楽絵巻 


【六道輪廻】 


衆生が流転1ハ3世界 


仏教宇宙論では、あらゆる生き物は悟りを開かないかぎり、 
永遠に6つの世界 G ハ道)を輪廻して回る。先に見た地獄は、 
この 六道の中でも最も悲惨な境涯で、その対極に神々の住む天 
界がある。 そこは 人間から見れば夢の楽園の ように 思われるが、 


ここにも寿命はあり、苦しみや絶望は存在する。たとえば閻魔 
王は天界.夜摩天を支配するが、日々悦楽に耽りながらも、昼 
夜3時に溶けた銅を P 中に注がれる。苦からの完全な解脱は、 
仏の世界に入る以外ないといぅのが仏教の立場なのである。 


〇 


天道； 


(てんどぅ)インド土着の 

神や、高級神1 i などの住む境 

涯で、人間界にはない歓楽、 

神秘的能力、生殖法(天道に住む神には精液が 

ない)、11神の平安、偉大な体軀と長大な寿命な 

どを享受できる。天道には、物質性を残す欲天 

•禅天と' 物質性から解放された世界があそが、 

いずれち仏の世界から見ると絶対平安の境地で 

はないとされる。 


ovl I (にんどぅ)人間界を, A 道 

、首、とぃぅ。天道の住人ゃ歡 i 

\ /^道の住人、あるい •« 測獄の鬼 
神などと比較しても、人間は能力•果報におい 
て劣つているが' 反面、よく造作する点、最も 
修行が行いやすい点、および仏陀がこの世界に 
現れる点で、他の道に勝つている(これを「三 
事」とい一つ)。なお、仏教における人間界は四洲 
に分かれる(次項参照)。 


❸ 


阿修羅道 


(あしゆらど 
ぅ) 境涯と 
しては人間よ 

り低いが' 神に等しい超越した能力を誇る鬼神 
の I 種で、「非天」と訳される。住みかは須弥山 
周辺の海中。日食•月食を起こし、また、常に 
帝釈天と戦って倦む-3とが.^い。瞋(憎悪と怒 
り) •慢(慢心)•癡(愚痴)の三因によって 
この世界に生まれるとされる。 


畜生道一 


01 I I (ちくしょぅどぅ) 

m f 騰 • _& •きん」 iTs /“ぅ 

禽獣魚虫や空想上の動 

: 物などがここに含まれ 

る。「傍生」ともい-つ。他の5道のいたるところ 

に生存するが、本所は海中とされ、そこから陸 

や空に広がつたと説明されているのはおもしろ 

い，(俱舎論し。生前、悪業(悪い業因)を適り、 

愚癡の多い人生を送つたものが、畜生道に堕ち 

るとされる。&迦もこの段階を経ている。 


❺餓鬼道： 


(がきどぅ) 餓鬼の 
鬼は死者(亡者)を意 
味する。住居ははるか 
地底の閻灑王の支配領域。餓鬼道に住む亡者の 
すべてが飢えているわけではなく、徳のある亡 

者はけっこぅ楽しぃ生活を送 ! !0、ときには地上 

にも遊ぶが、多くは飢えても應が針のよラに細 

<て食べられず、あるいは糞尿や膿しか食えな 

いなど、悲惨な境遇に苦しむ。 


❻ 


地獄道； 


(じごくどぅ) この 
世界については、すで 
に前項で見てキ J たとお| 
り。悪因の5ちでも殺生など、とくに罪の重い 
もの、また、仏法僧に対する罪を犯したものな| 
どが堕ちる(したがつてたいがいの僧侶がここ 
に堕ちると、昔からいわれてきた)。なお、六道 
の5ち、天•人•阿修羅道を「善道」、畜生.餓 
鬼•地獄道を「悪道」と大別することもある。 















きわめて思*; SV 謹好き'たつたィンド人は、 
f の発や構造についても、さかんに考えを巡らせた。 
そうして SI み出された世界モデルを須弥山という。 

の 外周山に取り囲1れて虚空に浮かぶ須弥山世界が 
10 簾まつて、 ょうやく 一人の仏が担当す る 一蓄になる。 
この 壮大な：^ 1 H 3 内を*室は輪廻して回 るのだという。 



- cc w>nf>5 .遍 

於妙.高山輿ホ ' 二十^句周趨唯-上とこ 
金山|45-\^^'^^^!\>^\.^し^と、 
肩 il ^' 德海.外%铁闼山，周^如板其間鹹淹也 VJ 3 洲在 
:づ - ^山-- £-' ポ1兩®^金. lfffi >: II 西頰祗 
冬一王冰其宝色欢；.，於 - s ;-^ 南 M 宝似翁璃色€三 «•]' 空唯*1妙 
高^へ1由旬水際 ^ f im 人 ^ t 萬®如 W 
??把ヂ方 476 '有.'- 1 ’了一天；中一 s % f 見^周薦由句帝叙'所、 










































【須弥山宇宙】 

多層構造を成す 

無限！仏教宇宙 

六道輪廻の世界を空間的に表すと、須弥 oit r 界になる。これは、須弥 
山という空想上の超高山を中心とした仏教流の世界モデルだが、注意し 
ていただきたいのは、これが全宇宙ではないという こと だ。一須弥山世 
界は「一 小 世界」と呼ばれる。これが千 集まる と「中千世界」、中千世界 
が千 集まつ て「大千世界」 となり、ここまできてょうやく、 一人の 仏陀 
が教化する" 小" 宇宙となるのである。ちなみに、われわれはおおむね 
一 小 世界内を輪廻するが、 ときに 別の世界に も転生 するという——。 


IIV (てん)六道輪廻の天道に 
当たる。膨大な神々が、階層 
•ごとに住み分けている。まず 
須弥山中腹には四天王の住む「四天王 
天」があり、須弥山頂上には「三十三 
天」(ここの主神が帝釈天インドラ)が 
広がる。この上からは空中の天で' 順 
に「及摩天」(主神•閻魔)、「兜率天(覩 
史多天)」(弥勒が下生のときまで待機し 
ている)、「楽変化天/「他化自在天」(第 
六天魔王がいる)と続く。 

以上の6天は愛欲から解放されてい 
ないので「欲天」とい-つ。この上に愛 


須弥山 

(しゅみせん) 

須弥山世界の中心が須弥 
山という四角い山で、高さ 
約 56 万キロメ—トル。全山、 
金•銀•瑠璃•玻璃ででき 
た宝の山である。日月は、 
この山の中腹あたり.の空中 
を運行する。中腹に四天王 
天、山頂に三十三天が住み、 
中腹以下は神の眷属の夜叉 


•須弥山概念因 . 「 I 小世界」すなわち「|須弥山世界」は一| 

空に浮かんでいる。まず、最下層に円盤状の風輪がある。風輪の上に 
は水輪、その上に金輪が重なつており、これが世界の土台になる。こ 
の金輪の上に展開されている、須弥山および7つの山脈と日つの海、 
4つの島、世界を取り巻く鉄でできた円形の山(鉄囲 Lu ^ )、および須弥 
山上空の世界(神および日月の領域)が、狭義の須弥山世界になる。 


!7一 I (しだいしゅぅ) 

7 X 一--！^!^ 須弥山ぉょび7山 

E ーンム◊脈からなる中央部を 
取り囲んで海が広がり、その海中に4つの 
島が浮かぶ。ここが人間の住む世界 ( Mis ) 
で、東にある島を儺身洲、西を牛貨洲、北 
を倶盧洲、南を贍部洲と呼ぶ。われわれ人 


地^ 


(じごく)地獄は、 
古くは世界の果ての 
日月の光もささない 
山間にあるとか、須弥山世界の外に 
あるとかいわれていたが、『俱舎論. 
では贍部洲の地底に置キ J 、 以後、こ 
れがポピユラ—な説となつた。天界 





















t 『镇森 = Si 耘笨』。 ( S 奇作、龍谷大学図書館蔵) 
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—— 地獄•極楽絵巻 


欲から離れた4つの禅天が重なるが、 

I 小世界 ( I 須弥山世界)という場合 
には、四禅天の|つちの最初の初禅天以 
上は含まない。以上が狭義の天である。 


同様、地獄も層状になっており、最 
下層の阿鼻地獄を基底として、順次、| 
八大地獄が積み重なる構造になって 
いる。 
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地獄•極楽絵巻 


1 地獄極楽図屏風』。(金戒光明寺蔵) 



I 2 S 






1^* (ぅみ)仏教 

>--# では、翻の教 

えは小さな船、 
大乗の教えは大吉な船と 
いうように、救いを乗せ 
る法門をしばしば船にた 
とえる。ここに描かれた 
船は大乗の船で、あらゆ 
る困難•障 f の海を乗り 
越えて、衆生を浄土へと 
運んでくれる。船には' 
阿弥陀如来と観音•勢至 
が乗る。その導きがあれ 
ば、海の怪物を恐れる必 
要は少しもない。 


極楽 


(ごくらく) 小乗仏教を代表する論文である」倶舎論に極楽の記載がないことから 
もわかるよ-つに、地獄に対する極楽とい一つ思想は、先の六道や須弥山世界の思想より新 
しく、後の大乗仏教の中で発展した。中でも最大の極楽が、阿弥陀如来の跟茂瘢紫薪セ 
である。この楽土は、西方へ十万億仏国土すぎたところにあるとされ、阿弥陀仏、および阿弥陀につか 
える観音•勢至両菩薩を中心とした絢爛たる至福の世界を形づくつている。 



(しやば)狭義の裟婆は、われ 
-われの住む世界を指すが、広義の 
- 裟婆は前項で述べた大千世界をい 
ぅ。「恐怖を有する国:±」「雑然たる集まり」の意味 
とされる。穢土•苦界の義である。 





,/1 


^ 


【極楽浄土へ】 


大海に隔てられた 

光の、 楽土 


難しい理屈も、実行困難な修行もいらない。ただ阿弥陀妣來に 
おのれをまかせ切り、ひたすら「南無阿弥陀仏」と念仏を称えれ 
ば、たとえ殺生の大罪を犯したょうな極悪人でも、六道輪廻の世 
界から脱して弥陀の浄土に転生して いける—— 。 

浄土門の師祖たちは、こう教えた。 このと きから、広大無孤の 
仏の慈悲という決まり文句が、絵 S 乖ではなくなつた。中世の MJ 
に、仏の光がさしこんだ。 
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>126 〜 127 の図版すベて、 11 地獄極楽図屏風』より部分。（金戒光明寺蔵) 
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安楽にねらしている！^1-教えられ 61 V もなく， 
ili 衆にとつての^^ a 、« 界にほかならなかつた • 
を^ v れば、この, v . : しみ'たけの現 , J ; から出て、 
，卜•力位 ilfi^b の： i // ; -: l /»^ 斯^: f :^ からの 

■ ■-.■> . ::- -プ、 ：： •: .:#. P 

阿弥陀 1 A - のお迎えを^ることが V . き-%—。.、 ^ k . 


人々はそのときを^ときに J : i 死^え願つた。 

きらび.やかな来迎図は、一重された讓絵 V 35 る。 


f 



4:;|啲||十五菩薩来迎図/(知恩院蔵 ) 





— 


【阿弥陀仏の来迎】 


pi 




五' fe の雲に乗った阿弥陀仏が、人の臨終の際に、 H 十五菩薩を引き連れて迎ぇにくると 
いう華麗な来迎幻想は、死後もなお現世の i を絶持したいという貴族や、現世では得ら 
れなかった至福の時を得たいと願う民衆の魂を魅了した。彼らは、死に！!んで忽似を槪ぇ、 
図像の阿弥陀の芋とおのれの手を糸で結んだ。来迎を待つ者を、親*2は「いまだ信心を得 
ぬもの1—と否定する。宗教的にはそのとおりであつたろラ。が、人は夢を見たげ ^^。 i 


、らいごぅ' 
，らいこラ、 


来迎 (： 

て2 浄土に往 

生したいというあ <なき願 
いが生み出した来迎図は、 
•往生要集」の源信から始ま 
つたとされる。.無量寿経』 
によれば' 出家して菩薩行 
を実践し、なおかつ阿弥陀 
浄土への往生を念願する者 
のみ、死に偏んで阿弥陀の 
来迎を得て蓮華の中に化生 
することができると説かれ' 
それ以外は、たとえ往生し 
ても50□年は会うことも 
説法を聞くこともできない。| 


一十五菩薩 


(にじゆうごぼさつ) 


※阿弥陀如来とともに来迎する菩薩(聖衆)は以下の通り。 

か人ぜおん，だ V せ V し やくおう やく u-i-l ふげん U うじ Vj いおう ししく «. らこ 

観世音…大勢至…薬王…薬上…普賢…法自在王…獅子吼…陀羅 

こくうぞう ほうぞう とくぞう こんぞう こ A - ごうぞう さんかいえ こう At うおう t ごん 

虚空蔵…宝蔵…徳蔵…金蔵…金剛蔵…山海慧…光明王…華厳… 

IL2U うおう が r こうおう に r しょうおう さんまいおう lrt - 1 じざいおう だいじざいおう !/• やくぞう h う 

衆宝王…月光王…日照王…三昧王…定自在王…大自在王…白象王： 

だいいとく むへんしん US うおう L- よう • 一よ -I 

大威徳…無辺身(十往生経) 









> iij 越阿弥陀図』。(金戒光明寺蔵) 



ぶ ： §;r 

* v ;._ 香.'-3 ' ’'や 



山あいか -.6 顔をのぞかせ 
る阿弥陀如来の図像を「山 
越阿弥陀」とい一つ。これも 
来迎のヴアリエ—シヨンで、 
やはり源信に始まるとされ 
ている。深層心理的には、 
山と山の間は生と死の境界 
となる。臨終の迎えとして 
h は、まさに最適のシチユエ 
.‘ シヨンである。 


^% ノ 

■• T -' f ‘ふ 来迎図などで必ず阿弥陀 
/，焱 に従つている二菩薩は' 大 

山越阿弥陀と 


一菩薩 


やまごえあみだと) 
にぼさつ 一 


慈大悲を表す観音菩薩と、 
知恵を表す大勢至菩薩(こ 
れを「脇士(脇侍)」という)‘ 
で、阿弥陀とあわせて「三 
尊」とい|つ。この二菩薩は' 
いずれも阿弥陀土の未来 
仏で、阿^陀が入滅した後 
は観音が仏陀となつて仏国 
土を継‘ぎ、観音入滅後は大 
勢至が仏陀となつて仏国土 
を教化教導すると説かれて 
いる(無量寿経)。 













極楽曼茶羅 

<u ゃく かんぎ がく かな 

花が降り、や孔崔が歓5¥の歌を歌い、天人は楽を葵 v る0 

«>りと«>らゆる ^ ii て V きた世界、満ち溢れる％^怠だけの人々 I 〇 

極楽のィメ—ジは、な、ゼ、かくも通俗的•て g なのか。 

極楽曼荼羅はわれわれにこの問いをつきつける。 

極楽は"外，にあるのか、：^は"外"に«>るのか----。 


和『当麻曼荼羅図(貞享本)/(當麻寺蔵) 
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極桌の構造 

たいままんだら かんむりょうじゅ Sj う えと 

当麻曼荼羅は三辺に『観無量寿経』の絵解 
芒が配され、中央に阿弥陀三尊を中心とした 
宝楼閣の景観が描かれる。図は細部に至るま 
で、 浄土観想に対応す％うに構成されており、 
たとえば宝池の水は七宝よりなり、黄金の溝 
には60億の蓮華があり、流れる水は法を説く 
•…といラよ5に観想していくのである。 





【極楽曼荼羅】 


※その世界は、金銀、宝石や1•霊樹、咲き 
乱れる花と香りと、^®の音楽と光に満たされた 
至福の楽園として描かれているが、_の浄土は、 
仏の教えを親しく受けることができて、 より 一層 
修行が進む といぅと ころにあつた。それが、 とも 
すれば往生だけが眼目 
の信仰へ と S してい 
つたところに、日本的 
浄土一^の特色があり、 
これが浄土門の強みと 
も、日 K - K の弱点ともな 

つていつたのである。 


浄土は阿弥陀仏の西 -^——^- 

藍 ii セだけではな 

い。最も古くから唱ぇ ^ ^^― n 
られていた浄土は、阿 ^ 

し* くぶっとぅほぅ*ょぅ* f 段/ ^ ，段 

閲仏の si 国で、 

:! 11 1 !« 

は一人もいない。人々 宝(三 
は愛欲から離れて悠々 

零 ㈣ 

W >ら咖飯•献起 • の一 ilIf も存在しなぃとぃぅ。 

ほかにも、聖徳太子が信仰し、往生を願った天 
寿国、薬師仏の f 浄墙®3、観音の補陀落山な 
ど数多くの浄土があるが、中でも最も広く信仰さ 
れたのが阿弥陀の西方極壽土なのである。^ 


























この世に穢れを感じ絶望した者は、来世に清らかな理想境を夢想する0 

ごくらく' あみだ f 

その願いが/極楽〃を生み、剛弥阶仏といぅ仏を生んた。 . 

極楽への生まれ変わりを願ぅ、民衆にょる念仏の合唱は、 

j tlrr ょ V 七 c 1 

やがて往生の決定を感謝する、阿弥陀仏への讃歌に変わった。 

#: •つ V 、家'ぎ.''%- 

Y 浄土思想の深化と発展は、ついに穢れた現世に極楽浄土を 現出させる 







木の立早 ？* 1 

時代を超えて心に響< 念仏安心の思想 


⑯阿弥陀仏ど極楽 • 


•⑯来迎思想と極楽. 



F , UV 

#.UM 


•# 自然法爾ど極楽 























阿弥陀仏と極楽 


ごくらくおうじょう 


ィンドで発生した「死後の理想境」のイマジ - rf — シヨンが、尤乗^^と M ひついたとき 、 I 救済する！生の 
よ£。 ® 思想の i から阿！仏の誕生、そしてそ ttt ) に託された**を挨証する。 . 



仏教と西方浄土 


万民救済の「易行道」思想 




® 極楽の由来と発生 

西へ^"西へ —— 、西へ 
遥か(:西へ^〇 

無限を思わせる十万億土の西の彼方に、 
「極楽浄土」は燦然と光り輝くという。 
「極楽 1 -.は、サンスクリット語の「スカ 
—ヴア I テイー」の訳で' 快楽を極め' 
苦悩がまつたくないことを意味する。 


仏教に限らず' ほとんどの宗教、信仰 
は' この種の"死後の理想境.を説く。 
キリスト教に おける 「エデンの 園」 も、 

へブラィ語の「楽しみを極めた地」から 
来て いるといぅ。 国 や 民族を問わず、現 
世で悩み苦しんだ一般の人々 にと つて、 
，'死後の理想境'ての救済と安穏は、絶 
対(:必要なものなのだろう。 

ただし「極楽」の由来と成立について 


は、諸説があって定かではない。 

浄土思想の根本経典の成立が、西北ィ 
ン ドと 見られることから、密接に交流が 
あった西方地域の信仰が組み入れられた 
とする流れがひとつ。ィラン1€1§での信 
仰から、エジプト神話、ギリシア神話、 
さらには 「エデンの園」を直接の起源と 
する学説まである。遥か西の果て(:存在 
するといぅ地域的特色は、こぅした西の 


136 











扒仰(:根ざして いると 説明する。 ヴィシユヌ神話などの古代神話が原型だ かについては「生命の^^てある太陽が、 
もぅひとつは、ィンドの内部に発生を とする 説と、仏教の原始経典から発展し 東から昇り西に沈むことから生み出され 
求める流れ。ヤマ神話、ヴァルナ神話、 たとする説に分かれる。なぜ、西方なの たのではないか」といぅ推測がある。 









ノ人ナ >>1 又龍勝卜名，得 $ 

又外道五-^馀 4'- アリ 
_K--lf-l 5 v 


コレが夺一 
大 f 論十'二 A 

論.ヲ忾ル是ヲ三論卜云ス馬鳴大±ノ浄 
l - tgz フ弘葉ニテ-®首 IJ キリ d 

峰寤樹。 2 世紀半ばから 3 世紀半ばの、南ィンドの僧 
空の思想を説いた、大乗諸教の祖。 

しかし、決定的*^証に成功したもの * 
はなく、 八「麦 も、 あまり 期待で きそうに 香 
はない。 

仏教学の立場では詳細た-^討にも価値 " 
があるだろうが、一応、西北ィンドでの .」 
大乗仏教を思想の基盤として、民衆レべ 
ルでの：® i | S と共感を#®して生み出され の 
た"死後の理想境"の具体像と理解して 
おいて大きな間違いはないだろう。 借 

⑩仏教世界観の中の浄土 

注 

「極楽」が、人間が持つ{ I 叩的な無意識 


によって創造された概念であるの 
に対し、「浄土」は' 大乗仏教が 
震した世界観から成立している。 

悟りを開いた仏の力によって完 
成した仏国土、もしくは悟りを開 
くために菩薩が修行を重ねる「浄 
められた聖域」を意味する。仏が 
主人の場合は、菩薩であったとき 
に立てた誓願が完成したことによ 
_ り出現したもので、悟りを得たい 
僧。 と願う多くの存在を広く迎えると 
される。この地(:往生したものは 
菩薩となり、将来、仏となるべく修行を 
重ねるのである。 

一般に「浄土」というと「極楽」が結 
びつきやすいが、大乗仏教の多仏思想か 
らはさまざまな 「浄土」が生まれている。 

東西南北四账十方の世界(:諸仏の無数 
の「浄土」が存在すると考えるのである。 

たとえば、東方には、薬師仏の浄瑠璃 
世界と' 阿 E 仏の妙直優界が開かれてお 
り、 lli 音菩薩の補陀落山、弥勒菩薩の兜 
率天も、やはり「浄土」なのである。 

こうした聖域は' 大乗仏教の一般的な 


〈九品仏〉 

『i 無量寿経』では' 九品往生を説いている。九 
品往生とは、人間の機根(修行の能力•素質)に 
より、9 種類の往生が あると いぅ もの。9 種類の 
阿弥陀が 9 種類の印相をもって来迎するといわれ 
るが、印相の違いに定説はない。ここに紹介する 
のは、東京都世田谷区、浄真寺の九品仏で^る。 
その印相は、上品に定印、中品に説法印' 下品に 
来趣印が用いられ、それぞれに、上生•中生•下 


生のヴアリエ—シヨンがある。 



「1界」 

する迷いの世界で、最下から、地獄界、 
t 界、畜生界、阿 i 界、人間界、天 
界の順。上の四界は悟りの世界で' 下か 
ら、声聞界'縁覚界、菩薩界、仏界とな 
つている。悟りの世界は、輪廻すること 
なく、"永遠の安住，が約束されている。 
キリスト教の説く「天国」の性格1:も 


♦上品上生 

















• —— 


似ている印象を受けるが、浄土思想は究 
極的(:は"永遠の安住"を否定するとい 
う特性を持つ。そうした"永遠の安住々 
は、仮の救いであるという。大乗仏教の 
根本思想である「利他行」を、あくまで 
も実践していくならば"自分だけが悟り 
の世界(:永遠に安住する"のはおかしい 
のではないかというのである。 

浄土思想という言葉からは、短絡的な 
「極楽世界」へのだけを思い浮かべ 
がちだが' 思想的な構造と変遷は決して 
単純ではない。浄土思想の布教を拱って 
きた高僧たち、そして、それを受容した 
一般民衆の側も、試行錯誤を含め、さま 
ざまな認識 i で「極楽浄土」を見つめ 
続けてきたのである。 

#易行道の登場と浄土思想の発展 

ナーガ—ルジユナ。西暦2〜3世紀の 

ィンドに生き、漢訳で ® T si、S 

ともいう。この人物 _ 

こそ、大乗仏教を大 

成させた意義深い存 浄土教を知る 
在であり、すべての キ—ワ I ド〇 


宗派が偉大な祖として崇拝している。 

浄土思想の原点も、# e 『け住毘婆沙 
論』の中の仏^!行を「難行道」 と 「易 
行道」 と (:分けた ところに 見いだせる。 
篤い信仰の心をもって、仏の名を称ぇる 
ことが 「易行道」であり、悟りへの有効 
な手段で あると 述べている。 

浄土思想が発展するにつれ、この指摘 
を強調して「易行道」こそが最高の仏教 
実践だとす る 主張が多くなるが、 Sli は 
「易行道」を賛美したわけではなかつた。 
「仏教の修行は日夜、全力をもって精進 
するべき なのだが、そんな力のない劣つ 
た人間 もい る。そのょぅな人間に さぇも 
悟りへの道はある」——といぅ観点から 
述べている。つまり、仏の救いは、 あら 
ゆる 人間に差し伸べられている ことを い 
いたかつたにすぎないのである。 

では、なぜ「易行 道」 (: よる 「極楽往 
生」が強い卜—ンで叫ばれるようになつ 


たのか。浄土思想を発展させてきた祖師 
たちは、なぜ、その道を選んだのか。 

P 常的な生活に忙殺され、三毒、五欲 
の煩悩にまみれた行動を余儀なくされて 
いる一般衆屯への救いは、結局、それ以 
外には考えられなかつたのである。 

浄土思想の祖、あるいは発展(:貢献し 
たといわれる高僧は、それぞれに理論の 
_に苦心を重ね工夫を凝らした。世の 
中にあふれている迷いの人々(:「極楽浄 
土」に往生するといぅ救済を約ると 
同時に、大乗仏教の根本思想である「利 
他行」を実践させなければならない。そ 
のためには、時代の変化とともに先人の 
著した指導書の内容を、読み換えたり、 
解釈し直したりしなければならなかつた。 
なかには、明らかに原典の意図を無視し 
たものさえある。しかし、それこそが、 
大乗仏教が誇るべき"生きた人間の知恵// 
ともいえるのではないだろうか。 


あくにんしようき^ 

T 人 iE 機』 


『歎異抄』に書かれた' 阿弥陀仏の本願は、悪人を救済することが目的であり、悪人こ 
そ往生できる素質を持っている——そのことを表す言葉。ここでい一つ悪人とは、自分 
の力で善行をなしえない、救いようのない凡夫を指している。親鸞は' このような悪 
人こそ阿弥陀仏のはかりしれぬ慈悲によって救われるのだとした。 







•上品中生 
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弥陀仏の救済 ……： •.無量の救いを秘めた四十八願 


• 法蔵比丘の誓願と阿；^誕生 

"無限の寿命"と"無量の光明々を語源 
とする 阿弥陀仏の 由来も、またはつきり 
とはわからない。 

「極楽」と同じく、西方地域の信仰にも 
強く影響され たと 見られるが、具体的な 
系譜の指摘はできない。ゾ ロア スター教 
の太陽神である"光の神"が直接のヒン 
卜だといぅ説もあれば、原始仏教の"光 
明思想，が発展したものだといぅ説もあ 
る0 

やはり、詳細な検証は仏教、1に任せ 
ると して、 ここでは その特異な性格と、 
救済のスタィルについて触れたい。 

仏教に おける 阿弥陀仏は、 その 語源に 
ふさわしく、 驚異的に壮大な スケー ルの 
物語の主人公と して 登場する。 

簡単に、話の流れを紹介してみる。 

——数字では表せないほどの過去に、 
世 i 在王仏(ローケーシュバーラ•ラー 


ジャ•ブッダ)が仏の道を説いていた。 
たまたま、この教えを聞いていた一人の 
王が心から感動し、自分も悟りの境地に 
到達した いと 思って、王位を捨てて出家 

.る 

法蔵比必(ダルマーカラ•ビクシユ)と 
名を改めた彼は、どぅしたら世の中すベ 
ての人々の苦しみをなくすことができる 
のかを世自在王仏に尋ねた。 

世自^+|仏は、法蔵比丘(:2 0 0億を 
超す仏国土を見せて、その詳細を語った。 

法蔵比丘は、そのいずれょりも優れた 
浄土を西方(:建立する ことを 決意する。 
同時に、 48 の誓願を立てて、それがかな 
わなければ決して自分は仏にはならない 
と ii った。 

そのの ち、きわめて 長い期間の修行の 
末、ついに法蔵比丘は仏となる。誓願は 
完成され、すべての人々への救済の道が 
開ける ことと なつた。 そして、 その名は、 
阿弥陀仏と改まつ^—〇 


⑩最上級の慈悲と平等 

阿弥陀仏の物語は、歴史的に見れば西 
北ィンドの経典作者の創作である。荒唐 
無稽な"物語"と片づけるのもた 
ゃすぃ。 1あ 
だが、人間が 
作つた〃物 
語々から 
信仰は生 
まれないの 
だろうか。 

あるキリスト教研究者はこ 
う主張した。 

「大乗仏教の経典は、興味深い。しかし、 
そのほとんどは、単なる作り話にすぎな 
い。 そこへいくと 『聖書』の語る内容は、 
すべて事実としての裏づけがある」 

この研究者の判断をどう見るかは別と 
して、『聖書』を信じきるところから信 
W が生じているのは確かである。重要な 











會五劫思 q 阿弥陀仏坐像. i 。阿弥陀仏が法蔵菩薩の 
とき、一切衆生救済のために果てしなく長い時間修 
行した姿。伸びた髪の毛が、思惟の時間の長さを表 
す。（奈良•東大寺蔵写真撮影=小川光三） 


のは、その_に人生を生きるぅ 
ぇでの真理と救済が包含されてい 
るか、並日遍性と客観性があるかな 
のである。 

阿弥陀仏信仰の場合は、なによ 
りも、四十八願の性格に、その特 
徴がある。全体は、内容的に4種 
に分けられる。 

①阿弥陀仏に関するもの。無限 
の寿命と無量の光明が不変である 
こと〇 

②極楽浄土に関するもの。この仏 


国土が最上級(:清浄で ある こと。 

生した者に関するもの。輝きに包ま 
れて、あらゆる苦しみから解脱し、菩薩 
に特有の超能力が約束されること。 

© y 生を願ぅ者に関するもの。 あらゆる 
世界のどんな者でも、念仏をすれば必ず 
迎え入れられること。 

ここには、日常に苦悩する者への究極 
の"救済.と，，平等.と，茲罪 r がある。 
信仰を生じさせる心の奥への呼びかけと 
しては、最上にして最良のものが含まれ 
ているといつても過言ではないだろぅ0 


浄土三部経の世界 ：.•：•：. 浄土教の世界—1111 


#極楽の姿と往生の方法とは 

阿弥陀仏と極楽浄土に触れている大乗 
経典は、2 0 0を越 
す。浄土思想が大成 
された中国へも多く 
の経典が渡るが、特 
に重要視されたのが 


寿経』の三経である。 

日本でも同様で、浄土宗の開祖•法然 


は、 それらを 『浄土三部 経』と名 づけ、 
中心となる聖典と定めた。 

『阿弥陀経』は、三経の中でもっとも短 


浄土教を知る 
キ—ワ I ド© 


『ひそぅひぞ x 

【非僧非俗】 


念仏弾圧で、親鸞は師•法然らとともに処罰され' 僧籍を剥奪された。その後' 親 
鸞は自ら〃愚禿親鸞"と名のる。『教行信証』には、「しかればすでに僧に非ず、俗に非 
ず' この故に禿の字をもつて姓とす」とある。非僧非俗とは、官許としての僧を拒否 
しながらも俗を超越した親鴛の、 I つの思想的態度である。 
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く『小無量寿経』『小経』とも呼ばれる0 
祝在、浄土系各宗派の法事などでもょく 
, ii 誦されるスタンダ I ドな経典である。 

極楽の荘厳な様子を紹介し、往生する 
方法を説き、それが真実であることを証 
明し、信仰すること(:ょる利益を示すと 
いぅ構成になつている。浄土思想の世界 
観を コンパクト(:まとめた といぅ印象を 
受けるが、経典の名から予想される阿弥 
陀仏の具体的説明はほとんどない。 

『無量寿経』は、『大無量寿経』『大経』と 
も呼ばれ、構成と内容の豊富さから、根 
本聖典的な性格を持つている。 

本論では、先に述べた阿弥陀仏の四十 
八願と、その達成の説明が詳細になされ、 
極楽の様子が壮大(:展開していく。往生 
の WiJ と、往生した人のすばらしいあり 
さまを語り、それに反して、現世の醜い 
ことを 示し、極楽浄土を目指すべきであ 
る ことが 説かれるのである。 

『観無量寿経』は、『観経』という別名 
が示すとおり、極楽浄土を観想する(イ 
マジネーシヨンで心の中に思い浮かべる) 
方法を説くことが目的の経血 C である。 


劇的な構成も特徴で、呪われた運命の 
もと(:生まれた阿閣世という王子と、そ 
の母の韋提希を主人公とするドラマから 
始まつている。 

やがて、 16 の観想が具体的に述べられ 
る。まず、13のィマジネ I ションの 
を説き、 h 輩、**、 HS という3種類 
の人のための往生と観想と続く。その3 
種を、さらに3種に分け、合わせて9種 
類の往生と極楽(九品浄土)があること 
も示されるのである。 

_富と栄華の極限にある世俗性 

こうした経典を受け入れる：般衆生に 
とつての最大の関心は、おそらく「極楽 
浄土」の具体的な様相だろう。 

全体を紹介するスぺースはとてもない 
ので、北ハ通する要素をごく簡単(:紹介し 
てみる こと(: する。 

「極楽世界の地面は、金•銀•瑠璃•珊 
瑚•琥珀•碑磲•瑪瑙といつた7種類の 
宝石からできている。 

その広さ(:は限りがなく、しかも、それ 
らの宝石は、俗世には存在しないすばら 


しさで、無上の輝きに満ちている。この 
世界は、一年を通して暑くも寒くもなく、 
きわめて過ごしやすい。7種類の宝石で 
できた樹木には、金銀でできた花や果実 
が実り、きらびやかなことは、このぅえ 
ない。清らかな風が吹くと、妙なる自然 
の音楽となつて響きわたる 。また、 宮殿 
や建物も7種類の宝石で飾られており、 
その周囲には水浴のための池 
があって、8つの功徳の備 
わった清浄 
な水がた 
たえられ 
ている。* 

し、この地に 

往生した人が何か食べたい 
ときには、どこからともなく 最 
高の食べ物がもたらされ、食事が終わる 
と、またどこへともなく 消え去つ ていく 



こぅいった 記述が以下 も延々と つづく。 
そのィメ ージ世界の壮麗 さ (:は、 めまい 
を覚えるほどである。 

しかし 同時に、これは、 きわめて 即物 
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来迎思想と 極楽 

£の教えが璧し、破离な *5^ 迎え kS の¢1 —- ^い無常感に包まれ' への生まれ変わりを願-つ機運か高まつて 
い\/■人®、いかなで往生を遂げうると考え' 実たの- fc ろうか。 . 




浄土思想0伝来. 


_追善供養から観想念仏へ 

日本で浄土思想の〃華//が開いたのは 
平安時代中期以降だが、経典類はすでに 
飛鳥時代に渡つてきていた。 

小野妹子にともない入隋した - rvl '- J 僧が、 
修学を終えて H 本に戻り、『無量寿経』を 
講義したのは、 6 4 0 年の こと だという0 
奈良時代になると、平城京(:建立され 


た寺院で、阿弥陀仏の浄土図も盛ん(:製 
作され るょぅ になつた。なかでも、法隆 
寺金堂の壁画に描かれた阿弥陀三尊を中 
心とした浄土図は、_の名を得て長く 
信奉され ることになる。 ただ、この時代 
のものは、死者の？9#!¢養を主な目的と 
して おり、極楽を® するとい つた傾向 
は^ S だったょぅ だ。 

奈良から平安にかけては、時4$な要 


浄土教の日本での展開 


請で、永遠の救済を約束してくれる阿弥 
陀仏ょりも、現実世界の利益に霊験があ 
るとされた薬師仏への信仰が篤かった。 
空海、最澄が開ぃた平安仏教の寺院の本 
尊の多くも、初めは この 薬師仏だった。 
また、来世への 願いと しては、弥勒菩薩 
の兜率天信仰が主だったのである。 

もちろん、浄土教的な信仰がまったく 
なかったわけではない。たとぇば、最澄 
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が伝ぇて、円仁以降(:盛んになった常行 
三味もその一つ。 90 日の間、昼夜を分か 
たず一心不乱に、口には念仏を称ぇ、心 
には阿弥陀仏と浄土を観想しながら休み 
なく歩きつづける行である。ただ自力的 
な救済の色合いが強く、一部の人間しか 
達成しえなかつたことは確かだろう0 

㊃ 人々を引きつけた極楽の「十楽」 

時代は下って、10世紀の幕が開ぐ。 


_と 密着する ことによ つて強大な勢 
ぃを得た平安仏教だったが、世俗化が進 
み、教団としては、もはや信仰の場とは 
いえない状況を呈す るよぅ になる。貴族 
の子弟の進出などもあつて、寺と1は 
単なる営利追求集団と化してしまつた。 

ここに、 潜在化していた浄土信仰の種 
が、 人々 の間(:まず芽吹き始めていく。 
さら(:決定的な起爆剤となつたのが「末 
法思想」^釈迦の死後、正法•像法 
•末法の三時代があり、末法の時代(:は、 
釈迦の教ぇは消ぇ果てて、破滅的な様相 
を 迎える といぅ理論が、世の 乱れと とも 
に次第に浸透してきたのである。 

現実的な動きとしては、まず、空也が 
京都の町に立って、念仏と極楽往生を勧 
め、生活に苦しむ^貴族や一般民衆の 
心をとらえていつた。 

そして、源信(恵心僧都)が、寛和元年 
(9 8 5)(:『 ffi - 生！^』を著すにおよん 
で、浄土信仰は一大潮流となつた。知識 
階級(:向けて書かれた同書は、平安仏教 
の加持祈禱に満足できなくなつた上流貴 
族(:も好んで受け入れられ、来迎思想に 


きわめて熱いまなざしが送られるように 
なつたのである。 

なによりも 人々(:強い®を与えたの 
は、「浄土の十楽」の列挙であったろう。 
極楽に往生する願いを心(:抱くと、これ 
だけの 楽しみと 喜びが用意され るという 
紹介である。 

衆来迎の楽。いざ臨終と 
ぃぅときには、 阿弥陀 仏 
が、 f \ 

はじめと b m : mi 

れて、 こ货ま 

で迎えに きてくれる。 .■ .¢1 
f 華初開の楽。極楽に往生す 
るとき 1: は、 清らかで美しい蓮の華がそ 
の人のために咲いてくれ、その中(:生ま 
れる。 

f 相神通の楽。仏(:特有の美しい姿(: 
生まれ、すべてを見通す力、どんな声や 
音も聞くことができる力、他人の心の動 
きを 知る力、過去ので きごとを 知る力 
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どこへでも自在に行ける 力が 得られる。 
④五妙境界の楽。人間が持つ、色•声•香 
•味 •触といぅ5 つの感覚が この 上なくす 
ぐれてくる。 

楽無退の楽。極楽で受けるさまざま 
な楽しみは決して一時的なものではなく、 
永遠に続く。 

f 接結縁の楽。自分だけではなく'ゆ 
かりのあつた人(家族•友人.恋人など > も 
極楽に 生まれさせることができる。 

俱会の楽。観音.勢至を はじめと 
する 無数の聖者を直接礼拝す ることがで 
き、友人と~ J て交際す ることができる。 
⑧見仏聞法の楽。阿弥陀仏を直接礼拝す 
ることができ、 教えを聞く こと もで きる 0 
i 心供仏の楽。極楽浄土(:往生した喜 
びをさまざま (:表現す る ことができる。 
§進仏道の楽。この世で果たす ことが 
できなかつた「悟り」 への道に到達す る 


ことができる。 

—^さしく、いたれりつくせりの境 
遇と能力が約束されている。これらは浄 
土経典から導き出されたもので源信の才 
リジナルではないのだが、当時の人々(: 
わかりやすく書かれたことで、強い支持 
を受けることになつたと思われる。 

® 臨終での具体的な手引き 

『往生！ M 』 は、10章に分かれており、 
地獄のすさまじい描写や、称名念仏の勧 
め (:最大の特徴が あると されている。だ 
が、もぅ一つ、 これ も源信のオリジナル 
ではないのだが、臨終の手引童な側面 
にも大きな魅力が あった。 

たとえば、第六章の別時念仏の第二(: 
ある「臨終の行儀」の一節。まさにこれ 
から死のうとする者へのハウ•トウがそ 
こには記されている。要点を意訳すると、 


「死期が迫ったと判断したら、太陽が沈 
む方向(:ある無常院(病室)(:移し、世俗 
を絶つ心構えを持たせなさい。 そこ (:は、 
西に向けた阿弥陀仏の像を安置し、左手 
に五色の細長いヒモをかけてぅしろに垂 
らす。無常院に入った病人は、阿弥陀仏 
の背後に横たわり、ひたすら念仏をとな 
えて来迎を待ちなさい。看病する者は絶 
えず香をたき、花を散らして病人を快く 
させる ことを 心がけなさい。 

いよいよ最期のときが近づいたら、死 
んで いく 人間に絶えず 一^を しなさい。 
阿弥陀仏は来たか。地獄の相が見えたか 
を 聞く のです。 もし、 阿弥陀仏の来迎が 
ありそぅ だとい ぅ 状況になれば、 全 nif て 
念仏をとも(:唱和し、荘厳を怠らないよ 
うに一心に手助けをして、すばらしい最 
期を迎えさせてあげるのです」 

すべての人問が心安らかな最期を望む。 

この『往生} SM 』 が 
人々の間に受け入れら 
れ、人気を博した理山 
には、 そうした 側 Ifli も 
あつたのである。 


浄土教を知る 
キ—ワ I ド© 


【遊行】 


I 般的に、僧が布教と修行のために諸国を遍歴すること。中世においては、〃念似聖" 
と呼ばれる多くの私度僧が、各地を遍歴して民衆レベルでの念仏信仰を広めた。とく 
に/諸国を念仏札をくばって歩いた T 鼠は、"遊行上“"と称され、時宗の総本山.蒼 
浄光寺は、別名〃遊行寺"と呼ばれている。 
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•中品中生 


浄土思想0流 一 仃 …… …末法の世に広がる極楽への憧憬 


㊃ 「往生伝」の流行 

¥中期の歴史書『栄^^語』は、最 
古 ISf ? 者、藤原道長の臨終をこぅ語る。 

「来迎する御仏の姿だけを願って、ほか 
のものを 見ょぅと は思っておられなかっ 
た。往生の こと だけを願つて、ほかの こ 
とは 考えておられなかった。手には、阿 
弥陀仏(:結ばれた糸を握り、北枕で、西 
に向かって横たわっておられた」 

3 人の天白 Hi の外祖父、 3 代の i 呂の父 
親となって、まさしく 栄耀栄華を 極めた 
人物の最期の様子だが『往生！ M 』 が教 
えるとおりの 方法(:すがつ ている。 

源信は『往生 6 M 』 を著すとともに、 
実践的に念仏を推進する集団を結成して 
浄土思想を意欲的に広めていた。短期間 
に成果は実り、時の最古者までが全 
面的(:帰依するようになつたのである。 

阿弥陀仏を信仰した ことによ つて、み 
ごと極楽往生をとげた証拠も当然必要に 


なつて くる。 いぅまでもなく、臨終は、 
絶対的な一方通行であり、極楽に生まれ 
ることができたかは、生き残つた側には 
わからない。その必要に応じて生まれた 
のが「往生伝」といわれるものである。 
保胤? • 〜100 2) が編集した 

にほんおうじようごくらくき おおえのまさふさ 

『日本往生極楽記』、大江匡房 (1041 
〜1111) による『筆朝往生伝』、三 

よしためやす -一ゆういおうじようで A. ごしゆういおう： j よう 

筮爲康の『拾遺往生伝』と『後拾遺往生 
伝』などが有名で、それぞれ数十人の往 
生物語を載せて、その証明を果たす役目 
を i 一った。 

念仏にょって往生を果たした話だが、 
最初の『日本往生極楽記』から、この時 
代の念仏と極楽の理解を見てみよぅ。 

「奈良の元興寺に智光と頼光といぅ2人 
の僧侶がいた。少年時代から仲ょく修行 
していたのだが、晩年になつて頼光が、 
突然口をきかなくなつた。やがて、頼光 
は死ぬ。智光は夢の中で、頼光の往生し 
た場所へ行くことができた。そこは極楽 


だった。頼光は往生がかなった理由をこ 
ぅ述べた。 

『無言の行の中で、行•住•坐•臥のす 
ベてのとき(:阿弥陀仏の姿と極楽の様子 
を観想すること(:努めて、よう 
やく極楽往生が叶ったのだ』 

そののち、頼 
光は智光に 
阿弥陀仏 
と極楽の 
ありさまを 
見せた。智光は、‘ 

苗歹から覚めると、それを画家 
に描かせる。それを一生観察して 
過ごしたので、ついに、極楽往生がかな 

った」 

源信は、称名念仏を勧めたものの、そ 
れだけが往生の原動力だとは しな かつた。 
一^的なものも認め、観想はもちろんの 
こと、日々 のさ まざまな # H 仃や&仃、 
あるいは 当時盛んだった密教的な行も励 








麵『智光曼荼羅図』。『日本往生極楽記』などに見られる智光と 
頼光のエピソ—ド(本文参照)は、この『智光曼荼羅図』の氣 
起を述べたものである。智光が夢のなかで阿弥陀仏に示された 
極楽のありさまを' 画工に描かせたものと伝える。 

ちなみに、その時の正本は、宝徳3年 (1451) の ； g — 寺 
の火災に より 焼失してしまつた。元興寺には、現在3点の『智 
光曼荼羅図』が伝えられており、これは室町時代の模本である。 
(奈良•元興寺蔵) 



行した ので ある。それは、 
日々の全力をあげての極 
楽往生への接近だった。 

® 現世否定と自殺の流行 

しかし、 源信の 意図と 
は別に、諸行にょる往生 
臨終儀式への傾倒は、 
人々の間に厭世的な風潮 
を作り出していく。 

すでに末法に入つ たと 
絶望と諦めに、天災 
疫病•戦乱にょる 

4って、 

入水、焼身、縊死などの 
自殺が流行し始めたので 
ある。四天王寺の西門は、 
極楽の東門につながると 


信じられるようになり、貴賤を問わず大 
勢の人々が押し寄せたが、ここから海に 
漕ぎ出して入水による極楽往生を目指す 
者が後を絶たなかつたという。 

浄土思想の底流には「1穢土」とい 
う現世否定の主張は ある ものの、 S な 
宗教者は®82に自殺行為を勧めたりは 
しない。源信を筆頭に、日本に初期の浄 
土思想を根づかせた宗教者たちも、自殺 
が奎思では決してなかつたはずで ある。 

その風潮(:新風を送り、人々(:念仏と 
極楽の意味を問い直させる人物が登場す 
る。法然である。専^<芯 仏という シンプ 
ルな手段によつて信仰の純化を図ること 
によって、人々の不安と混迷(:救いの手 
を差し伸べた意味は大きい。また、ここ 
から他方世界だった極楽の概念が、個人 
の内側に向き始めるのである。 


浄土教を知る 


ワ—ド© 


，ょぅ - L ん行"とはと' 阿弥陀仏の名を 
一一！^|二吕|觀ぇること。"信.とは仏の教説を信じて疑ゎなぃ 
^ >>^1 信心のこと。浄土真宗で 1 tt ; 行と信とは阿弥陀仏 
F —の側から与えられる他力藍•他力信心であり、 
凡夫の側から起こすものではないとされる。こうした行や信を、大行.大言という。此11;;ょ、行 
と信の|つち、信のほ5をより重視した。 












自然法爾と極楽 

貴族の独虐であつた絵は'!^の登場により民衆レベル- IZ 引芒降ろされた。そして、親鸞によ^ - H 思想は究極に高められる。 
親'1か切り開いた臭'法爾の地平の向こうに、妙 SK という極楽が見えてくる。 . 



自覚的浄土の発生. 


@親鸞の報恩念仏 . 

「 たとぇ 把 ihAi : にだ まされて： I ' 術 !:»; *■ 
ちた t しても、まつたく^^はしない」 
まさしく、至上の師として法然に1 
した 親燒だったが、 その 浄土観は独自な 
ものを切り開いていくこと になる。 

法然の推奨した1!^<芯仏を、現実の生 
活のなかで実践して いくうち に、まず、 


念仏の意味が変容- jg めた。法然の念仏 
は、いわば往生するための手段だったの 
だが、親鸞は阿弥陀仏への感謝の言葉だ 
と信じるようになる。念仏は絶対的存在 
である阿弥陀仏のはからいによって信仰 
心が目覚めた証明だというのである。 

つまり「南無阿弥陀仏」は「阿弥陀仏 
よ、どうか極楽に往生させてください」 
ではなく「阿弥陀仏よ、！に目覚めさ 


新しい極楽浄土の概念 

せていただいてありがとぅございます」 
でなければならないとした。いわゆる、 

「報恩念仏」、 あるいは 「念仏為本」の思 
想の発生である。 

法然 は、 信仰の形態をシンプル 化させ 
ることで、結果として 民衆の 迷いを 軽減 
することに成功した。依然として、西方 
極楽浄土へ かけた祈りといぅ ものが根強 
かつたかもしれない が、 そこには 極楽の 


•青森•恐山にて。大数珠を繰りながら念 
仏を称える老女。（写真撮影=萩原秀 e 郎） 
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善信上人親鸞伝絵.より。中央の2人の人物が ( 
i を写すことを許される場面。（東京•報恩寺蔵） 


ィメージの抽象化が始まりかけていたの 晩年の言葉て ある 『末燈鈔』 (:' 
ではないか。ただ、法然は' 肉食妻帯せ -!■ 自分の心が善ければ、往生できると思 
ずに、高潔にして超俗の僧という立場を ってはいけない。自分の力では、真実の 
終始とり続けた。 浄土へは行けない。自分の力で行けるの 
これ(:反し、親鸞は、自らの煩悩に苦 は仮の浄土までだと思いなさい」 

しみ迷いつつ「非僧非俗」の立場で生き とあり、また『歎異抄』に、 

ていかざるを得なかった。そこに_な 「自力の心をひるがえして、他力をたの 
念仏の解釈が_する素地が眠っていた めば真実の浄土へ往生できる」 
といえるだろう。 

当然、極楽浄土の観念もそれまでのも 
のと 変わっ ていく。 浄土経典に記された 
他方世界に限界を感じ、阿弥陀 仏という 
名の絶対的存在が純粋に機能する、抽象 
的な浄土が想起されてくるのである。 

⑩自力往生と仮の浄土 

親鸞は、数多い言葉や手紙を遺してい いっていい。 

るが、「西方極楽浄土」 という 記述を こと 親鸞は また、 浄土への往生を ひたすら 
さら(:避けている。 願うという立場もとっていない。 

仏教には「方便」という考え方があり、 「浄土(:急いで行きたいという気持ちは 
真実の 悟りに いたらしめるための仮の教 なく、 0 3a でもすると死んでしまうので 
えと か、便宜的な手段を意味するが、親 はないかと心配してしまう」(『歎異抄』) 
鸞の「西方極楽浄土」の理解は、そうし という言葉を遺している。これは、世 
た_で受け叹つていたのではないか。 の中が、生きがたいまでに不安と混乱に 


とあるが' こぅした表現が 

生まれた思想の kn 7 ^ 
裏側には、 

”11 
しての「西 
方極楽浄土」 

影を薄くしてしまつていると 






満ちているとはいえ、この世にこだわる るのは、それが強いせいだろう」と続け つてしまうからだ。他方世界を方便の浄 
一般民衆のいつわらざる気持ちと同じ次 ている。親鸞にどれほどの：^があつた 土として、真の意味の自覚的な浄土を認 
- 兀にあると判断できる。 かは不明だが、こう続けないと浄土田心相心 識 させる ことは容易ではないのである0 
ただ、このすぐあとの表現(:「こんな の根本が揺らいでしまう。極楽浄土への すでに、この指摘自体、^的に疑問 
心を抱くのは煩悩ゆえ。この世(:執着す 願いを完全に否定しては元 も 子 もな くな 視 される 向きがあるだろうか。 

還相回向と現世往生…：光明 S を委ねる絶対 S 

<p 極楽往生の先にあるもの 

現在、：般に「3向」の言葉は、籠 
などを営む こと (:よつて、死者(:冥福を 
もたらすという 意味合いが強いが、本来 
は「自分の修めた費仃の結果が他に 振り 
向けられて及ぶ こと」 を定義とする。 

これは、大乗仏教(:おける"第一義々 
といつ てさしつかえない。経典類では、 

「自未得度先度他」とも記す。自分が得 

度 (救われる)する _ 

前(:他人を先に度す 一 
§フ)といラこと 浄土教を知る 
で、 そうでなければ キ—ワ I ド© 

仏教の本質(:反する 


と教えるのである。 

当然、浄土思相 T 大乗仏教でぁる以上、 
大原則の教義を超える ことは できない。 

『十®比婆沙論』で「易行道」を開示し 
たナーガールジユナ(龍樹)を継ぎ、最初 
に浄土思相、¥展開したとされるヴァスバ 
ンドゥ(世親)も、その『浄土論』の中で、 
「礼拝、讚嘆、作願、観察といった行為 
によって与えられた自分の穷徳を、他の 
人々に振り向けて、共に仏の道を進む」 


ことが 心要 だと 述べている。だが、 この 
ままでは、いか(:も自力的な修行と いう 
印象が否めない。 

しかし、ここで 浄土思想は起死回生と 
もいぅべき妙法を立てた。『浄土論』を注 
釈した中国の暴鬻 による もので、人間の 
あらゆる a 徳の出発占_を阿弥陀仏(:設定 
したのである。絶対他者である仏の力に 
よつ て、自分の§が 始まつたという解 
釈を晏 I は行った。 


P ぼうどうぎょう 

朋(同行)一 


同じ信仰の道を歩;^友のこと。親鸞は、自分と同じ信仰を持つ者を、御同肌.御同 
行と呼んだ。阿弥陀仏の前では、すべての衆生は平等だとい I つことである。そこには、 
出家•在家の別はない。現在でも浄土真宗では、信者が互いに"御同朋.御同行"と 
呼び合つている。 






下品上生 


さらに、極楽(:往生(往相回向)した 
あとに、この世で迷い続ける一般民衆を 
救うために再び戻つてくる(還相回向) 
べきだと説いたのである。ここにいたつ 
て浄土思想はついに大乗仏教の仲間入り 
を果たした こと (:なる。 

この解釈が、当初の布教に当たって、 
どれだけ前面に強く押し出されたかは別 
として だが^〇 

⑯臨終•来迎も不必要 

親鸞も主著『教行信証』の冒頭に、2 
種の回向について触れているが、主眼を 
往相回向に置いている。この世にある限 
り、往生して仏になつていないのだから、 
当然といえるかもしれないし、また往相 
回向が成就すれば、必然的に還相回向が 
始まるという論理も成立するだろう。 

だが、現実的にいえば、親鸞のその眼 
は、あくまでもこの世の方向を見据えて 
いたに違いない。 

『末燈鈔』の中に、こんな言葉がぁる。 

「真実の信仰者は、救済が決定的なのだ 
から、正定聚の位につくことができる。 


よって、臨終を待つことはない。信心が 
定まつたときに、往生^>{疋まる。来迎の 
儀式を待つ必要もない。信心を得たから 
には、無上の涅槃(:いたることができる」 

正定聚というのは、本来は「極楽に往 
生する身と定まる」という こと だが、親 
鸞は「必ず仏となる身と定まる」と解釈 
している。 

この親鸞の主張(:よって、：般民衆は 
死んでから他方世界へ赴く必要がなくな 
つたともいえる。すでにこの世(:おいて、 
還相回向の身となって、火乗仏教の本道 
を歩めることになつたのである。 

しかし、親鸞は「自分の力で他人に功 
徳を施す」という意識を微塵も許さない。 
あくまでも、自己の存在は、阿弥陀仏の 
本願の他力によって生かされているので 
あり、それ以外の力を一切認めようとは 
しなかつた。 

そこから、「意識的(:他人(:費仃を施す 
ことは悪いことなのか。してはならない 
ことなのか」という疑問が生じてくる。 
あるいは、「好んで亜掌を行ったほうがい 
いのか」という推測も起きてくるのだが、 


もちろん親驚の意図がそ， )(: あるはずも 
なぃ。 

他者への素朴な共感や具体的な救済も、 
自分という「カラ」の計算がある限り、 
欺瞞と独盖口にすぎないと厳に戒めている 
にすぎないのである。 

『歎異抄』の中で「いかに阿弥陀仏とい 
う薬があるといっても、好んで毒 
を飲む(亜〗を行う)べきではな 
い」と苦々し' 

いつている 
こと， て も、 

それはよ 
くわかる。 

ならば、親鸞 

が最終的(:獲得した極楽浄土 
のィメージは何だったのか。 

㊃ 最後に残された「無限の光」 

ひとことでいうならば、それは「無限 
の光が満ちた世界」。同時に阿弥陀仏も、 
「不可田心議な光が満ちた^ 1 来」として.、い 
る。極言すれば、極楽浄土も阿弥陀仏も 
ただ「無限の光」そのものなのである。 



154 










會親鷥とその妻子の像。 

しんがんじ 

(水戸 • 信願寺） 


からいではない。人間が#！悪を論じない 
ことを 自然というので ある」 

ここで、同様な意味合いで「法爾」と 
いう言葉が語られる。合わせて「自然法 
爾」といい、いかなる人間の分別も思惑 
も関係ないところで阿弥陀仏の誓願が成 
就していくのだという0 
阿弥陀仏も極楽浄土も、「無限の恭の 
絶対真理だということは、言葉を換えれ 
ば、「生命そのものの輝き」だといえる。 
つまり、一切の人間的なはからいもない 
「生命の輝き」を、自分の内的世界に重 


ね合わせることが、自然法雨の理念だと 
いうことになる。 

さらに、親鬻は、その自然法雨を人間 
が考える こと すら消してしまう。 

「阿弥陀仏は、自然といぅ真理を示すた 
めに存在する。この道理を心得たのちは 
自然のことも考えてはいけない。人 
間が"はからいを持つまい"というのも 
すで(:はからいなのである」 

ここ (:いたると、浄土^想は もとより、 
思想そのものが消滅してしまつていると 
すらいいうる。これは、親驚というきわ 
めて真摯にして一切の欺滿を認めなかつ 
た人間が、自分の全生涯をかけて1に 
徹した結果の結論といつていい。 

「これは、仏の知恵の不思議なのである」 
という言葉(:すべてが収赦され、ただ、 
「無限の光」以外はなかったのである。 


その存在(:目覚めて信仰することより、 
自らの内に「無限の光」が惜しみな^: 
り注がれると、そこ(:は、自覚的な浄土 
が出現するのである。 

ここ(:もはや「自己」のはからいはな 
く、ただ「自然」のぅちにすべてが起こ 
り、すべてが移り、すべてが終わる。 

親鷥は『末燈鈔』に、こぅ述べる。 

「自然の自とは、おのずからである。人 
間のはからいではない。然は、しからし 
むる という 言葉である。人間のはからい 
ではない。阿弥陀仏の誓願も、人間のは 



浄土教を知る 
キ—ワ I ド© 



【安心一 


仏教信仰により、心が安らぎを得、動ず;§ことのない 
境地々指す。浄土教では、 I 般的に阿弥陀仏の救いを信 
じて往生を願-つ心のことをい_つが、宗派により微妙に解 
釈が異なる。この安心の要旨に反する説を立てたり曲解 
する者を異安心者と呼ぶが、浄土真宗ではとくに安心を重んずるため、多くの異安心問題が発生 
している。 





禅の 悟纟妙 好人 ……… .••日々を極楽として生きる思想 


⑩真宗は難行中の難行 

禅の修行といぇば、間違いなく自力で 
あり、 その 究極 (: あるという「悟り」 と、 
浄土思想が説く「安心」は基本的に肋界 
が異なるはずである。 

ところが、 鈴 m 拙は、 こう 記す。 

「触れて おきたい のは、禅宗の さとりと 
真宗の"信心決定"とは、その実質(: お 
いて、同一の心理的経験であると いうこ 
とである。他力の真宗がいう信心決定は 
阿弥陀を 向こう(:まわし、 自力の禅はそ 
のさと りを内証の自心 に *3| きかぇす のだ 
から、 両者は一つ(: *4*らぬという、：も 
あることと屠ずる。__ j かし自分としては 
これを 心理学的(:体験 そのものから 見て 






同一とする のが妥当 だとい うので ある」 
(『大拙つれづれ草』) 

つづけて、悟りの特徴を「一瞬時に完 
全で あること」、 「出発と到着と一時一容、 
「自分と信心がひとつになつて決定性を 
持つ」と定める。そして、現象としては 
「世の中の大波小波に揺られて、少しの 
休息も安静も得られない中に、大涅般木の 
平安と静寂を得るという矛盾の自己同一 
を経験す ること」 なのだと述べる。 

確か(:この自覚は、阿許 rb 仏という絶 
対真理を後ろ盾(:した安心決定に、わが 
身を同一化することと差異はない。 

「真{示の人々はこれを"他力"と名づけて 
"易行道，だという。誠にその通りである。 
"他力"の中(: ある ことを自覚しないでは、 
このょうな^一心を味わうわけにはいかな 
いが、これを"易行道，とはいわれない。 
決して易行ではない」 

これは、浄土思想の本質や親鸞の浄土 
観を追ってきたときに、実は、誰もが薄 


薄とは感じてきたところであろう。 

自分(:まつわる、ありとあらゆること 
を自然法雨の流れに任せ、その自然法爾 
に任せることすらも自覚的であつてはな 
らないというのは「易行」のとても及ぶ 
ところではない。 

「真宗は遇いがたく、信を得 I 

mltM 

ることかたく、 .uf 
難中の難、 

ぎたるは^^ 

論づけるのも、やはり"自然 
{: 々うなずけるところである。 

㉚ 妙好人が体現する世界 

親鸞の教ぇを実践する浄土真宗のすぐ 
れた信者を「妙好人」という。妙好とは 
無上の最高を意味する。江戸時代以降に、 
教団側から民衆へ「生き方」の好例とし 










て登場させたという隻 E いが濃い。 

妙好人の言動を綴った童 i で興味深い 
のは、大拙のいうょうに、禅の世界の「悟 
り」と一致するよう(:見える記述が限り 
なく あることである。 

19世紀の大阪に生きた物種吉兵衛は、 
「八 H 度、牛-死を離れさせて戴くほどの大 
きな 利益はない。良い時ばかりを喜ぶな 
ら、誰でも喜ぶ。どのような難儀なこと 
(: 遇うても' その 難儀の底(:掛かって お 
る仏法ヤ」 

といった。生死を離れるというのは、 
生死の$の意味をつかむという ことで 
ある。これは、道元(: よる 『修証義』の、 
「生死の中に仏あれば生死なし。但生死 
即ち涅槃と心得て、生死と して 厭うべき 
もな く、涅般木 として 欣うべき もな し。是 
時初めて生死を離るる分 あり」 


;-) 好。 

:-妙像 
たの} 
し H 示蔵 
ぇ依 S 道じ寺 
，帰の t < 徳 
に Aa 饤 
a 如** • 赤 JJ - 
A 菫 L . 

tlA.l 虽 


浄土教を知1 
キ—ワ|ド€ 


と一致する。同じ物種吉兵衛の問答に、 
師から「お前には阿弥陀仏の教えが聞こ 
えたか」と尋ねられたときに、「聞こえた 
ともいえません。聞こえなかつたともい 
えません」というのがある。これは、た 
とえは違うが、禅の公案である犬(:仏の 
心があるかどうかを尋ねた「狗子仏性」 
につながると見ていいだろう。 

また、昭和の初めまで生き、高い評価 
を受けている浅原才市の詩(:も、禅的な 
"大宇宙と自己を一体化させた世界観， 

が繰り広げられている。一例をあげれば、 
「世界の造りが仏法であります 
これがなむあみだぶつであります 
世^*木がみなこの通りであります 
これ(:よって私が生きております 
これがなむあみだぶつでありますよ」 

詠われている世界は「峰の色渓の響き 


ぼうもん J 


れこんだものとの見方もある。東北を中心に広まり、 


浄土真宗で黄安心(異端)とするもの。 
夜中の秘事、隠密の釈義などともいラ。 
親駑の子•善鸞を起源とす , S といわれる 
が、 I 説には' 真言密教に念仏信仰が流 
民俗信仰として継承されてきた。対外的 


には I 切隠されており、その実像をつかむことは難しい。 (176 ぺ—ジ参照) 
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も皆ながらわが釈迦牟尼の声と姿と」(道 
元)の境地と分け隔てはまつたくない。 

禅の修行は、現在に生かされている自 
分と、その世界が日 K - K のテーマで ある。 
SS に、妙好人の理解の中にも、もはや 
「西方極楽浄土」などという他方世界は 
実質的にほとんどなく、生かされている 



自分と、それを 包んで くれる 壮大に して 
無限の宇宙があるだけなのである。 

⑱己の心の中に潜む極楽浄土 

「月影のいたらぬ里はなかれども眺むる 
人の心にぞ住む」(法然) 

月の光がふり注がない地はないけれど、 


そのすばらしさを知ることがてきるのは、 
眺めようと 心がける者だ^——の意味0 
他力本願の浄土思想といっても、やは 
り 自覚的出発なしに、救いに気づく こと 
は決してない。救われていると$に気 
づ くこと が至難だとしても、 そこに 身を 
置いて、月影を仰ぐほかないのである。 

「照らされて 
自分の煩悩がみえはじ 
めたら 
すこし 浄土へ 
近づいている証拠です」 

えのもとえいいち 

(複本栄一) 
苦しみ悩むの もこの 世 
なら、「心の平安と静寂」 
という 願いも、 この 世を 
離れて あるは ずがない。 
思えば、釈迦の浄土は、® f 山という 
この 世だった。釈迦は、あくまでも現実 
世界の人々(:向けて語りかけ、教えを広 
めようと したので ある。 

「怒る、貧る、愚かさ」を避け、心の中 
(: 燃え盛る さまざまな 欲望の火を吹き消 
すことを説いた。現実的にいえば、人間 


には不可能なことだが、いま立ち戻つて、 
この原点からの歩みを考ぇることは無駄 
ではなぃだろう。 

その 理想を語るキーヮ I ドに「知足」 
とい， 2言葉が ある。足りることを知る、 
つまり、ありのままの 現実を證に受け 
入れることを 示す。釈迦は、 ここから、 
すべての救いの道が 始まるといつ た。 

結局は、 そうした 原点か、.は|1:^€ 
らの出発が、 

「心の内 
の極楽」 

につなが 
るとい*フ 
ことが導き出 
されてくるのである。 

もし、あらゆる 苦悩から脱したいと欲 

するならば、まさに知足を心がけょ。 

知足の法こそが、即ち「富楽安穏」の 

处となる。 

知足の人は、たとぇ地上に臥そうとも 

なお「安楽」の境地にあり。 

(釈迦5義経』) 








おびただしい数の大乗仏教経典の中から、 
法然が「選択」した『浄土三部 I 』。 

それを選ばしめる背景となった『往生要集』。 
そして、そこから紡ぎ出された、高僧たちの 
他力思想•念仏信仰にかけた言葉の数々。 
これら聖典との出会いは、今なお鮮烈である。 



酴新潟•居多ケ浜の見真堂に掲げられた経文の名号。 


文=吉田邦博 


聖典の章 

衆生を導き照らす浄土思想の結晶 


浄土三部経. 


.往生要集 • 


•選択集 • 


.敎行信証. 


■.歎異抄 
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淨土三部経 


阿弥陀仏と極楽浄土を実証する 
浄土教の根本聖典群 


『無量寿経 
『観無量寿経 
『阿弥陀経 


和梵文無量寿経』。マックス•ミ 
ユ—ラ—、南条文雄の共同校訂に 
より、明治16年 (1883) に出版 
された。(岩波文庫より転載) 
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#1 


⑱中央アジアに発生した浄土世界の思想的根幹 

『網セ1*一1,紹』とは、|;|:砂似と§?^齡削±^世界を信じる者たちにとって、最 
も尊いとされる経典群の総称である。 

い それらは' 5 世紀の中国に あつて 相次いで翻訳された『無 
f 量寿経』 2 巻、『観無量寿経』 1 巻、『阿弥陀経』 1 巻の 3 部 4 
5 で巻の経典を指し、 日本に 入っ てから 法然 にょって 浄土教の根 
1 rM ■本聖典とされ、『浄土一一一部 経』 と 名づけら れた。 

1: 8 ^;法然が教説上、個々の経典に、偏った価値の比重を設ける 
确1 *1 ことはなかつ たが、弟子の親鸞は、『無量#経』をと く (:『大 
^ ^ ^ 卿 fe ' i 寿経』 と 呼称して、最要の典拠と したし' 証空は『観無 
srniK ? 1 咖1 量寿経』を、その孫弟子の一遍は『阿弥陀経』をそれぞれの 
1 rftra % 柳 1 - 重要な経典と定めて教ぇを説いた。 

叩佝一; ll.r これらの 経典は紀元前後の ィンドにおける 大乗仏教運動の 
1 於 さなか、超人的存在としての「現在仏」(救済仏)思想の定着 
— I とともに、 次々に創造されたものである。 

大乗仏教思想はゥパニシャッド哲学や原始仏教の影響を受 
けながらそれぞれの潮流を形成していつた。そぅしたなか、浄土経典類成立の過 
程に影響をおよぼしたのは、自らが修行(:よつてブツダとなることを本質とする 
原初のオリジナル•ブッディズムとは、異なるものであった。 








聖典の章 


それらは、仏の名を借り、ブッダに仮託した明確な神信仰であり、ヴイシユヌ 
•全編、感覚的 S 飯に f れた 『繼 |:歡 神やシヴァ神に代表され るヒンドゥ— 教 (インド 教)神話に みる 救済論に インス。 ハ 
経』。これは後奈良天皇;*ずからが、紺紙に金 イア された'「現在仏」への強い救済願望が創り出した新たな神話であつた。 

泥で書写したもの。(知恩院蔵) 

® 人間の悲願が生んだ理想世界 

崇拝されるべき救済仏には、個々1:典拠となる浄土経典が存在する。成立が最 
も古い' 『阿間仏 sg 』、 後述する 『靈一一味 経』などがそれである。 

それらの中で最も重視され、後世に大きな影響力を与え続けているのが、阿弥 
陀仏の救済思想を中心とした『浄土三部経』である。(以下、成立順) 

『.ri ®? 経』(『魏訳の大経』、『大無量寿経』とも呼ばれる。2巻) 

序.本論.結語の3部、4章で構成される。異訳に五存七欠十二訳の多種類の 
異本が存在し' 古来から重要な経典であったことが推察される。 

久遠の昔、法蔵菩薩が無上なる悟りを得ることを志し、一切の衆生を救済する 
ための本願として四十八願を立てる。長い修行を経て本願を成就させた法蔵は阿 
弥陀仏となり、西方極楽世界が現出。その荘厳なる世界を描写したうえで、極楽 
往生を願う人たちに、念仏を中心とした実践法を解き明かしてい-^〇 
質. 量ともに、 浄土糖仰をより組織的に説いた経典と いえる だろう。 

1 阿弥籍』 (免文のタイトルが同じため、『大経』と区別し、『小経』と呼ぶ。1巻) 
タイトル(: ある 阿弥陀仏について、直接述べられたものではない。41#からな 
り、極楽世界の荘厳な様子を詳述している。つづいて、往生浄土の具体的な方法 
として、阿弥陀仏の名号を一心に念じる念仏が明らか(:され、最終的に今心仏によ 
る往生浄土の真実性が諸仏によって実証される、という構成になっている。 

『璧 1 寿経』 (略して『観経』ともいう。三経のなかでは最後に成立) 

一国の王妃がわが身に起こった悲劇に苦悩し、その精神的解決を f (: 求める 
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といぅ物語をベースに、極楽浄土に往生するための、ょり具体的、実践的な方法 
論がくわしく説かれている。精神統一が可能な者に対しては、 J 13 種の観想(の念 
似)が説かれ、そぅでない者には、ふさわしい実践行としての称名念仏を説く。 

® 『浄土三部経』関連の経.論 

古ゥパニシャッドを中心とするヴエーダ思想の影響を急®く受けながら、ょり 
優れた世界への転生を願ぅ浄土思想は、かなり古い時代からあったょぅで、『無量 
寿経』に先立つ紀元前後から1世紀ごろにかけて、観想を説く経典『©^11 一味経』 
が成立する。 この 経典は浄土経典の先駆けを なすものとして 注目される。般舟{対 
して 近く立つを意味する)の三昧を得れば十方の仏(ここでは未だ阿弥陀仏一仏 
といぅ 限定概念はない)が眼前に立つのを見ることができる、と説く。 

じ>1>うじ5うぴばしやろん')2うじゆせん いぎようぼん けごん3よう じ>»つち«よう 

『■ Ha 毘寥論』(17巻.®^?)®^〈〈替§》は、『華厳経』中の「屮地経」 

の注釈。浄土教思想のなかの「信」概念の典拠となる SA . S 日である。 

ほか(:涿土論』(1卷.世親撰。浄土宗でいぅ，，三経一論，の一論)や、『安萎』 
(2 卷•道綽撰。仏教の教説から浄土教に関する！*を抽出したもの。聖道門、 
浄土門の別は i 日の創唱)などがある。 

そんななか、 『 Kg 疏』(『観無量寿経疏』の略。4卷•益 _) は、とくに重要 
である。"疏，とは解釈、注釈といった意味で、本 SI 1 日は『観経』すなわち『観無量 
寿経』を注釈した? A -1 E 3 といぅことになる。 

某#はこのなかで、観経の16種の観想を説き、初めの13種を往生浄土のための 
観想({1|が、残りの3種を凡夫の散心 (15 K 吊心)で行ぅ諸盖稹と称名念仏(聾！！) 
とに分けた。この分類の概念は『往生 m *』 t : 多く引用され' さらに法然にょつ 
て定着したものとなる。 

親鸞の『観無量寿置註』などは' 全面的に奎日を下敷きにしたものである。 





•-聖典の章 



往生要集』巻上。 
本書が後の浄土教思 
想史におよぼした影 
響は大きい。これは 
鎌倉時代の書写本。 
(延暦寺蔵） 


㊃ 万人を対象と した 画期的な救済論 

日本浄土教史に、大きな影響力をおよぼしたことで知られる『往牛•_』は、寛 
和元年(985、天台宗の学僧、源信によって、自らと衆生のために' 実質3か 
月余という短期間で著された。源信はこれ1:より' 西方極楽浄土の優位性を説き- 
「観相茶仏」の中のひとつの行法としての一心称名の念仏を説いた。 

源信の念仏に対する考え方は、一天台宗の枠組みを越える広い視野を持ち、徹 
底したもので、 きわめて 画期的な発想であった。1111において「予の 如き gf の 
者を救ぅ」目足となる教ぇは、往生極楽の教行の外はなく、貴賤、聖俗、上下の 
隔てなく往生し うる 方法論は、ただ、念仏の一門のみで あると 断じてい る。 

あらゆる仏典のなかから、とくに「往生極楽」に関する重_典が引用され、 
道綽•菜導•懐感らを中心とした浄土教系の諸氏の注釈を取り入れながら、全体 
を10の章に分け、さらに10の数を基調として整理、構成されている。一章から三 
音ではこの世は厭うべき世界であることを様々な地獄を示_>て説き、浄土往生 
を勧める方便の章。つづく四章「正修爸仏」から九章「往生諸業」までがこの論 
書の中心をなすメッセ—ジとなる。残る十章には「問^^:簡」を設け、これまで 
の9章から生じるであろう疑問への解答が用意されている。 

源信が##で説いた称名念仏の概念は微妙な差势を生じさせながら、つづく法 
然、親鸞に受け継がれていく。また、 i 日の R 本人に与えた地獄観は決定的なも 
ので、現在もなお文学、絵画に多大な影響をおよぼしつづけている。 


往生要集 llJlllff 111ハグ 








園 



集 


念仏至上の確信を初めて表明した 
法然による浄土宗の根本聖典 


『選択本願念仏集』 


J 鎌現し i ) 

i は、とじ g 

i ； 仏真での；；14^ 
2念写本も ， iuj 
i 。写の (1 
I 1 A . 本 J ) 書古。 
I . V : 択集の最い 
i 択代る高 
丨選時す名 
#( r 倉存て 


® 阿；^の本願を確信する"選択" 

なむあみだぶつおうじようのごうはねんぶつ—なす 

「南無阿弥陀仏往生之仏為先」 

これらの14文字は、京都廬山寺に残された『選択集』 
(浄土真宗では「せんじやくしゆう」と訓む)の草策 
に見える、法然真筆の決然たる確信の表明である。 


通髮遺：^^^ 1 :汾冷哲 ^^ 

象*4上 i 明來生皆衣^^ fil 4^7: ハ未氬 
■11ヶ/伴 ff ® n 4 vf 仍自择度4死 C 4 T -< t《r 

1KK 去 ^ A 良 - s^ff'flM.fiM 郜生死 ^^;- 

!!!さ—： J 


その確信はすでに述べたとおり、唐僧 t # への絶対 
霍であり-その #; e r 観経疏』にある「称名念仏は 
仏の^ , 願にかなう」とする一文によるものであつた。 

こうした 法然の帰信は一僧の私論に拠ったことのみ 
ならず、これまで積み上げられた様々な仏教的方法論 
のこと ごとくを 捨て去り，，選択" し、 阿弥陀 一 仏の本 
願によってのみ信仰を決する という 劇的なも 
— のだった。 

は、 そうした 念仏至上主義と いう 大肌 
.. ノーな革新的一元論によつて霞された_日であ 


全体の構成は大きく2つの部分からなり、 

16 章からなる。初めの一、二章には le 緣を中 
心と した 中国浄土教の先人の? A - S 日を挙げ、聖 
道門を捨て、正行で ある 浄土門に！ する こ 
との 正当性を強く主張す る。 つづく三章から 
十六#! hw では、『浄土三部経』が引用され、主 
張する立場を論理的に裏づけよぅとしている。 

i 日は、建久 9 年 (1198) 法然66 歳のと 
き、外護者九条_ の 懇請により撰述された。 



• 聖典の章 



會『教行信証』顕浄土真実信文類序。写真は〈送 M 笨〉と呼ばれる、 
親鸞直筆の草稿本である。（東本願寺蔵） 


5よ il ようしんしよう じようどしん(.ゆう せいて/. W . 

『教行信証』は浄土真宗立教開宗 の 聖典である。現在、 $ 願 寺に ある 親鸞の 真 
蹟本(〈坂東本〉 と 呼ばれる草 を初めとしたいく つかの写本が 存在す る。 

IU1' ^ • m • ^ m - S - 

6巻からなり、それぞれが、親鸞の説くオリジナル、「真•化」(の2種の極楽へ 
の往生)(:照応して、「偽」の邪教(:も言及する。初めに総序、おわり(:後序があ 
る。また、！13^3にも別 rf が設けられるといぅ変則的な形態がとられている。これ 
は「教行証文類」と表題にもあるとおり、他卷の成立の後(:11^を付加したこと 
にょ：もので、一^の重要性をぅかがわせるものである。 

⑩浄土真宗の根本聖典 

教卷の冒頭に「阿弥陀仏の救いのはたらき として 教行信証がある」 とすると お 
り、内容の中心は教•行•信•証の4巻である。これらの4巻に真仏土 •化身土 
の別巻を加ぇるがたちで、おびただしい経典を分類しながら「浄土真{あ」の「教 
行信証」を明らか(: しよぅと 試みたのが^-¢1日である。 

さらに端的 1 (:表現するなら、親鸞が最終的な方法論(:到達する(: いたる までの 
経 論釈疏の遍歴を類別•収集して、 自らの 信仰の正当性を証明す るため (: 歡され 
た 3- A .1- 日で あると いぇる。奎日にはついに、明確な統一感が意識される ことは なか 
つたし、仏教学的 田^: に 満ちた 論証は煩瑣に 過ぎる 感も ある。 

しかし、その膨大な引証や、時に未整理と もとれる 内容 (:も、一—一 g 雜； g 、 二 種 
極楽説といつた親^の明確な思相心体系を読み取ることができるのである。 


& 一丁 11 5 H 4 専修念仏批判に対して解答された 

_ w t ニーーロ-親鸞思想の中核をなす一大集成 


『顕浄土真実教行証文類』 






食『齡羹崧』。 i 茹自筆の書写本。蓮如は本書の奥書きで、''宿善の蠱 
益き〃者以外への閲覧を禁じている。（西本願寺蔵） 


® 「真弟」唯円によって著された親鸞の真意 

深い I *1 K 節と、逆説的田^'性(:満ち、聞き書きという、機を異にした甲^*的な不 
統一感から、多くの 誤解を生む要素が ある 反面、きわめて魅力的な仏書でもある。 

その！^勘には、いくつかの説があるが、今日では「*1/鸞上人面授の弟子」と 
いわれた nfrni によって著されたことがほぼ確実とされている。 

唯円は、19歳のときから' あたかもブッダに従うア—ナンダのごとく、親鸞の 
そば近く1:つき従った真^?である。親鸞の死後、唯円は、師の真の「信」を受け 
継ぐべき者たちに、師の意志とは ffl ? 41れない確かな違和感を感じたに違いない。 

『财 i (抄』 とは 親* • の真意とは異なる解釈や指向性(:対する歎きから著された信 
仰批判で ある。 それは近し く 見聞した師の肉声によっ て 信心の本質に立ち返らせ 
ようとす るもので あり、 ®.;義を正すだけの批判性をも持ちうるものだった。 

全部で 18 章から なる 圭■■は、前半の10章(:唯円が聞き書きした、師親繁の言行 
it ? 、 後半の 8 章には師の回想を含めた 歎きと 憤り、異なった信心に対する厳しい 
信仰批判を収めている。親鸞の法語は力強く生命力(:満ち溢れている。なかでも 
前半の 「i IiiEi 機」' 浄土の茲憩や、弟子 1: 関する法語は他の_にはない独自性 
を持っていて興味深い。後半の別序からは唯円によって「聖人の仰せに有らざる 
異義」が明確(:指摘され、異安心に対する信仰批判が繰り広げられる。 

後世、本願寺の書庫に眠つていた i 日に強く啓発されたと伝えられる蓮如は、 
奎日が内， , el する廣注ゆえに、封印する。世に出たのは明治以降である。 


歎異抄 


親鸞の真意を通して 
厳しく異端を断 じた 法語集 
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嫌-聖典の章 


いちまい S ん •) ん 1- I»i 

會『一枚起請文』。法然が臨終の2日前に著した絶筆。わずか二百数 

こんかいこう*ようじ 

十字に凝縮された法然の信仰思想の要義。（金戒光明寺蔵） 



かんじん')やくようし 5 う 

『観、 K 墨 

鬍3年？97)、1にょって著された。 S 教学の製頓で■恐を勧め 
た、ょり専修者向けの AS 日である。その内容には、称ん1心仏ょり撇 g (の念仏) 
を重要視する傾向があり、未だ定まった方法論の確立をみなかった、源信おょび 
日本浄土教史の過渡期を知ることのできる； ill 日である。奎日はそのため(:しばし 
ば、『往生_』とは異なつた撰者ではないかとも憶、她される。 

『15^鋈 ij (『法語』、『念仏法語』とも呼ばれる) 

漢文で撰述された『往生！ M 』 が、衆民にとって難解なものであったため、そ 
のエッセンスを仮名にょってわかりやすく著した、ある種の対機説法集である。 

ここで源信は、ょり進化させたかたちの口称念仏を、往生浄土への「起行」と 
して、こころのもち方である「安心」とともに説いている。 

『黒^:上4摄 P18 巻 52 章。一部、存命中の編»!も含まれる) 

法然滅後数十年を経て、種々に解釈される説を統合、一貫させ、弊!^の fJfl を 
はかる目的で、了亩心道光 (12 4 3〜1330)が師の法語、臺文、^!奪を収録、 
編纂したもので、『漢語燈録』10巻17章、『和語燈録』5巻25章、 『 til ; 容上人語燈 
録』3巻11章からなる。法然語録には、ほか(:親鸞集録の『所！ 』 等もある。 

『一_$』(『一枚起請』、『一枚御 iIf 』、 『£_』とも呼ぶ) 

建暦2年 (1212) 正月23日、臨終の病床(:ある法然が、弟子の i 房源智の 
懇請(:ょり授けたとされる短文。往生浄土の M がわずか2 りの中(:簡 
潔(:述べられている。 


その他の重要書物- 


- i ,■>■ ゾ -V 

rtn4 r : UB ，- 

，知せ約' t ^ r *;令/.,. 
ザ ^ t J:t.ih--A-J£g^ ぇ： '; i.' 
y.a ， 弋 15 i ベ， Aur^,,' I * - ふ 4 キ令 》-4 
fK 冬 , め *- 1 足 -.: tc-.Kf^T^” 
行/^ 6^> hjs , i :^ 、. 

91 T , :, 

ffc i , 

4 f'.Tf リ 
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會『三帖和讚』中の「浄土高僧^_」龍樹菩薩のページ。写真は、永享 
9年（1437)、本願寺住持存如による書写本。（専光寺蔵） 


『囊纱 』(全2巻。親震) 

"愚禿，とは 親■自ら、 生涯を通じて名のつ た 字で ある。 奎日は 大きく 上 . i 
に分けられる。上巻1:は、あくまでも真宗の立場から_の判釈(教説の f ) 

を 論じ、真宗が阿弥陀仏の選択本願1:基づく絶対の法門である ことを 表明する。 
上巻は「籍」の巻。下巻は「安心」の巻とも呼ぶべきもので、# i の『観経疏』 
に拠つて、自力を捨て' 他力に帰すべき ことを 力説する。親驚83歳のときの撰述。 

ni 一帖和淑』(親鸞が制作した 3 種の和讚《日本語による仏教讃歌》の総称) 

「浄土和譜」 『浄土三部経』をもとに本願の念仏を讚えた 116 首の和 it で構成。 

じようどこうそうわさん り2うじ1|>せしん どんらん どう J や< ぜんどう げんしん げんくうほうねん 

「浄土高僧和讚」® r 世親、 atsr 道綽、盡導、源信、源空(法然)ら、ィンド 
中国、日本の高僧 7 人を讃えた全 117 首の和！ r 前書とともに親鸞 67 歳の撰述。 

「正像末和譜」 親繁最晩年の撰述とされ、末法時代の究なよりどころとして 
の願の念仏に対する、®*と歓喜とが％^となつた和讚。親鸞は、，和讚，を"や 
わらげほめ，と訓み、それぞれ(:は、ふり仮名、訓釈に加えて、清濁、抑揚まで 
がほどこされ、広く衆民を対象としたことがぅかがえる。 

『末燈纱』 (1 巻。全22通) 

覚如の次男、従覚によつて元弘 3 年 (1333) に編纂された、親鶯の%*幫。 

『御 客(大谷派では「御文」、本願寺派では「御文章」と呼ぶ) 

蓮如が弟子たちに与えた f 体の法語集。真{示の要義を懇切、平易に説く。 

裂』 (全2巻) ， 

門弟によって筆写伝承された、一遍の言行録。和讚' 和歌、曹心なども含む。 


その他の重要書物——❷ 


親鸞、蓮 如、 一遍の真意を体系的に知る 
ための諸典籍 
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* 手印を組み、念仏の秘儀を授ける導師。 (『かくし念仏 考 =1 高 ts 把 伽 著よ：： 


一切外部の目を入れさせず、秘密裡に継承される念仏の信仰があるといぅ。 

神秘化され秘教化したその教ぇは、既成宗教の弾圧にも屈せず、今なお息づいている。 
真宗教団から離れ、独自の方法論を歩む新宗教と ともに、. 

異流の在家念仏の実情をさぐってみたい。 


異流念仏の章 


文=本宮眞吾 


呪術と現世利益を摂取した念仏信仰の異相 
































異端念仏信仰 t 浄土真宗系新宗教 


弾圧された地下信仰と多様な解釈を生んだ新宗教 


⑱異端信仰とはなにか 

ここ0フ MV .3 S は、東願寺を中 
心とする真宗10派の念仏信仰と兄解を異 
にする、きわめてマィナーな信仰の流れ 
といぅ意味である。とく(:本願_闭か 
ら見た f 口、東北のかくし念仏、秘事法 
門、カヤカべ教などを信仰するセクトは、 
すべて異端といぅことになる。 

東北を中心としたかくし念仏や秘事法 
門の fn は、念仏信仰と密教との習合が 
見られるが、その信仰のあり方や方法を 
めぐつて、本願_団からも、#^や諸 
藩からも厳禁されたため、地ド(:潜らざ 
るをえなかつたがある。 

ただし、薩摩のかくれ念仏は、薩摩藩 
の真宗禁制という政策によって地ドに潜 
つた真{示組織であり、あくまでも本願寺 
教団の支配ドで隠れて信仰を続けたため、 


異端とは兄ず、•止铳と兄 なされ •かくし念仏大綱派の常瑞寺に伝わる親鸞聖人骨见の 

る。 H じ薩摩のかくれ念仏でも、*影。如像が、—入滅後、その骨灰を衝 kM 
丨•ド に混ぜ、像を塗り上げたといわれる。 

カヤカべ教のょうに土俗信仰と 

すつかり習合したところは、異端視され 

るわけである。 

とはいえ、異端は正統を自認する教 M 
が、それ以外のセクトに対して勝手にレ 各時代の政治 - 
ッテルを張つたものであり、張られた方権力と深く結びつき、 

としては、自分の信仰こそがあくまでも その認可を得れば、それだ^^*8| 
正統であるという^^があることは改め で正統视され、社会もまたそれに追 
て述べるまでもないだろう。 随するという的ながあつた。 


JJ.、, 

# 


® 既成教団へのアンチテ—ゼ 

仏教 {: は^ f ' ir . 統も異端もない。だが、 
宗派が形成されていく過程で、宗祖の精 
神をどちらが 忠実(:継承しているかで、 
正統、異端論争が繰り広げられたのであ 
る。 

とりわけ、 H 本の場合は、仏教宗派が、 


1 
権力と深4ひ？' 

そ si 可を得れば、それだ'^^^111 
で.止統視され' 社会もまたそれに追 
随するといぅ其朱的な§があった。 

江戸時代にも正統と異端の争いを生ん 
だ宗派は少なからずあったが、中でも本 
願一:は、その最たるものだった。同 
教 M は、妙好人の信仰'^^仏者の理相 
となし、逆に教 M の教説 (: 批判的?, ■ 冬5仏 
者には異端のレッテルを張り、幕府の力 
をもって徹底的に弾. tt したのである。 

€の動きを兒ても、浄土真宗はちょ 
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つと^^みが違うとみれば、すぐに異安 
心だと騒ぎ立て、潰してきた歴史がある。 

も一^教けとは違つた新たな動きを起 
こそうと すれば、かくし念仏のよう(:秘 
密結；するか、あるいはまつたく別な 
信仰形態を とる ほかはなくなるのである。 

別な信仰形^^^なわち、真宗系新 
宗教は既成教 E からすれば、襲異端と 


いう こと(:なる のであろうが、十把一か 
らげに同一の沮上で論ずるわけにはいか 
ないほど、それぞれ特色があるといえる0 
そのなかには、親變の教えと、かなりか 
け離れているよう(:見えるものもある。 
また、既成教団の閉塞的な状況!:対する 
銳いアンチテーゼ的なものもある。 
ともあれ、異 f 心仏信仰や真宗系の新 


沱祚即余飪屮 .?;-)? 為^杰阿 >* 托砷即备— .&> 身1杧 



宗教という r /- 在が、時代の徒花なのか' 
あるいは時代の必然なのかは、性急に結 
論づけるわけにはいかない。同時(:また、 
11:統 (: せよ、里(端にせよ、 そうした _ 
で様々な流れがあるという「税実」を直 
视する こと (:よつて、：：：本(:おける^土 
系©というものを改めて問い直す契機 
(: もなるのではないだろうか。 
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，東北各地に伝えられる謎の秘密念仏宗教 


⑱在家に伝えられた浄土真宗の秘法 

かくし念仏とは、東北地方にみられる 
秘密宗教の一つである。 

•般には、岩 f を中心(:福—、宮 
城県、青森県(:みられる特異な「かくれ 
念仏」信仰をかくし念仏といつている。 
しかし、信者同士では「在家仏教」と称 
し、「浄土真宗御内法」、また単に「御内 
法」「御内証」といぅ0 

かくし 念仏(:は、八重畑派、渋谷地派、 
水沢派など多くの流派があるが、いずれ 
も起源を浄土真宗に求める。真宗 (: は本 
願寺が広める「表法」とは別に、親鸞や蓮 
如などに淵源するといぅ在，}^^(:3えら 
れた「内法」があり、この内法が江戸時 
代に京都の鍵：®宇兵衛という人物(:よつ 
て伝えられたと伝承されている。 

しかも、 かくし 念仏の人々は、本願寺 


を頂点とする「表法」の | 

側よりもむしろ在{豕の自 
分たち「内法」の側に「.止 
法」 は あると 考える。 

本尊としては面 c いこ 

こうぼうだいし こ、よう 

とに、弘法人師、興教人 
師(党鎪)、親鸞帮人が祀 
られる。勘のいい読者は 
M づかれたと思ぅが、こ 
の念仏は、密教の影響を 
多分に受けているのだ。 

r .- r «« J 橋梵仙の『かくし念仏考』(:よれば、 
このかくし念仏は、密教に念仏信仰を結 
合させた新義真 M 示の机•党鏈に始まり、 
後世、真宗の襲が偽託されたものとし 

ている。 

もともと真{示の形式は、かくし±仏入 
門の方便として IIJ いられているのであつ 
て、その真^究極の：：：的は、真 m 秘密の 



念仏(:よる即身成仏にあり、 そのことは 
かくし 念仏の杰豕である鍵屋五兵衛の著 
述 (: かかわる『鍵 M 内裏自問答』(:明記 
されているといぅ0 

ところが、真宗教団の勢力を利用しよ 
ぅとして、 方便と して 用いられたはずの 
親鸞の義が、いつの間(:か少なくとも 
表面上は親鸞の教ぇが中心であるかのご 
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とき現象を圼するよぅになつたといぅの 
である。 

高橋の説は、興味深いものであるが、 
その真偽については研究家の間でも決着 
を見ていない。 

⑱極楽往生決定の儀式•お取り上げ 

かくし念仏の大半の派では、弘法大師、 
興教大師、親鸞聖人が尊崇されるが、通 


常はクロボトヶといって親鸞の像だけが 
表立つて祀られている。また、村ごと(: 
知識1 人、 脇役2 人、 世話人3 人ぐらい 
がおり、信徒たちを取りまとめている。 

彼らは、真{示の義を信奉しており、 
弥陀の本願を信じ、称名念仏によつて極 
楽往生を遂げようというの(:変わりはな 


のための「お取り上げ」といぅ儀式が、 
様々な儀式の中でも最も重視されている。 
その法座(:は民家の奥座敷が当てられ、 
その正面(:、1ぁるいは蓮如の真筆と 
伝ぇられる「南無阿弥陀仏」の御名号を 
# h ける。 

祭壇(:は、松の芯芽、鉦、線 n 菓子 
などがおかれ、灯明が捧げられた後、信 
者になろぅとする者を1人ずつ導き入れ 
る0 

そして仏前に向かつて 
正座合掌させ、ひたすら 
「ナマィダ」もしくは、 
「タスケータマエー」を 

繰り返させ、最後に一種 
の^!^状態(:入った信者 
に、導師が阿弥陀如来に 
代わつてその助けを保証 
するのである。 

信者は、その儀式につ 
いて家族にさぇも語るこ 
とは許されず、そのため 
その全容はいまだ深い霧 
に包まれている。 
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議11カヤカべ教 〈九州〉 


土着の信仰とタブ—を伝える秘密結社組織 


® 藩から禁制とされた真宗の教義 

薩摩藩では、江戸時代の初期から明治 
#>新にかけて、約2 5 0年もの間、 キリ 
スト教と並んで、真宗は禁制となつてい 
た。 

これは、薩摩藩の封建体制(:とつて、 
真宗の襲が浸透することにょつて、農 
民たちが _(: 対する反抗組織を形成し、 
農民一揆などを起こす可能性を恐れての 
措置であつたとされる。 

領民はそのため、_の年2回、；^ 
人のところへ行き、本願寺の門徒ではな 
いこと を誓約していたのである。 

まるでキリシタンの踏み^ • を とさ 
せるものがある。だが、隠れキリシタン 
がいたのと！^に、かくれ念仏信仰者も 
存在した。 

そして、信卯が万一、発覚すると、厳 


しい拷問(:あい、その組織を^状させら 
れ、一村が藩吏の手で焼き払われたこと 

さえもあつた。 

薩摩藩の真宗の禁制ド(:あって、彼ら 
は過酷きわまる弾圧にもかかわらず、本 
願#^団と密接なつながりを保ちながら、 
その信仰を極秘裡に堅持していたのであ 
る0 

その点、反本願1団の旗幟を鮮明と 
した東北のかくし念仏系の信仰とは、ま 
ったく性格が異なっている。薩摩藩のか 
くれ念仏信者はあくまでも本願^^ E の 
従§ 構としてとどま つたからである。 

その流れとは別に、江戸中期(:本願寺 
教団との i が絶たれて孤立化し、修験 
道や神道など土着の信仰と結びつき、独 
自の信仰形態をとるかくれ念仏信者のセ 
クトが出現した。 

ぉぉすみのくにぁぃらぐんきりしませいろく 

大隅国^郡の霧岛西麓•帯(:存在す 



るカヤカべ教がそれである。正^(:は 

まきぞのよこかわれんめいきりしまこう 

「牧 la •横川連盟霧_」という。 


#神道的宗教に改編され現在にいたる 

この セクトは、 秘密結社組織で あるた 
め、長い間、•般的 (: はその存在が知ら 
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れることはなかつた。それが知られるょ 
ぅ(:なつたのは、まつたくの偶然から だ。 





この秘密宗教には、鶏肉を食べないと 
いう 独特のタブーが ある。 戦後、給食が 
実施され るよう (:なつた こ 
ろ、どうしても 鶏肉を食べ 
ようとし ない児童が いるの 
に教師が気づいた。そして、 
その 原因を調べて いくうち 
に、 その 家族がカヤカべ教 
の®であることがわかつ 
たので ある。 

さて、カヤカべ教の歴史 
を迪れば、その開祖は' 薩 

まのくにいじ 2C いん みやはらしんたく 

摩国¢4*院の宫 i 託とい 
う山伏出身者である。 

彼は西本願寺で真宗に帰 
依した のち、 宗教坊を名の 
つて、殉教した。開祖の殉 
も、らは土俗化し 
た真{示の儀礼を夜間ひそか 
(: 行つてきた。 

当初は修験道系の色彩が 
濃かったが、_のころに 
霧§宮の神と感応するこ 
とができた吉永市蔵なる人 


物が現れ、神道的な宗教(:改編したとい 
う0 

视在もカヤカべ教は牧[ II の吉^;豕を中 
心に形成されている。|»-]{|、1 : .&::知識 
といい、教主的性格を有し、此襲制であ 
る。そのド(:流れ親、郡親、知識などの 
§がおり、そのド(:;般信徒がいる。 
床の間(:は天孫降臨の掛軸を掲げ、当事 
者は霧と称している(カヤカべ教 
というのは通称で、カヤで作られた力べ 
を拝んで今心仏を称えるとされたところか 
ら、そう乎ばれる)。 

だが、そこで tf われる「おつとめ」は、 
「お経」「お和讚」「おかぃげ」(領解文)「お 
つたえ」(お説教)などのタィトルからも 
明らかなように、一応は真宗の版式に則 
つたものである。 

とりわけ「おつたえ」と呼ばれる13種 
類の説教は代々||<伝で伝承されたもので、 
教えの由来、 M の起こり、仏法の f 、 
真宗の開宗など、親鸞から吉永11/蔵にい 
たる相承や霧！宮との^^が2時間ほ 
ど説話風に語られている。宗教学的にも 
民俗学的(:も、非常に没取なものである。 
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1© I 秘事法門 


暗闇の密儀にょって継承される念仏信仰 


⑯本願寺から「異安心」と呼ばれた襲 

siiii の子 . sil が、父親から夜中にひ 
そかに授かった真{示の秘儀といぅのが、 
秘事法門でぁる。 

秘密裡に§するため(:この名称があ 
るが、本願寺からは、異安心(異端)と 
されている。 

実をいぅと、秘事法門と先に述べたか 
くし念仏との相違を述べる ことは 難しい0 
2つの信仰はいろいろと習合しており、 
厳密に区別しがたい1ころが多いからで 
ある。 

ちなみに、高橋梵仙(:ょれば、かくし 
念仏と秘事法門とはまつたく別物である 
という0 

その理由は、秘事法門は真 {1 M $ のい 
う真{示の中から生まれた「異義」「異安心」 
であるが、それに比して、かくし 


念仏は、真言密教を起源とする念仏信仰 
だからだといぅ。 

南北朝時代(:越前の如導が不拝秘事を 
唱えて、それを秘事法門と呼んでから、 
三河、越前、常陸、ド野など、各地に伝 
わった。 

秘事法門を伝えた人々は、本願寺の僧 
侶たちが説くことは親鷥の奎思ではない 
とし、',内証.つまり信仰の奥義はこの法 
門1:秘密裡に伝承されてきたのだと主張 
した。 

外部に対しては徹底的に秘密主義をと 
り、この教えを信ずるものだけが、秘密 
の儀礼(:よつて最高奥義に達することが 
できるとされた。 

そして、深夜ひそか(:密室でその密儀 
を行つたのである。そこで、「御® r 心仏」 
「庫裡法門」「土蔵秘事」ともいわれるの 
である。 


㊃ 土蔵の暗闇の中で行われる秘儀 

密儀を行う際は、教主的#在である「善 
知識」が# r 者を土蔵の暗闇の中に招き入 
れ、鍵をかけて、その！®?に次のように 
言い聞かせる。「このたび、以前からの望 
みどおりに極楽の人となるのである。た 
だひたすら(:『助けた まえ』と 称えよ」 

その称え方については、「左右の指を組 
み合わせて、みぞおちに当て、強く押さ 
え、目を閉じて善知識から目を開けてよ 
いといわれるまでは、開けず(:称えよ」 
という。 そして 「この_を終えて救わ 
れたとき(:は、年を終えて春を迎えたよ 
うな 清々 しい 気持ちとなり、また妊婦が 
安産してゆつたりとしたような気持ちに 
なる。この.念の時を往生が決定した時 
刻と定めて、そのあとは命が n -; き長らえ 
ればそのまま念仏を称えよ。それが報恩 



の多今 X 芯仏だ」などと救済の秘儀の心構 
え、重要性を説明するのだ。 

信者は、その指導のもと、：心不乱(: 


「助けたまぇ」を称ぇ続け、暗間の屮で 
茫然自失、エクスタシーの状態(:なつた 
瞬問、さつと明かりが差し出され、「今こ 
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そお助けなされたぞ」と善知識の声が闇 
を破るがごと く (:発せられる。 もしくは、 
杓でのようなもので肩が。ハシッと叩かれ 


ハツと 我に かえつた 
1¢#は、今 こそ 自分は 
救われたと感知し、感 
涙にむせぶ。 

そのあとで、初めて 
「南無阿弥陀仏」の六 
字の名号を称えること 
が許されるのである。 

江戸時代中期以後、 
秘事法門はしばしば発 
覚し、餃しい弾王を受 


i _ I : 


V 


/ 


本.- 


事法門の秘事。秘事を受ける幼児は、導師の 
指示で I 気に息を吐き、息が耐えられなくなった 
瞬間に、導師から「お助け」の声がかかり.' 両側 
人が幼児迻伏せる。峰儀式が終わると導師か 
如上人御文」を受ける。(『かくし念仏考』よ 


歴史的には京都から 
招津、河内方面(:まで 
蔓延した「宝！！堯覚の 
秘事」、江戸に おける 
「明和発覚の秘事」京 
都に おける 「天明•寛 
政の秘事」の3つが柯 
名で ある。 
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新宗教— 


1真宗長生派 


(しんしゆぅちょぅせいは) 


ブラ—ナ理鞠て独自の健康法を開発する 


⑱霊肉 I 体の救済をめざす真宗系新宗教 

らいせ じようどおうじよう If ん 

来世の浄土往生はもちろんのこと、現 
世においても、できるだけ長生きして人 
生を謳歌しようという発想のもと、プラ 



—ナ療法と呼ばれる特殊な健康法を真宗 
系の^®(:組み入れて生まれたユニーク 
な教団が、真宗長生派である。 

開祖は柴田純宏法師で、もともと真宗 
大谷派に属してぃたが、昭和24年(:「霊 
肉•体の救济」を掲げて長生教団を組織。 
その後、昭和 28 年(:真宗長生派として宗 
教法人となつた。 

この教団の特色は、なんといつてもそ 
の独自の健康法(:ある。 

戦前は各種の霊術、民間療法が流行し 
てぃた。ぃわく霊感透熱療法、気合術、 

れいしじ2つ しんりょくは*|2ぅじ>|>つ さいみん しんれい 

霊子術、心力波及術、催眠療法、心霊療 
法、生気療法などであるが、ブラーナ療 
法 もそのひとつといえる。 プ ラー ナ とは、 

「繫、や難、露」などとぃぅ意味 

の サンスクリット 語で、 ィンド 哲学では、 

ばんぶつ まんげん 

宇宙万物の本源をなすものであるとされ 


開祖(:よれば、人間は誰でもそのブラ 
1ナを多かれ少なかれ持っているもので 
あると いう。 そして^^と いう^象は、 
このプラーナが欠乏するため(:起こるも 
のであり、それを治すため(:はプラーナ 
を充実させればよいというのが基本的な 
考え方だ。 

つまり、人間は一定量のブラーナを持 
つているが、 その 増減によつて健康(:も 
なり、 ^健康に もなるというの である。 

開祖はそのプラーナという考え^を、-卜 
軸(:、それを沐内で活性化させるために、 
背骨の歪みを矯正す るカィロ プ ラクティ 
ック 療法 や 一種の暗示療法で ある 精神療 
法を加えて、独自の健康法を創出したわ 
けである。 

開祖は宗教法人化した翌年に死去した 
が、その後、^の阿やを経て、長男の正 
義が管長職を継ぃでぃる。 
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•- -- 異流念仏の章 


新宗教-❷ 


I 大法輪台意光妙教会 


「本願さん」の名 V 人々に親しまれた靈 


だいほうりんだいい 
こうみょ*ょうかい 


® 自ら阿；^仏と化して民衆を救済 

あみだぶつ 

阿弥陀 仏は 人を 救う仏であることは い 
うまでもない。ところが、第2次世界大 
戦の敗戦の報を聞いた瞬間、突然神憑り 



となり、あろうことか、自らが阿弥陀仏 
と化して、人を救う「^1-:き仏」(:なった 
のが、「本願さん」こと' 大法輪台意光妙 
教会の江 n ヤエ教祖である。 

長篇平戸島で浄土真{一采願寺派の寺 
院の娘として^ •: まれたヤエは、戦 ^$^5- の 
昭和19年(:夫と死別、 しかも 戦争で2 人 
の息子を相 a - いで失う という一^- Jjf のどん 
底(:あったが、それでも戦勝を信じなが 
ら、ひたすら阿弥陀仏の本願にすがって 
暮らしていた。 

ところが、敗戦(:よつて：挙 (: 緊張の 
糸が切れてしまったのである。 

もともと霊媒体質であつたヤエは、こ 
の世の者とは思われない すさまじい 剣慕 
で「われ本願なり、われに 還れ！」 と絶 
叫したという。他力信仰から自力信仰の 


極致へ 18 〇度 i - v . 


(トランスファー) 


j てしまつた55歳の^-:き仏「本願さん」 


の誕生であった。 

「本願」 とは もちろん、阿弥陀仏が：切 
衆中を 救おうとして 発した誓願の ことで 
あるが、[»]時(:、その願を其现した人と 
ぃう意味もある。これは信州善光寺の尼 
僧を「本願」 と 呼んでいる ことから も明 
らかであろう。 ヤエ 自身のパーソナリテ 
ィーにも、後者の「本願」が濃厚に反映 
されている ことは 間 i 連いない。 

ヤエは、日ごろから「(自分は)人の姿 
をもって現れた如来で ある ぞ」「本願を慕 
ってくれば、助けてやるぞ。すがっ てこ 
い」などと 言つていた。 そして 実際に自 
分の身体を媒介にして、磨 S を治す一方 
で、悩みを抱えた人に対してはしかるべ 
く教示を行つたとい われる。 

「弥陀本尊御中体如来」のヤエは、昭和 
53年に87歳で死去。教1:は娘の法寿意が 
継承している。 
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I 指圧療術による健康法が布教の核 


M 朋連動に深く共鳴する。 

そして' その 教えの実践と' 健康法の 
普及を合致させる ことを 決意し' 戦後の 
昭和24年、同教団を設立した。 

本尊を南無阿弥陀仏の御名号とし、教 
血'ハとしては、真宗ではお馴染みの『正信 
偈』『和讚』を用いている。 


_真宗の藝と同朋運動を合体 

この教 M は、先に紹介した i 
健康法を布教活動の推進力1:して 

いる。 

ここで行われている健康法は、独自の 
指•出 f が中心であり、家庭生活の安楽 


を願ぅため!:教祖が編みだしたものとさ 
れている。 

教祖は、明治33!まれの西村寿覚道 
赴。もとは真{一尖谷派の！555であり' 昭 
和 16 年、独自の健康法を並及するために 
P 今道同朋教会を創設。その後、阿弥陀 
仏をとも(:信仰し、同じ道を歩むといぅ 
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• -一異流念仏の章 


新宗教 -0 I 中山身語正宗 (なかしんごしょぅしゆぅ) 


妙好人と修験者の個性を合わせ持つ_ 


⑩浄土真宗の影響濃い真言宗系教団 

「さてもさてもかたじけない 南無 



3 :弥陀仏南無阿弥陀仏光明遍照卜万 
世界念仏衆中摂取不捨とはとかれた 
りなむあみだぶつ……」 

この宗派の勤行用の『御座文』で 
ある。まるで 妙 好 人が 称ぇる かの よ 
うな 仏讃嗅文では あるまい か。 

それを天^:で授かつたという教祖 
•八坂覚恵(本名•木原松太郎)は、 

し tl>f/v じや あ 

妙好人と修験^を掛け八：：わせたよう 
な独特の個性であった。覚恵は：：间野 
U 1 JI で if たことから、 S 勾鉛 
黨示系に位置づけられているが、浄 
土真宗の影響が顕苦なのである。 

明治3年、真宗の家(:中まれた覚 
恵は霊的体 SV あったようで、幼少 
時から人(:兄ぇないものが兄ぇたり 

したという。エ(:「 . ナムアミ 

ダブツヲ ヒラクゾ」という 文字が M 
えた こと もある。 


炭焼き' 農業、漁業など さまざまな 職 
業に就ぃたが、 42 歳の時、妻が死考絶 
望のあまり、残された3人の子を道連れ 
に入水自殺をはかろぅとした1刖、仏の 
声を聞き、宗教の世界 t : 目覚める。 

荒穂六社 A - 明神1:導かれるまま(:基山 
山羁て行 (: 入り、翌年の大正元年、弘法 
人帥が枕：兀に示现'「この度根本大悲の親 
は、頼む一念身語正と開くぞ、日本の国 
のすみずみから世界の国のはしぱしに至 
るまで 開いて助けて行くぞ 」 と 告げ' 覚 
恵に立教を命じた。 

ただちに 覚恵は高野山に上って得度、 
勢力的に布教！ SS を展開する。信者は淹 
行、念仏行、巡礼行などを行い、最後(: 
秘儀を；^ されるといラ。 

なお覚恵は1 i ^17 年(:死去。その法脈 
を受け継ぃだ息子の覚照が、|»] 21 年、ん1 
野山真言宗から独立し、.{示を， I 5 t > r . した。 
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—過激な布教活動を展開する原理主# g 教団 


⑱西本願寺と対立する急進的集団 

真宗系の新宗教中、最も濃な布教展 
開を行つているのが、浄土真宗親鸞会で 
ある。富山県高岡市を本拠地(:して北陸 
地方は もとより、 近畿 や中部地方の ほか、 
大都市部にまで勢力を延ばしている。 



同会は親鸞のに立ち返り、個人の 
救ぃを強調する徹底的な原理運動を推進 
している。そのため、•時期の創価^%ム 
の折伏^ R と対比されることも多い。 

それだけに、教、：の理論武装はきわ 
めて 進んで いる。 一一^も熱心に^ g を学 
び、既成の真宗教団の僧侶以上に勉強し 
ているともいわれるほどである。 

親■会(:ょれば、親鸞の救済論は、現 
在た だいまはつきり 救われる ことにある 
とい*フ 。そのため同八 M では 「生きている 
人間を 生きてぃる 間(:絶対の幸福(:導く 
ことを 使 叩」としてい る。 ところが、 西 
本願寺は死後の救ぃを説き、葬式と法事 
に明け暮れて いるなどとして、 同教団に 
対して 「破邪顕正」の鉄槌を下すの だ。 

親繁会の教祖(会長)は' 高森顕徹で、 
昭和4年に浄土真{1¥願寺派の高岡教区 
氷見組の I 豊等の寺族として生まれた。 


その後、龍谷大学で学び、昭和22年に同 
派で得度した。5年後に徹£ムとしてス 
夕—卜、昭和33年(:現在名に改称した。 

高森会長は本願寺派内部で、^4派の 
f 菜鋒として活動を続けていたが、異安 
心に問われるなどして、埒があかないと 
みたのか、昭和45年に同派のを離れ、 
一段と f 蓮的になつた。 

親鸞会の活動部隊は主として若い男女 
である。寸暇を惜しんで、布教活動に励 
む強烈な使^®をもつていることから、 
ある種のマィンド•コントロールをされ 
ているのではないかと見る向きもある。 

なお、親®会はこれまで幾度か浄土真 
{一！^願寺派当局に対して、^®問題を主 
とした挑戦的な質問状を叩きつけている。 
だが、同派当局は親鸞会を「_解釈が 
まつたく別の宗教団体である」として、 

其$的に相手(:していない状況である。 











浄土仏教の源流 




西アジア起源の楽園信仰から 
民衆のエネルギーを吸収した称名念仏へ 
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• 宗派と歴史 


® ユ—トピアの誕生 

極楽とは、苦もなく、死もなく、黄金 
の輝きに満ち、見るもの、聞くもの、食 
ベるもののすべてが人に至福を与える楽 
園だという。人はだれでも阿弥陀仏とい 
う仏の意思によって、この楽園に招待さ 
れ、永遠の生命を生きる——〇 

このようなユートピア観は、いつごろ、 





どのようにして生まれたのだろう。 

有力な説の一つは、西アジアに起源が 
あるとする ものだ。釈尊の滅後数百年を 
経た紀元前後ごろ、仏教はガンダ i フ地 
方(パキスタン北部•インド西北部)に 
広がり、カイバル峠を越ぇて西アジア(ベ 
ルシア)に展開した。 そこで 生まれた 極 
楽の原イメ I ジは、今のイランあたりの 
オアシスを理想化したもの だとい う。 

極楽の美しいありさまを説く『阿弥陀 
経』において、清らかな池、ふくよかな 
香りがただよう林が語られているのも、 
かわききつた大地の中に忽然と緑なす才 
アシスをイメージしたものと考えれば、 
なんとなく納得がいく。とすれば、もと 
もとの極楽のイメージは、仏画で表現さ 
れたものより、幾何学的で明解な構図を 
もつイスラム庭園の美しさに近いもので 
あつたかもしれない。 

あるいは、極楽を描写する経典にしば 
しば黄金が登場することから、金を聖金 
属 として 尊重した g エジプト文明との 
関わりを指摘する説もある。 

また、西アジアではキリスト教の イコ 


ン(聖画) に 類似した黛が多く発掘さ 
れ ており、極楽はエデンの園やパラダイ 
スと 共通す るイメージをもつ た楽園とし 
て 語られるよぅになつたとも考えられる。 

そのほか、インド起源説では、ヴイシ 
ユヌ神やシヴア神などの神話に登場する 
天国が極楽に変容したとする。そのなか 
で興味ぶかぃのは、太陽神ヴィヴアスヴ 
アットの子•ヤマの王国を極楽の原型と 
する説である。そこでは死者はよみがえ 
り、地上の苦しみから永遠に解放される 
のであるが、ヤマは後に中国に伝わると 
地獄の主宰者•閻魔に 転じる。 仮に極楽 
の原型がヤマの王国だとすれば、極楽も 
地獄も、もとは同じといぅことになる。 

しかし、どの説も推測の域を出るもの 
ではなく、確かなことはわからない。お 
そらく、仏教がさまざまな宗教と融 A 口す 
る過程で極楽が誕生し、強烈な楽園のイ 
メージをもつて語り伝えられるようにな 
つたのであろう。 

® 阿；^仏の出現 

ところで、仏教には、2つの大きな流 
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れがある。 ひとつは アジアから中国 
•チベット•韓国•日本に伝わった北伝 
仏教、 もぅひとつはスリランカや 東南ア 
ジアに伝わつた南伝仏教である。北伝仏 
教は大乗仏教とも呼ばれるが、阿弥陀仏 
という 仏の存在が語られる ようになつ た 
のは、この大乗仏教においてであった。 


阿弥陀仏出現の由来は、『浄土三部経』 
の一つ『無量寿経』に説かれている。 

それは、はるかな過去のこと、錠光如 
来と いう 仏の後に 52 の仏が出現し、 つい 
で世自在王仏と いう 仏が世にあつたとき 
のこと であつた。時に法蔵比丘と いう 修 
行者があり、生きとし生けるものの救済 


を願って多くの仏につかぇ、5劫という 
永劫の時を修行と甲叢に費やした後に、 
48 項目の誓い(本願)を立てた。その誓 
いを実現するために、さらに10劫のあい 
だ修行し、ついに誓いのすべてを実現し 
て阿弥陀仏という仏になったという。極 
楽というユートピアは、法蔵比丘が仏に 










• 宗派と歴史 



しらこうそうれんざ じ》てんじんせしん どんらんぜんどうどう U く 

會『七高僧連坐像 jo 龍樹、无規(刪、昼驚'善導 ' m 

げんしんえんこうだいしほうねん こくふべついん 

源信' 圆光大師(法然）を描く 0 (西本頤寺国府別院蔵） 


なって築ぃた仏土(仏の国)でぁり、阿弥 
陀仏を 信じる 者は、仏の誓約のとおりに 
極楽に導き入れられるのだといぅ。 

この『無量寿経』が成立したのは紀元 
2 世紀ごろといわれる が' ここで 錠光如 
来や世自在王仏といつた過去の仏のこと 
が 語られているょぅ に、そのころ、大乗 
仏教では釈尊以外にも無数の仏が存在す 
ると 考えられるようになつていた。直近 
の過去仏が釈尊であり、未来には弥勒菩 
薩が仏に なつて 出現す る。 その間の現在 
は、西方に阿弥陀仏、§に阿閃仏、そ 


の他の方角にもそれぞれ仏があって人に 
救済の手をさしのべているといぅ。 

この 中で、なぜ阿弥陀仏の信仰が突出 
してきたのかは定かではなぃが、日没と 
死のィメージが連続し、死後の永劫を期 
待する心意が西方の極楽浄土への信仰に 
つながつ ていつたものと 思われる。 その 
ため、初期の浄土信仰は極楽の美しさを 
リアルに実感する瞑想法(観法)を軸に 
発展した。 その 主要な経典が 16 種の観法 
(十六観)を説く『観無量寿経』である 
が、 この 経典はインドでは なく、 4 〜 5 


世紀に*-^アジアか中国の西域で編纂さ 
れたものと M されている。 

なお' 阿弥陀とはアミターユス(無限 
の寿命=無量寿)もしくはアミターバ(無 
限の光=無量光)の音写で、もともとは 
釈尊の® t # の一つだったらしい。 

® 中—土教と浄土五祖の系譜 

浄土教は、やがてシルクロードを経て 
中国日本に伝ぇられた。最初に中国で 
翻訳された浄土経典は2世紀後半に訳さ 
れた『般舟三昧経』である。 

この 経典は、7日7晚、静かな堂に こ 
もって阿弥陀仏を念じょと説く。精神を 
統一して仏に甲欠芯をこらせば、阿弥陀仏 
が出現し、心身の快楽が得られるという。 

この修行法を「常行三昧」といラ。初 
期の中国浄土教は、この常行三昧を中心 
としたものであった。4世紀には慧遠と 
いう僧が「白蓮社」という念仏結社を組 
織したが、その行法も精神統一にょって 
阿弥陀仏を瞑相 f ること(観相父芯仏)で 
あって、阿弥陀仏の名を称ぇることが救 
済につながるとい* rsi ： 名念仏(口称±仏) 
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の像。左より法然、親驚、良忍、真盛、一遍。 


も詳細(:ィメージ化されてきた。決定的 
な影響を与えたのは、比叡山横川の僧. 
源信 (9 42〜101 7) が著した『往 
生要集』である。 

『往生要集』は、地獄の_を描きあげ 
た書として知られるが、その趣旨は書名 
のとおり、極楽往生の秘訣を示したもの。 
そして、往生するための行として称名念 
仏の¢1#も認めてはいるが、それは平易 
で行いやすいという消極的な意味であり、 


やはり阿弥陀仏と極^ > it 土を念じる観想 
念仏を根本とするものであった。 

こうした観相 i 仏は、阿弥陀来迎図な 
どの浄土教美術を大きく発展させた。宇 
治の平等院鳳凰堂のょうな i な阿弥陀 
堂が建立されたのも、極楽の姿をこの世 
で見たいという観相 t ;. a ; 仏の影響にょるも 
のである。おりから平安時代も末期にか 
かり、末法末世の無常観がさらに浄土へ 
の憧れを高めたのであった。 

しかし、それは貴族仏教の世界の話で 
あり、庶民のあいだでは称名念仏がきわ 
めてパワフルなものとして成長してきた。 

念仏聖の出現——ここで登場するのが 
S 時代中期の空也？0 3〜97 2) 
である。市聖と呼ばれた空也は寺院とい 
う聖域を離れて遊行し、ちまたの人々を 
踊り今心仏のエクスタシーに巻き込んでい 
った。かれは八.3;仏をきわめてエキサィテ 
ィングなものに§したのである。 

浄土教といえば、罪の意識と末法とい 
う時代認識に裏打ちされた衰退論的な仏 
教という印象が強い。しかし、それだけ 
では大きく発展す ることな どありえない。 


むしろ民衆のエクスタシーこそが口本の 
浄土教を発展させた原動力であった。 

その証拠に、浄土宗の開祖•法然 (1 
133〜121 2) が四国に流された事 
件のきっかけは、弟子が催した念仏会に 
参加した f 羽上皇の女房(女官)が感 
激して出家してしまつたことであつた。 

その念仏会は i 愚の『六時礼讚』に節 
をつけて歌うというもので、今でいえば 
ロック大会のょうなものであつたらしい。 
浄土真宗の開祖 • i が流罪赦免後に信 
濃善光寺に入ったのも、彼の京風の声明 
念仏が歓迎され、音楽僧として招かれた 
のではないかという説がある。今日にお 
ぃても、 各地に寺院を離れた形で行われ 
る念仏講があり、いつ建てられたとも知 
れぬ名号石(南無阿弥陀仏と刻んだ石) 

が 全国いた るところに 存在す ることにょ 
って、民衆が阿弥陀仏に寄せた信仰と エ 
クスタシー の残光を 感じることができる。 

ともあれ、そうした民衆のエネル ギー 
に正統の教義を与えたのが、法然であり、 
そこから 日本の浄土教は新たな発展の段 
階を迎えたのだった。 
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\ 1-暴 


















• 宗派と歴史 


浄土宗の歴史 

i の意志を継ぎ、念仏 
2^?て全国を_ 


® 専修念仏を掲げた法然 

浄土宗は、平安時代から鎌倉時代への 
i 期にあたる§5年(1175)、法 
然房源空にょって開かれた。 

法然という人は比叡山に伝わる円頓戒 
という戒律を守りつづけた清僧であり、 
学問の造詣の深さは「_第一の法然房 J 
といわれたほどだつた。しかし、その遺 
言の書である H 枚起請文』で、法然は 
大意、このょうに語つている。 

「私の念仏は、中国や日本の学僧が講釈 
する観想の念仏ではない。ただ、念仏を 
申せばまちがいなく極楽に往生すると思 
い定めて念仏を* V ほかに、特別の理由 
はない。一文も知らない一 r 純の身になつ 
て、ただ一向に念仏しなさい」 


ここで法然は、それまでの仏教が価値 
を置いてきた学問や修行は、むしろ救い 
を妨げるものだと主張している。法然は' 
中国の W # が著した『観経疏』の一節に 
よつて、そのことを確信したといぅ。 

「一心にもっぱら弥陀の名号を念じ、行 
住坐臥に時節の久近を問わず、念々に捨 
てざる。これを正定の業と名づく。かの 
仏の願に順ずるがゆえに」 

仏の願、すなわち阿弥陀仏の本願とは、 
阿弥陀仏が修行時代に立てた万物救済の 
誓いのことで、48項目あることから「四 
十八願」ともいわれる。その 18 番目に、 
南無阿弥陀仏^ I ：えることで救われると 
い^^:名念仏の思想がある。従来はそれ 
ほど重視される項目ではなかった。 

それは、口で称える念仏は下位の補助 



的な修 

行法であり、精神統一し 
て阿弥陀仏と極 S 土を心 
に念じる観相父ぶ仏が浄土教の 
本流だったからだ。また、浄 
土教以外に、南都(太®)の i ® {示や天台法 
華仏教など、複雑な^#と儀礼に彩られ 
た古来の仏教こそが^ g であり、口で南 
無阿弥陀仏^:えるだけの仏教など、ま 
っとぅなものとは考えられなかつたので 
ある。 

しかし法然は、だからこそ今は称名念 
仏が救いなのだと逆転の発想をした。世 
は衰え、今や誰が正統の仏法を行じるこ 
とができるであろう。自分はすでに、戒. 
定•慧の三学(戒律遵守と精神統一と^ 
問)の器ではない。仏法を行じようにも 
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峰『法然上人伝法絵』に描かれた法然とその 
弟子たち。法然の絵伝では最も初期のもので 
ある。(善導寺蔵) 


自分の力をもつてしては、とうてい晤り 
に到達できない。 

であるならば、そんな人でも今^仏 さえ 
称すれば救うと誓つて仏となつた阿弥陀 
仏の力を信じる以外に方法はない。法然 
は自分をいかなる盖戶仃 もな すことのでき 
ない悪人と規定し、今は口に称える念仏 
が選択され るべきとき だと主張して、た 
だ念仏を称えること、すなわち専雙芯仏 
の門を開いたのだった。 

そこから個の内面を見つめ、一種の原 
罪意識に裏打ちされた深い®が生まれ 
たとされる。確かに、そうだったのだろ 
う。が、法然のもとに_した人の多く 
は、 もうちよつ とのん きな 人々 だつ たよ 
うだ。 

信徒の！* S に答えた『百四十五箇条問 
答』には、「酒を飲むのはいけない ことで 
しようか」といつ た S が あり、 法然は、 
「世の習いだから仕方あるまい」 ときわ 
めて世俗的なをしている。こののび 
やかさが、法然を源流として真宗や時宗 
などが生まれるなど、さまざまに発展し 
た理由だったと思われる。 


® 法然教団の形成と厳しい弾圧 

ここで「浄土宗」といわずに「法然教 
団 J と記したのは、法然自身には一宗を 
立てる意思がなかったからである。 その 
教団は法然が馬を結んだ吉水(京都市 
東山区)を中心に形成された自然発生的 
な同信者の集まりであり、信徒には公家 
の九条兼実、武士の熊谷直実など、さま 
ざまな立場の人がいた。直弟のほかに、 
独自の集団をもつ念仏聖たちも自由に出 
入りし、ゆるやかに結びついた念仏連合 
をつくっていたょぅだ。 

この 連合は既成の仏教秩序をおびやか 
すものだったため、南都や比叡山からし 
ばしば攻撃され、朝廷に念仏停止の訴ぇ 
が出された。そして、 a ' 永2年 (120 
7) 2月には、弟子2名が死罪、法然ほ 
か弟子数名が流罪と いぅ® 断が下された。 
これを の法難」 とい •フ 。このと き 
の流罪はその年の暮れに1免されたが、 
弾圧はそれ以降も i で、法然の！一後、 
墓が暴かれるなどの受難がつづいた。 

しかし、もともとが民衆のエネルギー 
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• 宗派と歴史 


に支えられたゆるやかな連八口体である。 
法然教団を完全に押さえつける ことは、 
朝廷や大寺院の権威をもってしても不可 
能であった。むしろ弾圧は法然の弟子た 
ちを京都から地方に分散させる ことによ 
つて、専修蒼仏が地方に拡大する契機を 
あたえたのである。各地に分散した弟子 
たちを源流として諸派が生まれ、今日の 



浄土系讀示派のもととなつたのである。 

そぅした 派祖の一人が、越後への流罪 
の後に関東に下り、浄土真宗の祖となっ 
た親鸞である。一方、京都にのこった証 
空は京都での念仏の中心的なリーダーと 
なり、西山派諸流の祖となった。 

㊃ 証空と西山 派 諸流の誕生 

1 人 i 動 S (1177 〜124 7) は、 

せん* is-v ほんがんねんぶつし*う せんじゅつ 

法然の主著『選択本®.2:仏集』の撰述を 
f した高弟であり、学識の深い人であ 
った。源親季の子で久我通親の養子とい 
ぅ貴族の出身だつたことが、流罪をまぬ 
がれた理由だったらしい。また、師の法 
然から円頓戒を継いだことから、清蠢 
白な人であつたことも知られる。 

法然の没後、証空は西山##寺北尾の 
往生院〇二鈷寺/京都市西京区)を譲り 
受け、ここを拠点に念仏をひろめた。そ 
こから証空は「西谷の上人」とか「西山 
上人」と呼ばれ、その門流は西山派とい 
われるようになつたのである。 

ところが三鈷寺は天台宗の寺であり、 

証空はそれを天台座主の慈円から譲られ 


てぃる。証空は、襲の根本を徹底した 
他力信心に置ぃたが、同時に天台浄土教 
の常行三昧や観相寧心仏の修法をとりこみ、 
再興した人でもあった。白$ぶ仏(混ざ 
りけのない念仏という意味)という名の 
もとに^# の純粋性を保ちながら、その 
他の要素を包摂したことで証空の念仏は 
京都の公家たちにも受け容れやすぃもの 
となり、 一^く支持され た。 

そして、京都で今心仏の主流を形成した 
証空の弟子のなかで、4人が新たに門流 
を開ぃた。浄音の西谷流、円空の深—、 
証入の東山流、道観の嵯峨流の4流であ 
る。 さらに 浄音の弟子の了音が六角流、 
三鈷寺の示導(証空の雪子)が本山流 
を開き、あわせて西山六流となった。 

このうち 発展した のは 西谷 流と 
であるが、統合と分裂の変遷を経て、現 
在は西谷流の流れをくむ西山浄土宗と浄 
土宗西山禅林寺派、を受け継ぐ浄 
土宗西山_派の3派がある。 

⑱浄土宗の成立と教線の拡大 

馨2年 1212) 1 IJ に法然が没 
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すると、 専^^仏の解釈には さまざまな 
ものが生じた。そのことに危機感をもつ 

しようこうぼうべんちよう 

た聖^房弁長 (116 2〜12 30 0) は、 
九州の熊本にあって 

を著した。帥の法然から受け継いだ念仏 
の教えを示し、手印を押して後世に伝え 
るという証の書である。証といつても、 
弟子たちがそれぞれ正統を主張していた 


時代のことだから何を正統とするかは立 
場にょって異なるが、その後、弁長の門 
流は大きく成長し、今日の浄土宗につな 
がる流れとなつた。弁長の時代に、その 
念仏集団は北九州一帯から四国に広がり、 
すでに大きな勢力となつていたょうだ。 
その門流を「鎮西派」という0 
しかし、いくら正 iS # 一を主張しても九 
州に とどまつて いたら、地方教団の まま 
歴史のなかに埋没しただろう。鎮西派の 
全開を基礎づけたのは、弁長から法 
を受け継いだ良忠( 1199〜1287ン 
である。建長元年 (12 49)、良忠は関 
東に転じ、豪族.千葉一族の f を受け 
ることに成功して、関東各地に寺院を I 


立。ついでに鎌倉に入って悟* i 寺(今の 
光明寺)を拠点に念仏 f をすすめた。 

こぅして、幕府の拠点である関東に足 
がかりをぇた鎮西派は、っいで畿^;に紙 
線を拡大する。そのエネルギ—は、良忠 
の弟子に6人の俊才がいた ことから生ま 
れた。6人がそれぞれに流派を立て、互 
いに競って関東と畿内の2方面で教線拡 
張をはかったのである。 

関東で念仏教化を進めたのは、の 
s 派、性心の藤田派、尊 Mi ' のむ i 派の 
3派。畿内に進んだのは、道光の三条派、 
然空の一条派、良空の木 i 派の 3 派でぁ 
った。この6派は互いに正統を主張して 
対立したが、法然を一祖、弁長を二祖、 
良忠を三祖とすることだけは一致してい 
た。そして共通の課題が、京都の主流西 
山派をしのぐことであつた。 

三条派の道光は、京都に進出するとと 
もに法然の遺文を編集して鎮西派の正統 
性を宣言し、西山派と対抗した。西山派 
とは別の流れである；&!@$源智 (118 
3 〜 123 8) の法系と接近し、連#<?す 
ることにも成®した。 
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源智の法系の勢力は小さかったけれど、 
吉水の f という浄土宗第一の故地に法 
然の廟所をつくり、やはり法然の遗跡で 


ある絮の僵屋万遍知恩寺)に拠 

つていた念仏集団である。その壇は、 
法を受け継いでも法然の遺跡をもたない 
) 鎮西派にとつ 
正 てはかり しれ 
扣ないものだっ 
影ただろぅ。鎮 
a 西 6 派は それ 
0 ぞれに京都に 
.«, 進出して、法 
^ 然ゅかりの寺 
M 院と結び？、 
^ しだいに西山 
抑派を しのぐ勢 
塊力となった。 
l : ff 一方、関東 
月 •東海では白 
^旗派、東北. 
iT 信越ホ面では 
^ 名越派、藤田 
f 派などが それ 
峰ぞれ教線を広 
めたが、拡散 
した鎮西派の 


諸集団をまとめたのは、室町時代の白旗 
派の僧•聖冏 (1341 〜142〇)と 
その弟子•聖聪 (1366 〜144〇) 
だった。聖問は「五重覆」という伝 S 
の制度をつくり、 M の資格を与えるに 
あたっての統一した規定を定め、聖聡が 
それを実施した。この伝法制度の確立に 
よって、浄土宗はようやく独立した教団 
としての体制をととのえたのである。 

江戸時代に入ると、増上寺が徳川将軍 
家の菩提所となり、浄土宗は安定、寺院 
の数も大いに増えた。 しかし' 幕藩体制 
のもとで発展した浄土宗は、 それゆえ 明 
治維新期の廃仏運動と神道復興の衝撃が 
他の宗派以上に深刻で、本尊には天御中 
主神が祀られるという事態にも発展す る。 

こうした危機とともに始まつた明治期 
に、浄土宗からは多くの優れた仏教者が 
輩出し、仏教学や社会福祉の分野に大き 
な足跡を残している。なかでも、光明会 
を主催し、念仏三昧の実践を説いた山崎 
弁栄や、共生主義を唱え、対個人よりも 
対社会の仏教の役割を強調した推 M 允；£ 
などは®:^ に値する。 
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浄土宗総本山 


知恩院 


法然入滅の地に建つ 
浄土宗随一の巨刹 


知恩院が建つ ところは、 
宗祖•法然が布教の拠点と 
し、入滅した地でもある浄 
土宗の故地。建暦2年 (1 
21 2) の法然の滅後、弟 
子の源智が法然の遺骨を安 
置して廟堂をつくり、知恩 
院大谷と称した ことにはじ 
まる。師の法然の忌日に知 
恩講といぅ法要を営んだこ 
とが、その名の由来である。 

京都府東山区の華頂山の 
ふもとに広がる境内は広大 
だ。まず、参詣者を迎えて 
くれるのが、江戸時代初期 


に徳川秀忠が建立した三門。 

高さ約24メートル、間口27 
メ I トルで、木造門として 
は世界最大0 

その門を入って石段を上 
っていくと、法然上人の御 
を安置した本殿(御影 
堂)がどっしりと構えてい 
る。やはり江戸時代初期に 
建築された重厚な伽藍だ。 

その 右を さらに 上つ てい 
くと、法然上人廟堂と勢至 
堂がある。勢至堂は、法然の幼名「勢至 
丸」にちなむ もの。 この あたりは知恩院 
でもつ とも 閑静な寺或となつている。 


•所在地=京^^山区林下町 • 山号=華頂山 
f 市バス知—前から徒歩8分 

•開創=文暦元年(1234)、源智籲0=境内自由'方丈®^ 
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=蜃蕭区芝公園 

地下鉄 f 三田線、卿成門駅より徒歩3分 


a 示から改宗 


浄土宗大本山 


増上寺 


もとは真言宗の光明寺といぅ寺院 
だったが、聖聡が浄土宗に改宗し、 

増上寺と名づけた。天正18年 (15 
9 〇)、徳川家康が江戸入府に際して 
立ち寄り、菩_に定めてから発展。 
20万坪におょぶ寺地の寄進を受けて 
知恩院とならぶ大寺院になり、_ 
以東の浄土宗の中心寺院になった。 
江戸時代には、現在の芝公園や S 足 
タワ I の一帯がすべて増上寺の#^ 
に属していたが、明治維新後に縮小。 
しかし、今でも境内は広大で、都心 
に残る貴重なスぺースとしてコンサ 
—卜やなどのィベントに利用さ 
れる こと も多い。 

現在の大殿 (_) は第2次世界 
大戦の f で消失したのち、昭和49 
年に再建されたもの。どつ しりと し 
た大屋根をいただく古風なたたずま 


IV / - J 

部は近代的である。 


徳川家の 菩提寺ごして栄えた 
江戸を代表する大寺院 

その大殿の右側には、{賺の持仏とい 
ぅ黒本尊を安置したお堂(安国殿)があ 
り、後方に徳川家歴代の廟所がある。 

また三門の内側のすぐのところにある 
大きな松は、アメリカ 18 代大 i グラン 
卜将軍(南北—時の北 _ XB ) が明 
治12年に来日したときに植えたものであ 
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• 宗派と歴史 



•所在地=京都市左京区黒谷町 
•交通。ス岡崎道下車徒歩5分 
•開創二承安5年（1175)、法然 
•山号=紫雲山•拝観=境内自由 



•所在地=京都市左京区田中門前町 
•交通=市バス百万遍バス停前 
•開創=賀赛神社の神宮寺を源智が改称 
•山号=長徳山•拝観=境内自由 



•所在地=京都市上京区北ノ辺町 
•交通=市バス府立医大病院下車、徒歩6分 
•開創=貞観2年（860)、円仁 
•拝観=志納 
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1山金戒光明寺 

法然が師から讓り受けた名利 

淑|1が办船一西搭の il •松で念仏修行を 
したときの師•叡空がその白川本坊を法 
然に譲つたことにはじまる寺院で、樣 
「思 谷」 ともいわれるのは、そのため。 
三門に「浄土真宗最初門」の額が掛かつ 
ているが、これは後小松天 1 ; I の磁％。阿 
弥陀堂の阿弥陀：^は、恵心 twt 都源倍の 
最後の作品といわれる。また、寺{•玉に法 
然の遺書『一枚起請文』や『山越阿弥陀 
図』がある。 


浄土_本山 知恩寺 

百万逼念仏発祥の地 

法然が滞在した唐寺院。知因等とい 
ぅょり®^ の「百万遍」の名で知られて 
いるのは、後醋_天盘 のとき、 京都では 
やつた©列を百万遍念仏を修して退散さ 
せたといぅ伝承があり、百万遍今心仏発祥 
の 地とされるためだ。百万遍念仏とは大 
きな数珠を大勢で繰りながら念仏を称え 
るもの。斑里に入ると、天井の周囲にそ 
のとき 用いる大念珠(数珠)が掛けられ 
ている。 


f 清塗幸院 

皇室ゆかりの由緒ある古利 
もとは11斯天皇の 

が建立した禁裏内道場。 _5 年 11 
75 、法然を師として高倉天皇が受戒し 
たのを契機に十二光院(阿弥陀堂)が増 
築された。その後、浄土宗第三祖の良忠 
の門下に受け継がれ、ぼ浄華院と名づけ 
られた。といつても、一般には略して「浄 
華院」と呼ばれることが多い。その後も 
皇室と関わりが深く、江戸時代には皇室 
の葬礼や法要を営んだ。 


















浄土宗大本山 


光明寺 


関東布教の拠点どなった名刺 

鎮西派の祖.弁長の弟子で浄土宗の第 
三祖 とされる 良忠が開いた寺。 もとは 悟 
真寺といい、蓮華寺といラ名を経て、光 
み明寺と名づけられた。良忠の門下からは 
名僧が輩出し' 浄土宗の関東布教の拠点 
となった寺院である。鎌倉の材產海岸 
からやや離れたところにあるが、裏山に 
上れば湘南の海が一望のもと。庭園が美 
しい寺で、池に蓮の花が咲くところから 
「♦連寺」としても知られている。 


浄土宗大本山 I 大產 

庶民の阿弥陀信仰のメッカ 

長野の善光寺は日本：：；^：:の寺院の一つ 
で、庶民に よる 阿弥陀；：£§のメ ツカとし 
て今日まで！！；55されてきた。 こぅした 善 
光寺そのものは超宗派だが、浄土宗の大 
本願と天台宗の大勧進によって守られて 
きた。大本願は代々尼僧の上人によって 
受け継がれているが、その上人が善光寺 
にお勤めにいくとき、「お数珠ちようだい」 
といって数珠で頭をなでてもらうと、 
たいへん良いことがおこるそうだ。 


浄土宗大本山善 
浄土宗の源流が生まれた古刹 

法然の高弟•弁長が故郷の九州に下っ 
て念仏をひろめて開いた寺。弁長は法然 
の滅後、鎖西派の祖となり、その門下か 
らは多くの名僧が出たことから浄土宗の 
主流となった。今の浄土宗は鎮西派の系 
譜に属し、弁長を法然につづく第二祖と 
している。 S # 寺は弁長が入滅したとこ 
ろでもある。®!^2年 (1212) に宋 
から伝来した#*大師像を安置してから 
盡 nj ® 寺といわれる ょぅになつ た。 





















• 宗派と歴史 



•所在地=京都府長岡京市粟生西条の内 
•交通=阪急京都線長岡天神駅からバス 
•開創=建久9年（1198)、熊谷直実（蓮生) 
•山号=報国山•拝観=境内自由 



•所在地=京都市中京区新京極桜之町 
•交通=市バス河原町三条下車すぐ 
•開創=天智4年（665)、恵穏 
•拝観二境内自由 


西由 f 宗総本山 光明寺 

法然火葬の地に建つ名寺 

霧は「顆如形呢|-」。歡如の武将とし 
て知られる熊谷直実が法然を開山に迎ぇ 
て開いた寺といい、法然の i はここで 
荼昆に付されたといぅ。法然の高弟で西 
山派の祖•証空が念仏の根本道場として 
s を整ぇた。明治になつてから浄土{示 
から西山派として分立し、戦後、さらに 
3派に分かれて西山浄土宗の総本山にな 
つた。閑静*^内は紅葉の名所として有 
名だ。 


浄土宗西山 ii 本山 誓® A 寸 
西山派の大念仏道場 

もとは天智天皇の勅願によって太®に 
建立された三誰示の寺。21世の蔵俊が法 
然に！し、以1浄土宗となり、西山派 

しようくう ふかくさしんじゆいん えんくう')*うしん 

の祖•証空門下の深 i 宗院の円空立信 
が受け継いだ。その弟子•道教の時代に 
大念仏道場となり、一遍が、参詣した和 
泉式部の霊を救つたという話もある。現 
在地に移ったのは天正 13 年(1585)、 
豊臣秀吉の命によるもの。古典落語の祖. 
安蠢策伝ゆかりの寺でもある。 


宗西3*#寺派$山 W -- M ■上寸 
見返り阿弥陀で有名な古刹 

清和天皇の勒願にょって空海の弟子が 
創建したといぅ古刹。11世紀に永観律師 
が念仏道場としたことから、一般に「永 
観堂」と通称される。その後、12世紀の 
静遍が法然に帰依したことから浄土宗の 
_となり、西山派の祖•証空に譲られ 
た。$の阿弥陀如 t は、念仏者を「早 
く浄土に来なさい」と振り返つてうなが 
す姿を表す独特なもので、「見返り阿弥陀」 
として有名。 
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浄土真宗 


絶対他力の親鸞の思想を継？る 
_の血脈と各派からなる巨大教団 



















• 宗派と歴史 



浄土真宗の歴史 


41 i. 


® 初期真宗教団の成立 

建保2年(1214)、は42 歳のと 
き、常陸(茨城県)に向かった。§は 
建永2年 (12 07) の法難で越後に流 
されたが、その流罪が解かれた後も京都 
にもどらず、 関東に下つたので ある。 

浄土真宗の歴史は、ここから始まる。 
筑波山のふもとに住した®*のもとに信 



徒が集まり、初期真宗教団 ともいうべき 
ものが形成されたからである。 

が、それは一つにまとまつた教団では 
なかつた。1は60歳ぐらいのときに、 
どういう理由からか、門弟と別れて京都 
にもどつてしまう。残された門弟の間で 
は異説が続出し、それぞれのリーダーや 
念仏堂を拠点として門徒集団を形成した。 

一方、謹には血統をひく子孫がいた 
ことが問題をさらに1なものにした。 
娘の c ®< 信尼 (1224 〜128 3) をは 
じめ とする 子孫を中心としたグループが 
関東の門弟と対立したのである。 

その®!!の子のうちでも、長男とも次 
男ともいわれる##!(生没年不詳)は、 
また別な動きを見せている。盡幾は関東 
の門弟の間で起こつた論争を調停するた 


めに父. 

聾の意を- 

うけて東下し 
たが、かえって異 

説に走つ たという 理由で f から雜絶. 
破門されてし まう。 

が、彼は i から夜中に人知れず法を 
伝授されたといい、「秘事法 門」 といわれ 
るものの源流となつた。秘事法門の特色 
は^*の根本を秘密に して 伝える ことに 
あり、後に真宗の主流となった本奪に 
ょつて異安心(誤つた考え方) として 退 
けられたが、さまざまな法門を生みなが 
ら長く続いた。 

このように、初期真宗教団はかなり混 
乱した状況にあり、今日なお不明な点が 
多い。 


〇 















會連座像。宗祖親鸞、2代^金、3代覚如が 
描かれている。（西本願寺蔵） 


® 門徒諸派の源流と変遷 

関東時代の疆の高弟のぅち、それぞ 
れの門徒集団のリーダーとなつた代表的 
な人は真仏へ1209〜1258)、順 ft 
(生没年不詳)、_ (118 t 127 
5) などで ある。とくに 真仏を中心にし 
た下野高田(栃木県芳賀郡)の如 f (高 
田#^#)を拠占 r した高田門徒の教線 
は東北地方から東海地方に拡大し、初期 
真宗教団でもつとも大きな勢力となつた。 

この高田門徒の系譜をひくのが、今日 
の赛丕咼田派•真宗仏光寺派•真宗三門 


徒派.裹 K 誠照寺派.真宗山元派である。 

高田派は現在、三重 i 市の専修#を 
本山としているが、 これは 専修# 10 世真 
慧 (1434 〜 151 2) が 5^に 堂宇 
を開いた ことによ る。一方、故地の高田 
専修#は高田派$ とされて いる。 

仏光寺派は京都市下京区の仏光寺を本 
山と する教団であるが、これは 7 世 了 源 
(1295 〜133 6) が山科の興正寺を 
仏光寺と改め、京都布教の拠点としたこ 
とに はじまる。その^ R は本® V をしの 
ぐ ものだったが、 14 世経豪 (1451 〜 
149 2) が本—の蓮如に f し、末 


寺の多くも本 f に転じた。そのおりに、 
経豪は興正 i 教と改名、彼に従って本 
f 派となつた_ とともに 本 f 教団 
のなかで特別の地位を与ぇられた。この 
グループの_院が明治になって独立し 
たのが、今日の真宗興正派で ある。 

真宗三門徒派、真{示誠照寺派、真(示山 
元派の 3 派は、真宗の系譜に属してはい 
るが、 やや 様相が異なる。 この3 派は#！ 
鸞の秘事法門の継承者ともいわれる如導 
(1253 〜 1340) が、越前大町(福 
井市)に開いた専修寺を拠点とした念仏 
集団(大町門徒/三門徒)に始まり、 3 
派に分かれて今日にいたる。 

また、同じ福井県の武生市にある豪摂 
寺を本山とする真宗出雲路派は、本 f 
三世覚如の高弟•乗専 (1295 〜？) 

が京都出雲路(京都市上京区)に開いた 
豪摂寺に はじまる ものであり、本®^の 
系譜に属するが、真宗山元派の本山•証 
誠寺と縁が深い。豪摂寺は応仁の乱のこ 
ろ、証誠寺をたよって京都にのがれ、証 
誠寺の もとに 移転したからである。が、 
やがて対立し、慶長元年 (1596) に現 
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在地に移転。一時は天台宗に属したが、 
明治初期に本® H 7 派の S となり、同11 
年 ( 1 8 7 8) に出雲路派として独立。 

一方、性信を中心に下総豊田庄(茨城 
県_道市)を拠点とした横曾根門徒の 
系譜を引くのが、現在の真{一^4辺派でぁ 
る。木辺派は滋賀県野洲郡の錦織寺を本 
山とする宗派で、横曾根門徒のぅち近江 
瓜生津(滋賀県八日市市)に布教をすす 
めた一派が瓜生津門徒(木辺門徒)とし 
て独立し誕生した。 

⑱本願寺の開創と真宗教団の成立 

本®^は、弘長2年 (1262) に 90 
歳で没した§の遺骨を文永9年12 
7 2)、京都東山の大谷に—し、ここに 
廟堂を設けたことにはじまる。今日にお 
ぃても東西の本 f が ( S ) 
を安置した御ぢ靈を伽藍の中心に置いて 
いるのは、本®;•が宗祖の廟堂からはじ 
まつた とい*フ 歴史を物語つている。 

さて、 もともとの _ の 廟堂があつた 
大谷の地は、_の娘•覚 ® の死別した 
夫•日野広綱の所有地だった。覚 a / li は 
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ここを関東の門徒に寄付して廟所を共同 
で管理することとし,'その管理 責任者と 
して置かれた「留守職」は i の子孫が 
世襲するといぅ協定を結んで、みずから 
初代の留守職についた。 

そして、留守職は覚信尼の長男.覚恵 
を経て、その子•覚如 (1270 〜13 
51) に受け継がれたのだが、事が スム 


—ズに運んだわけではない。 C 見信尼には 
§した夫.禅念との間に唯善という子 
があった。唯善は廟堂の管理権をめぐっ 
て争い、®31のと遺骨を鎌倉に持ち 
去って大谷の堂^!を破壊した。門徒諸派 
のうちには唯善と結ぶ勢力もあって、教 
団を二分する大騒動となった。これを唯 
善騒動というが' その後、廟所の復興を 
果たしたのは高田派の顕知2をはじめとす 
る関東の門徒であり、覚如は門徒に逆ら 
うことはしないといラ誓約書(懇望状) 
を差し出して、ょうやく留守職につくこ 
とを許されたのだつた。しかし、覚如は 
廟堂を本奪と改め、一世を謹、二世 
を如信室儀の子)、みずからは本 f 三 
世と定めて' 以後の本 f 中心の真 {li 
団の基礎を固めたのであった。 

⑯蓮如の時代と教勢の拡大 

本願寺が飛躍的に発展したのは、本願 
寺8世蓮如 (1415 〜149 9) の時 
代だった。蓮如は、北陸や関東、東北を 
めぐって§に教化をしたほか、手紙で 
わかりやすく教えを説き、関東の門徒諸 


派の系統に属する寺院や信徒を本®^に 
組み入れて真宗の統一をすすめ、その教 
勢は一挙に拡大した。 

が' ■ i の拡大は他宗派の反発をまね 
き、寛正6年 (1465) には比叙山の 
衆徒によって本 f が破壊されるという 
事態に発展した。蓮如は、大谷の地を離 
れて各地の門徒の間を転々とした後、越 
前吉崎(福井県)に移った。 その 間にも 
布教をつづけ、文明10年 (1478) に 
京都山科で本®^の再興に着手(山科本 
願寺)、明応5年 (1496) には大坂の 
石山(現在の大阪城付近)に坊舎を連てた。 

こうして 蓮如によって伸長した真宗の 
力は戦国大名をもしのぐほどになった。 
とくに北陸では蓮如の時代に加賀一向一 
揆といわれる武_起によって領主を倒 
し、一国を支配するほどの力に成長した。 

® 石山合戦と本願寺の分立 

蓮如のころから真宗は各地の農民に浸 
透し、同信者の念仏講を中心1:共同体的 
なつな がりを もつようになつた。そして 
戦国大名に対抗して立ち上が〇、各地で 
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♦石山合戦の陣地図。中央の一揆方を信長軍が包囲している。 
(大阪城天守閣蔵） 


一向一揆を起こした。そして、本 f の 
もとに結集し、やがて戦国の覇者•織田 
信長と対立する八 P 戦に発展した。それが 
元亀元年 (1570) から 11 年間にわた 
つて戦われた石山^!戦である。 

石山本®^は、蓮如が建てた石山坊舍 
を 10 世の証如 (15 16 〜 15 54) が 
$に改めたものであるが、石山合戦は 


大坂だけで戦われたわけではない。本願 
寺 11 世の顕如 (15 4 3 〜 159 2) は各 
地の門徒に蜂起を呼びかけ、信長と対立 
関係にあった毛利.朝倉•三好などの諸 
大名と同盟して信長に対抗した。 

しかし、天正 8 年 (1580) に敗れ 
て顕如は和議を受け入れ/@鷺森(和 
歌山市)に退いた。 

その後、本馨は天正 19年(15?) 
に豊臣秀吉 から 土地の寄進を受けて京都 
西六条に再建。翌年、顕如の長男 • _ 
(1558 〜 161 4) が本馨を継い 
だが、 さらに 翌年の文禄 2 年 (1593) 
に秀吉の命に ょって 弟の准如 1577 〜 
163〇)に代わった。 

教如はやむなく§ する が、17年 

(1602) に徳川 {i から東六条に土 
地の寄進を受けて別に本®^をつくった。 
以後、准如の本®>17を西本®^、.教如の 
本—を東本 f と f し、-^ •門徒 
も 東西に分かれて所属する ことと なつた。 

® 江戸時代からの真宗 

江戸時代の裹ホは東西の本馨を中心 


とする本末制度にょつて安定し、学林. 

といわれる i 養成機関も整えられ 
て発展した。また、底抜けに楽天的な妙 
好人といわれる念仏信者が輩出したのも 
江戸時代である。 

しかし、幕末には難しい対応を せまら 
れ、維新軍に資金を援助するなどして切 
り 抜けた。が、つづく廃 i 釈と 西洋思 
想の流入も大きなショックだった。 

そこで m 示祖 • i の梢神を m 興する 
運動が起こり、井上円了 .沾沢満之•れ 
地黙雷•南条文雄などの優れた学者•思 
相豪が出た。 

とりわけ、清沢満之門下からは暁烏敏、 
佐々木月樵、曾我量深などの偉才を輩出、 
その影響は昭和37年に始まった大谷派の 
同朋会運動におょぶ。「家の宗教から個人 
の宗教へ」を旗印にした、この運動は檀 
家制度の上に成立する既成仏1団の改 
革運動の先駆けであった。教学的にはき 
わめてラデイカルなもので、いわゆる「お 
東紛争」と呼ばれる、前法主と©^との 
激しい内紛騷動を引き起こす要因になる 
など、社会的にも注目を集めた。 
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【浄土真宗柔山寺院ガイド：！ 


ーレ 
一上 
:条 

S 分 I: t 女 

| S 緩 

一烏歩 h 
区徒02 
京り 16 
下よ { 

市 g 年由 
都都7自 
京^長内 

II JR B 境 

地-二 -II 
在通創観 
所交開拝 


JR 京都駅前の大 
通り(烏丸通り)に 
面した大門を入ると、 
目の前に高さ 38 メー 
トル、南北76メ1卜 
ルもの巨大なお堂が 
どつ しりと 構えてい 
る。畳の数にして9 
2 7、教団が"世界 
日 K - K の木造 i " と 
自負する御^^ (別 
名•大一^ f も呼ぶ) 


で、 i 聖人の像を安置している。渡り 
廊下で結ばれた隣りにあるのが、阿弥陀 
仏を奉安した$である。境内に立つと、 
近くにそびえる京都タワーを「お柬さん 
の ロウソク」 と呼ぶのもうなずける。 

重厚な偉容を誇る現在の伽藍は、明治 
28 年の再建。再建にあたっては、一〇〇 
〇万におよぶ信徒が一身を抛って協力し、 
木曾の山奥から巨大な^:を運びこんだ 
のだという。 

その名残が、渡り廊下に安置されてい 
る毛綱だ。§の運搬の際、あまりの重 
! さにワラ綱が耐えかねたた 
のつ め、女性信者がこぞつて自 
女■ん i らの黒髪を供出し、褊まれ 

、込け毛 しょみん 

際いう たものである。庶民の上に 
のゅ結い 

随 A と築かれた真宗教団の信仰の 
建毛た 

#のつ 根強さを実感させる。 


真宗大谷派本山 


f いわゆる「お東さん」 
1宗祖•親鸞の血統を保つ巨利 














浄土真宗本®^派 
本山 

の西、堀川通りに面し 
ているのが西本® T 「東」とか「西」 
とかいぅのは_で、正式には「東」 

は大谷派本馨、「西」は本馨派 

本®^ といぅ。もともとは 同じ本 
奪だったが江戸時代が始まるこ 
ろに 分立した。 


f いわゆる「お西さん」 
TF 桃山文化を伝える伽藍は華麗 

歴史の項で触れたょうに、西本 f は 
豊臣秀吉の寄進にょって fji 在地に再建さ 
れた 。こちらの 境内も広大で、約 300 
メー トル四方。堀川通りに面した山門を 
入ると、正面に御影堂(大師堂)があり、 
ここに®*の 像が安置されている。 そし 

て、東本聾と同じく'奎(阿弥陀堂) 
が回廊で結ばれている。 

御影堂と^ A は江戸時代の建物で、国 
の重要文化財。ひときわ大きい御影堂は、 
高さ29 メー トル、南北57 メー トル。単層 
入母屋造りの重厚な伽藍だ。 

西本 f には安土桃山時代の伏見城の 
建物を移築した といわれる ものが 多い。 
なかでも国宝の書院は桃山_を代表す 
る ものと いわれている。 内部の対面所と 
いうところは、 諸大名と接見す る 秀吉を 
大きく見せる ためと かで、逆遠近法と い 
う 手法で_などが 描かれている。 同じ 
く国宝の？—台.飛雲閣•唐門など、美 
しい 建造物が目を引く。 











• 宗派と歴史 



•所在地=京都市下京区醒ヶ井通七条上ル 
•交通 = JR 京都駅より徒歩5分 
•開創=文明14年（1482)、経豪 
•山号=円頓山•拝観=志納 



•所在地=京都市下京区高倉通仏光寺下ル 
•交通=地下鉄四条駅から徒歩5分 
•開創=建暦2年（1212)、親鸞 
參山号=渋谷山•拝観=境内自由 



參所在地=福井県福井市みのり町 
•交通 = JR 福井駅よリ福鉄バス武生行、大 
和紡下車•開創=応永3年（1396)、浄一 
籲山号=中野山#拝観=境内自由 
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真宗興正_山®^! 

もどは西本願寺門徒筆頭の名刹 

西本響の南 隣に ある。馨の関東時 
代の門徒を源流とする仏光寺派の経豪が 
15 世紀に門徒と ともに 本®^に転じ、山 
科に夺を建て、仏光寺の In 名を復興して 
興正寺と名づけたことにはじまる。その 
後、本願 寺とともに 石山(大阪市) 等に 
移転。京都で本 f が再建されると同時 
に現在地に移った。江戸時代には西本願 
寺に属し、門_頭の地位を保ったが、 
明治時代に独立した。 


真宗仏光寺$山 仏光寺 

真宗京都布教の拠点となつた名利 

§が京都此报に建立し、「斯1&3^」 
(興正寺)と名づけた寺院にはじまると 
いぅ。 i の関東時代の門徒を源流とす 
る高 田 派の京都布教の拠点となり、 7 世 
の了源が東山に移して仏光寺と改めた。 
その勢力は本^ •をし のぎ、京都で もつ 
とも 大きな門徒 集団として 仏光寺派が誕 
生。その後、豊臣秀吉の大仏殿建立に際 
して現在地に移転。寺 宝と して聖徳太子 
立像(重文) を 伝えている。 


専照寺 

中野本山とも呼ばれる名刹 

三門徒の名は、北陸地方にはじめて真 
宗をひろめた如導の大町門徒が三派に分 
かれたためとも、 i の和讃をょく称え 
たので「讃門徒」と呼ばれたためともい 
ぅ。如導が越前大町(福井市)に創建した 
f 寺の法系が、如導の孫•浄一にょっ 
て別立、越前中野村(福井市)に新たに專 
照寺を開創した。故地の名をとつて中野 
本山とも呼ばれ、阿弥陀堂は福井市で最 
も古い建築物として® i をとどめている。 




















楼の梵鐘は北国随一といわれている。 


え、自作という-^もある。 


本馨3世覚如の高弟•乗専が京都に 
開創したが、応仁の乱を逃れて福井に移 
転。現在地には慶長8年 (1603) に 
移った。武生市街からやや離れて、万葉 
の昔から味真野と呼ばれる静かな^:に 
あり、1万坪を超す広大な境内に茂る松 
はみごと。® SI 聖人像をはじめ歴代門主 
の取 f を安置した御影堂は江戸時代中期 
の建築。やはり江戸時代に建てられた鐘 


大町門徒の祖•如導の弟子.道性が至 
徳2年(1385)に鯖江横越に開いた 
寺。越前三門徒の一つだが、寺伝にょれ 
ば、道性は7世。^！が越後に流される 
途上、この地の人々に念仏を教えたこと 
にはじまり、嘉元2年 (1304) に後 
二条天 f m から「山元山變マ i 誠寺」の寺 
号と扁額を受けて勅願所になつたという。 
本尊の阿弥陀仏は恵心僧都源信の作と伝 


真宗誡照寺派本山 


誠照寺 


左甚五郎作の龍が迎ぇる名利 

が越前への配流の途上とどまつた 
念仏道場にはじまるといぅ。の子. 
道性を招いて2世にしたといぅが、実際 
には大町門徒の祖•如導の弟子•道性が 
その人で、道性の弟子の如覚が開いたと 
される。越前三門徒の一つだ。その後、 
天皇から誠照寺の寺号を受けて勅願所に 
なつたという。山門は「鳥不棲門」と呼 
ばれるが、これは左甚五郎の手による龍 
を、鳥が恐れて近寄らないためという。 


暮ホ山元—山 


証誠寺 


横越本山ども呼ばれる真宗の古利 


真宗出雲路梁山 毫擊 

北国一の名鐘の音ひびく本山 














春 宗派と歴史 



•所在地=三重県津市一身田町 
•交通 =JR 紀勢本線一身田町駅から徒歩5 
分•開創=文明年間 （1469 〜1487)、真慧 
•山号=高田山籲拝観=境内自由 



•所在地=滋賀県野洲郡中主町木部 
•交通 = JR 野洲駅木部循環木部下車 
•開創=天安2年（858)、円仁 
•山号=遍照山•拝観=境内自由 


1 SI 東京本願寺 

「お東紛争」で大谷泜から独立 

浅•とも呼ばれる、大谷派の東 
京別院が： i —。 昭和57年、同派から分離 
独立した。昭和44年、大谷派前門主(当 
時は法主)の大谷光暢氏が、長男で同別 
院住職の光紹氏に、大ハ4職を譲る 
と発表した「開$件」をきつかけに、 
前門主と大谷派®® (宗門当局)との閲 
係が決裂(お東紛争)、その間に光紹氏が 
一派を立てたことによる。光紹氏は、"東 
本 S 派25世法主，に就任した。 



真 i 田派本山寸 
初期真宗教团の中心寺院 

§の阅東時代の門弟•真仏のもとに 
興った高田門徒の直系。その勢力は本願 
寺をしのぎ、初期真宗教団の中心だった。 
それだけに，国宝の『三帖和讃』『西方指 
南抄』、重文の『费仃信証 J など多くの親 
鸞真貼のほか、『§1』などの古文書 
を伝えている。もとの専修#は栃木県芳 
fi 郡二宫町にあるが、15世紀の終わりご 
ろ、現在地にあつた.11寿院を専 ft 
改め、高田派の本山とした。 


S 采辺—錦^^寸 

親驚の『教行信証』ゆかりの名利 

寺 fsll : ょれば、が創建し 
た昆沙門天堂に^ it が関東から i の途 
上立ち寄り、ここにとどまつて『费订售 
証』を完成したという。それ以来、真宗 
になつたというが、その法系は i の関 
束時代の門弟.#®を中心に興った横曾 
根門の系統に属している。錦織寺の名は、 
元年(1238)、天女が錦を織る霊 
夢にちなんで四条天皇が「天神護^®織 
之寺」と名づけたという。 
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• 宗派と歴史 




時古下0)歴* 

遊行の集団から教団の組織化へ 
独自の念仏信仰を継承： 


I 行と札配りの特異な布教 

時宗の開祖.一遍 (1239 〜128 
9 ) は、異形の人であった。没後10年ぐ 
らいに！一*された有名な『一遍聖絵』を 
見ると、肌の色が異様に黒く、かなり日 
本人ばなれした風貌で描かれている。背 
も 高く、周囲の 群衆より 頭 ひとつぐらい 
抜きん出ている。まるで仁王か i 像の 
よぅで ある。 これは人々が一遍に非日常 
的で超人的なパヮ I をみ とめ' 異界の人 
として崇めたためではないだろぅか。 

その八.2;仏集団も、きわめて異様なもの 
であつた。念仏を称えながら跳ね、踊り、 
日常の秩序を破壊するカオスのエネルギ 
—に満ちていた。 

また、一遍は遊行しながら「南無阿弥 


陀仏」と書かれた札を配ったが、^:'—1 
そのょぅなことも鎌倉仏教の他 
の一一齡にはみられなぃ。じつは 
札配りこそ、踊り念仏以上に一遍の ■■ 
念仏を§づけるものなのだ。そこには 
i の「自然法爾」の絶対他力信心とは 
違った意味での絶対的な®があった。 

一遍は！ 1?* と同じく法然の法系に属し 
ている。 といつても、 i が法然の直弟 
子だったのに対し、一遍はやや遠い。一 
遍は浄土宗西山派の祖•証空の弟子の聖 
達に13歳のときに入門。一時、還俗した 
が、ふたたび出家し、故郷.伊予 (S 
県)の馨で毫を結んで念仏と甲案の 
日々 を送つた。そのとき、念仏する人を 
みんな救いき るまでは 自分 も 仏に ならな 
いと捋つた阿弥陀仏が仏と なつて いる以 




k は、すでに 
救いは実現して 
いるのだと考えた。 

ただ、「南無阿弥陀仏」の一声があれば、 
誰でも救いの中に身をおく ことができる0 
信心が あるかどうかと いつた ことは関係 
ない。信心•不信心にかかわりなく、「南 
無阿弥陀仏」 で 救われるのだ。 という わ 
けで、一遍は 人と 「南無阿弥陀仏」の縁 
を結ぶために札配り(賦算)の旅に出発 
したのだつた。 

ところが、札を もらつても、どうも 枚 
われた分になれない という 人がいた。 









t ば、 そのと おりで も あるの 
/_( 和歌山県)の霊場. 
^したと ころ、 J 11? にせずに 
U とい* rs ^ 告を得た。 そして、 
ル配りの旅に出かけたのであ 

S 、 故郷の四国はもとより、 
ルにおよんだ。踊り念仏をは 
その 遊行の途上、弘安2年 
.に信濃佐久郡の市庭(長野 


県佐久市)で念仏会を したときのこと だ 
つた。踊り念仏は i 時代の空也が創始 
したものと されるが、一遍は空也を先達 
と呼んで尊敬している。 

このよぅな 一遍は、住まい さえ 定める 
ことなく 旅に暮らした。そのため、遊行 
上人と呼ばれる。また、最低限に必要な 
ものだけ所有し、他の物はすべて捨てた 
ために捨聖とも呼ばれた。もちろん教団 
を組織する意思はまつた くな かつた。 


ところが、その特異^^仏聖の集団は、 
やがて「時衆」と呼ばれて、一時期は浄 
土 {示や真{示の諸派をしのぐ大きな勢力を 

もつにいたつた。 

㊃ 一遍の死後、教団の成立へ 

時宗は古くは「時衆」といつた。日常 
の念仏を臨終のときの念仏(臨命終時の 
念仏)と心得、六時{四六時中}に念仏 
する衆徒(六時念仏衆)の意味である。 















• 宗派と歴史 


また、念仏しながら諸国を}して歩い 
たこと から「遊行.{示」 ともい われた。 

しかし、すべての衆徒が遊行したわけ 
ではない。遊行時衆とは別に出家せずに 
念仏をする俗時衆があったのである。そ 
して、遊行時衆には誰でも参加できたわ 
けではなく' 20 名ほどが厳選されて一遍. 
とともに行脚した。といぅのは、阿弥陀 
仏の名号を唯一絶対のものとして寺院も 
もたなかった時衆は、南無阿；^仏を体 
現する人以外に よりどころ とするものが 
なかつたからである。とくに一逼は阿弥 
陀仏そのものであるという観念が生まれ、 
そこから指導者を絶対とすることが強調 
された。この i 者を- I 知識」という。 

一遍が正応2年 (12 89) に没する 



と、時衆は知識たちに率いられることに 
なったが、そのなかで他阿弥陀仏と号し 

しん«よ<- 

た真教 (12 31^ -131 9) という人 

が、しだいに知聾頭の地位を得るよう 
になった。真教は、はじめ浄土宗鎮西派 
の良忠に師事し、一遍に転じたが、その 
念仏教化のありかたは、一遍とは違って 
いた。一遍が一か所に長くとどまらなか 
ったのに対し、真教は北陸と関東を中心 
に特定の地域で；^したのである。 

その結果、念仏道場が建設されるよう 
になった。その数は loo 以上におよび、 
それらの道場を拠点に初期の時宗教団が 
形成されたのである。それとともに道場 
は寺院に発展していった。甲府の一_、 
京都市北区の i 寺、同下京区の金光寺 
などが、その代表的*^院である。 

真教は暮兀2年 (1304 に他阿弥 
陀仏(他阿)の号を弟子の智得にゆずり、 
S の当麻道場無量光寺(神奈川県_ 
原市)に屢。文保3年 (1319) に 
83歳で没したが、その後、無量光寺の委 
譲をめぐる対立が起こり、当麻派と遊行 
派に分裂する。 


㊃ 時宗十二派の系譜 

当麻派と遊行派に分かれたのは知日得の 
没後、弟子の呑海 (1265 〜132 7) 
と智光 (12 77〜133 3) が対立し 
たことによる。吞海は智得から他阿；^ 
仏の号をゆずられて遊行；^していたが、 
智得が没したことで無量光寺に戻ろぅと 
したところ' 無量光寺で知#に仕えてい 
た智光がこれを拒否。智光は®！^からゆ 
ずられたとして他阿弥陀仏を号した。^ 
海は猜藤沢に清浄光寺(神奈川 i 沢 
市/後の時宗総本山遊行寺)を建てて、 
そこに住した。これによつて、無量光寺 
を$とする当麻派と清浄光寺を$と 
する遊行派が生まれたのである。 

また、真教を祖とする当麻派•遊行派 
とは別に10の派が生じ、合わせて時宗十 
二派といわれる分派が誕生した。その後、 
主導権をにぎっていったのは遊行派であ 
り、現在まで続くのはわずかで、それも 
時宗1宗の中に統合されている。その派 
の系譜を簡単にみておこぅ。 

なお、派祖の名に「仙阿」とか「作阿」 








一 _ 

ャ ， _f 

f ±- nL 

チ* 


-(市屋派 r 

-{六条派)丨 

-(奥谷派 T 

—解阿-(解意派)— 

—智得- y 呑海—(遊行派 T 


r - 智光—(当麻派)— 

- -( 四条派)— 

-(御影堂派. 



とあるのは、それぞれ仙阿；^仏、作阿 
_仏の略称である。人が そのまま 阿弥 
陀仏だといぅ信仰をもつ時宗では、戒名 
に一字を冠して阿弥陀 仏とする 習わしが、 

八-7でもつづいている。 

【奥谷派】一遍の弟子•仙阿(心阿とも 
いぅ)を祖とし、 i 県松山市の宝 f 
を$とした。後に遊行派に属す/ 
【六条派】一遍のいとことも弟ともいう 
聖戒を祖とし、六条道場歓喜光寺(京都 
市山 §) を$とした。一遍の両親を 
祖とする派として独自の地位を§した 


時宗十二派 
{時宗の全盛時代) 


丨国阿--！-国阿派— 

r - BiJ 派— 


衆徒の多くが 
蓮如の本願寺へ 


▼念仏溝.盆踊りなどの仏教習俗 


遊行派が 

本山の地位を確保 


-►時宗 

^7-►国阿派 
-►天台宗へ 

-►当麻派 

-►四条派 

♦衰退 


が、やはり遊行派に帰属。 

【市屋派】^^が創建し、一遍も参じた 
市屋道場の唐橋法 印こと 作阿が一遍に帰 
依した ことに始まる。この 派は 長く 続い 
たが、明治になって遊行派に帰属。 

【御影堂派】一遍の弟子•王阿を祖 とし、 
京都五条の靈晃寺を$ とした 派。 一 
遍の御影とともに後嵯峨天皇の宸影を奉 
じるところから 派 名とする。$ の^ |n 
光寺は第二次大戦中の強制疎開で移転を 
t なくされ、現在は滋賀$之本町の 
浄_に受け継がれている。 


【四条派】真教の弟子•浄阿を祖とし、 
四条道場金蓮寺(京都市北区)を$と 
した派。公家や武家の i を受けて大き 
な勢力をもつた。 

【解意派】真教の弟子•解阿を祖とし、 
茨城 i 老島の in 光寺を_とした派。 
後に is 仃派に帰属。 

【霊山派】遊行派7世託阿の弟子•国阿 
を祖とし、京都市東山区の霊山正法寺を 
$としていたが、国阿派と^4争いの 
末、同寺は国阿派大本山になった。 

【国阿派】霊山派と同じく_を祖とし、 


218 















宗派と歴史 


11 

Fj ^P~ r 1:， 

'二 

■K^Cw 

, 


国阿が京都東山に開いた雙林寺を$と 
したが、霖寺はのちに天台宗に転じた。 
【一向派.天童派】この2派は、一遍の 
直系の系統ではない。一遍と同じ年に生 
まれた一向俊聖 (1239 〜128 7) と 
いぅ念仏聖によって開かれた宗派である。 
俊聖は浄土宗の良忠に学んで 名を一向と 
称し、 9 SH 行脚の念仏 f の旅に出た。 
その 生4は、札配り こそしな かつたが、 
一遍とよく似て おり、 文永 11 年 (12 7 
4) に九州.宇佐八—に詣でて、一遍 
より 早く踊り八.3; 仏を はじめた。 そして、 


彼の衆徒は一向衆とょばれ、一逼の時衆 
と並ぶ勢力となつた。 

この俊聖が再興した滋賀_原町の番 
場の Wf # •を t としたのが一向派であ 
るが、昭和17年に浄土宗に転じた。また、 
俊聖の入寂地ともいぅ山形県天童市の仏 
向寺を春としたのが天童派で ある。 

® 時宗の盛衰 

時宗の重期は南北朝から室町時代中 
期にかけてである。各派はそれぞれに勢 
力を競い、皇族•貴族や豪族と結びつい 


て和歌や立花(生け花)の発展に貢献し 
て中世の「阿弥」文化をつくりあげた。 
しかし、戦国時代になると、時{一審支持 
した大名にも滅亡するものがあり、武士 
の衆徒は禅宗、庶民の多くは真宗や浄土 
宗、日蓮宗などに転じて蠢に馨が衰 
ぇた。遊行派の本山•清浄光寺を外護し 
た北条氏-^びたが、遊行派は g 氏の 
援護で慶長年間に再建され、江戸時代に 
は徳川家の S を受けて発展した。しか 
し、時宗全体としては、今闩にいたるま 
で往事の隆盛を取り戻すことはなかつた。 
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L 時宗本山寺院ガイド 



時宗総本山 


清浄光寺 


宿場町に栄えた 
遊行の本拠地 


一般に「遊行寺」と呼ば 
れる。時宗の第四祖.吞海 
(遊行派の祖)が正中2年 
(1325) に：^:^氏から 
極_といぅ廃 i の寄進 
を受けて創建したことには 
じまる。以来、_氏をは 
じめ、室町時代から戦国時 
代にかけて諸大名の！を 
受け、江戸時代には徳川家 
の：^を受けて発展した。 
所在地の藤沢は$道の宿 
場町であり、かつて$道 
を旅する人は必ず立ち寄つ 
て参拝したといぅ。 




広大^^内の入口 
に立つ山門(您門) 

は大きな冠木門で、 

日本三黒門の一つと 
いわれる。 ここから 
上る石段は阿弥陀仏 
の四十八願にちなん 
で 48 段ある。その石 
段を上って正面の大きな$里の右を行つ 
たところにある墓域には、浄瑞璃で有名 


おぐりはんがんみつしげ てるてひめ 

な小栗判官満重と照手姫の墓がある。境 


内に そびえる 樹齢百年の大イチ ヨウ もみ 
ごと だ。また、寺宝として「絹本1 
向上人像」「後醍醐天皇御像」などが伝わ 
り、国の重要文化財に道疋されている。 


-所在地 H 神奈川県藤沢市西富 

，交通 HJR 藤沢駅よりバス、戸塚'^にて藤沢橋下車 

-開創正中2年(1325)、呑海#山号=藤沢山 • 拝観=境内自由 















® -融^^佛宗の嵌* 

® -融擊薄！^ S ガイド 

融通念佛宗総本山大念佛寺 



蒙.' 


融通念佛宗 

集団念仏を体系づけた良忍を祖 とする 大衆的な宗派 




iT 大今衡寺の練供養 (& IHW 供-大会裸寺} 















融通念佛宗の歴史 

勧進聖たちにょって 
伝えられた良忍の教え 



® 集団念仏の源流 


ゆぅずぅねんぷつ 


融 f . a ; 仏は別名「大念仏」 ともいい、 
大勢の人が集団で念仏を称えるのが f 
である。これは融耍芯佛宗の開祖とされ 

•> ょうにん えい，**う 

る良忍~1073〜1132)が、水久5 
年(1117)に阿錯仏の霊告を受け、 
「一人がすべての人(一切人)であり、 
一切の人が一人で ある。 一行は一切の行 
であり、一切の行は一行で ある」 と告げ 
られたこと に 始まる とい •フ 。つまり念仏 
を称える人だけを救ぅのではなく、一人 
の念仏は全部の人の念仏、全部の人の念 
仏が一人の念仏と融合しあって救いがも 
たらされる というので ある。 

といつても、集団での念仏は、良忍が 
最初というわけではない。良忍は比叡山 


常行堂の堂僧であり、その後は念仏聖た 
ちが集まった§来迎院で念仏の日を送 
つた。常行堂の堂僧とは、念仏に節をつ 
けてうたう声明念仏の合唱僧のことであ 
る。それに H 即多•多即1」という天 
台円融思想を導入して、^^的宇宙観の 
もとに集団念仏を義務づけたのが良忍で 
ぁった。 

良忍は音楽的才能に恵まれ、4<^に隠 
棲してから比数山の声明を大成して、魚 
山流声明の祖となっている。したがって、 
その融®^仏の具体的な姿は、大勢が集 
まって念仏をうたう音楽法要であり、大 
きな数珠を大勢で繰りながら念仏する百 
万！®^仏ともなり、踊り念仏ともなつて、 
理論的な^#を説くよりはるかに力強く 
念仏を大衆に浸透させた。そのため、寺 


院の造営費_集 する 勧進 i などで、 
宗派を超ぇて大念仏会が盛んに催される 
ょぅになり、逆に良忍の系統は埋没して 
しまつた。 

® 融通念仏の再興 

再び良忍の融 f . a ; 仏が歴史上に浮上し 
てくるのは、 14 世紀になってからである。 
それを示すのが『融起絵巻』の 
成立である。 

この『絵巻』はいろいろな霊験ととも 
に良忍の盡を描いたもので、正和3年 
(1314) に初めて作成され、勧進聖 
たちが写本して各地に伝ぇた。その代表 
的人物が 1¢® で、 42 年間にわたって全国 
を歩き、『絵巻』を絵解きしながら人々を 
融®^仏門に加入させていった。 









融®^仏中興の祖とされる法明 (12 
79〜134 9) が出たのも、ほぼ司じ 
時期である。法明は一 ni 山や比叡山で修 
行したのち、元亨元年 (1321) に石 


しみずはちまんぐう と 

清水八響で霊告を受け、良忍以降の途 


絶えていた法脈を継承したといぅ。 

法明は生地の河内地方を中心に活動し、 
村落のムラ社会で形成され始めていた講 
を組織して融通念仏門に組み入れていつ 
た。そして「六別時」と呼ばれる6集団 


a. 


-4S 




i 




r 應 


が生まれて、今日の融佛宗総本山 . 
大今心佛寺も再興された。 


⑱河内の融通念仏と大今裸寺 


法明にょって融®^仏の門に入った集 
団は、それぞれ「別時」と呼ばれた。別 
時とは別時念仏の略で、もともとは正式 
の法要とは別に行ぅ臨時の念仏会をさす。 

河内の六別時はそれぞれに道場を持っ 
て融®^仏会を催したが、道場といって 
も、決まつた堂舎があるわけ 
ではなかった。講のメンバー 
1 がくじ引きで SI 兀を決め、そ 
1 i ®) の家を道場とするものだった。 
中^! 良忍が開いたといぅ融通今心 
娜0 ( i 仏の本山•大念佛寺も、この 
S ^ 時期には一定の f に立っ寺 
ふ I 射 院ではなかった。融の 

ご明放 もんしゅ 

1 S 光に 門主たる大令 i 寺上人も六別 
M 从 時のなかからくじで選出され、 
1 “麵娜 当選した別時の道場を大念佛 
111 si 寺としたのである。 


その1は、ま1別時か 
ら代表1人を！それぞれ 


の名を記した札のほかに窟を1枚加え 
た7枚の中から1枚を選ぶ。そこに名が 
書かれている人が次の上人といぅわけで 
ある。もし®^が出た場合はだれも適任 
者がいなかったといぅわけで、各別時で 
代表を^.なおし、改めて同じ i で選 
出した。なかなか八.3;の入った民主的な方 
法である。 

しかし、流動的だった道場もしだいに 
{碧し、江戸時代に入ると寺院化する。 
大今衡寺は、元和元年 (16 15に、現 
在地に寺地の寄進を受けて建立された。 

ところが' 各別時の道場が寺院として 
するとともに紛争も発生した。江戸 


■ S お i らな U う 

時代初期に大念佛寺と大原南坊といラ寺 


院の間で、どちらを^4^とするかといぅ 
争いが起こり、大原§と同盟した別時 
衆にょって、大念佛寺の宝物が奪い取ら 
れるなどの紛争が発生したのである。* 
この争いは幕府の裁定にもちこまれ、 
寛文元年( 1661 )に大今補寺が勝訴 
するが、事件の再発を防止する意味もあ 
つて、このころから本末制度が整えられ 
るょぅになつた。寛文6年には大令補寺 
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宗 

佛 

念 

通 



円 

仁 

1 

5 

声明 


大念佛寺厳賢 


空也 • I 遍(踊り念仏) 


の i が完成し、延宝5年(1677). 
には畿内一帯から四国に散在する寺院を 
として、その®^とともにリストア 
ップ した 『大今補寺歴代記録』(春帳) 
を大坂奉行所に さしだし ている。 

⑩融通念佛宗の独立 

こぅして案制度を擎又、徐々に宗派 
の形を とりつつ あつた融©^仏宗が、独 
立して公認されたのは、元禄元年 (16 
88 ) のこと だった。大念佛寺46世大通 
融観 (1649 〜171 6) が幕府に一宗 


m 上系, TS 宗派の 
大衆教化と融合 


►浄土宗 


►時宗 


―►石清水八幡宮などの不断念仏 


としての 独立を申請し、この年に認めら 
れたのである。融観は『融通円門章』を 
著して^#を整え、『擅：^ m 規』を定めて 
宗制を確立したのだった。 

こぅした歴史を持つ融通念佛宗では、 
開祖•良忍に続き、法明を中興の祖、融 
観を再興の祖とし、三祖として奉じて い 
る。また、開祖•良忍が感得した といぅ 
本尊「十一尊天得如来」を寺から持ち出 
し、信徒の家を回る「御回在」という独 
特な儀式を行う伝統があるのも、その巡 
教の歴史を反映したものといえよう。 


.明応 —— 観西一尊永 —— 良鎮： 


—►六斎念仏 

声明(仏教^楽)一►百万遍念仏 
の人衆化一►念仏狂言 
—►盆踊り 


六 別時 

p 法明寺—(下別時)- 

■ T - 来迎寺—(十箇郷別時)1 
-極楽寺1(錦部別時) —— 
- 良明寺 I {八尾別時)— 
1大念寺—(石川別時)—— 
丄咼安寺-~(一 商安別時)一一 


-大念佛寺 i 


-大原南房し 


▼融通念佛宗 


224 


















総本山 大念佛寺 


大治 2 年 (112 7) に鳥羽.1421 m 

ちょくがん ゆうずうねんぶつ りょうにん 

の勅願によって融通念仏の祖•良忍 
が開いたという。本尊は良忍が霊告 
によつ て感得したという十一尊天得 
零所在地=大阪$野区平野上町 


9 X 通= JR 関西本線平野駅より徒歩5分 
•開創=大治2年1127)、良忍 
• 山号=大源山 

•霞"境内自由 


山門.鐘楼に 
江戸の名残をどどめる名刹 

如来。しかし、開祖•良忍以降の歴史は 
明らかではない。元亨元年 (1321) 
に法明が再興したが、大坂夏の陣で堂宇 
が焼失。その後、江戸時代になって大通 
融観が復興した。その問は、特定の伽藍 
はなく、歴代の上人の念仏堂を「大今補 
寺」-^ する 「引寺号」といぅ制度をと 
った。大通の時代に宗派としての体裁が 
整い、幕府の援助を受けて広大 i 域を 
持つにいたったが、明治 31 年(1898) 
に-^火にあい、現在の伽藍の大部分は昭 
和12年に再建されたもの。ただし、山門 
•鐘楼などは江戸時代の建築だ。 

行事と しては 阿弥陀仏の来迎の様子を 
現すために面をつけて行進する「二十五 
拔薩練供養」や信徒たちが大きな数珠を 
繰りながら念仏する「百万遍大数珠繰り」 
が有名である。 
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# 浄土教系の宗祖とその著作を研究したい方に 

『良忍上人の研究』融通念佛宗教学研究所編百華苑 

『法然全集』全 3 卷大橋俊雄編訳春秋社 

『法然』(日本の仏典 3) 石上善應編筑摩書房 

『法然の衝撃—日本仏教のラディカルー』阿満利麿人文書院 

『定本親鸞聖人全集』全 9 巻同刊行会編法蔵館 

『親鸞全集』全 4 巻•別巻—石田瑞麿訳春秋社 

『教行信証』金子大榮校訂岩波文庫 

『親鸞—その生涯とこころ一』菊村紀彦社会思想社教養文庫 

『増補•最後の親鸞』吉本隆明春秋社 

『親鸞の核心を探る』佐藤正英他著青土社 

『歎異抄全講読』安良岡康作大蔵出版 

『蓮如』森龍吉講談社現代新書 

『 I 遍上人語録』大橋俊雄校注岩波文庫 

#浄土教系の思想や教団の歴史をょり深く知りたい方に 

『阿弥陀如来』望月信成学生社 S 

『浄土仏教の思想』全15巻(刊行中)梶山雄 I •長尾雅人他編講談社 

『浄土三部経』全2冊中村元•早島鏡正•紀野 I 義訳註岩波文庫 

『浄土教』(日本の仏教 3) 太田傳太郎•中村元他編新潮社 

『浄土教全書』全 42 巻同刊行会編山喜房佛書林 

『浄土系思想論』鈴木大拙法蔵館 

『浄土教思想の研究』藤吉慈海平楽寺書店 

『浄土教教理卑』石田充之平楽寺書店 

『龍樹と曇鸞 I 浄土論註研究序説—』西山邦彦法蔵館 

『龍樹論集』(大乗仏典•第14巻)長尾雅人•梶山雄 I 監修中央公論社 

『世親論集』(大乗仏典•第15巻)長尾雅人•梶山雄|監修中央公論社 

『源信—往生要集1』(原典•日本仏教の思想 4) 石田瑞麿岩波書店 

『中世真宗思想の研究』重松明久吉川弘文館 

『法然浄土教思想論放』藤本浄彦平楽寺書店 

『親鸞•真宗思想史研究』重松明久法蔵館 


『親鸞教学の基礎的研究』全 3 卷石田充之永田文昌堂 

『近世浄土宗の信仰と教化』長谷川匡俊北辰堂 

『近代真宗史の研究』日野賢隆編永田文昌堂 

『佛光寺の歴史と信仰』千葉乗隆他監修思文閣出版 

『念仏の極意』木村賢隆白馬社 

『現代の浄土教』藤吉慈海大東出版社 

『定本時宗宗典』同刊行会編山喜房佛書林 

『本願寺史料集成』全20巻(刊行中)宮崎圓遵•干葉乗隆他編同朋舎出版 

㊃ 異流系念仏信仰、妙好人、真宗系民俗信仰を知りたい方に 
『かくし念仏考』第— •第2高橋梵仙日本学術振興会 
『隠し念仏』門屋光昭東京堂出版 
『殉教と民衆—隠れ念仏考—』光村竜治同朋舎出版 
『ヵヤヵべ一隠れ念仏—』龍谷大学宗教調査班法蔵館 
『薩摩のかくれ門徒』星野元貞著作社 
『妙好人とかくれ念仏』小栗純子講談社現代新書 
『妙好人論集』柳宗悦寿岳文章編岩波文庫 
『新撰•妙好人列伝』藤秀璋法蔵館 
『妙好人伝基礎研究』朝枝善照永田文昌堂 
『遊行聖—庶民の仏教史話—』大橋俊雄大蔵出版 
『真宗信仰と民俗信仰』金児暁嗣永田文昌堂 

『ポストモダンの親驚』木村英昭•金児暁嗣•佐々木正典同朋舎出版 

⑯浄土宗系や真宗系の近代の思想家について研究したい方に 

『弁栄聖者(山崎弁栄)光明大系』全 II 冊光明会本部 

『赤松連城〈資料〉』全 3 巻二葉憲香監修西本願寺出版社 

『清沢満之全集』全8巻暁烏敏•西村見暁編法蔵館 

『暁烏敏全集』全 27 巻•別巻—涼風学舎 

『曾我量深選集』全12巻同刊行会編彌生書房 

『金子大榮著作集』全 12 卷•別巻 4 寺田正勝他編春秋社 

『安田理深選集』全 15 巻•別巻 4 同編集委員会編文栄堂書店 



⑯取材協力•写真提供 
総本山知恩院 
西本願寺 
東本願寺 
総本山清浄光寺 
総本山大念佛寺 
総本山誓願寺 
総本山禅林寺 
総本山東大寺 
大本山光明寺 
大本山金戒光明寺 
大本山善導寺 
大本山増上寺 
大本山知恩寺 
大本山永源寺 
本山錦織寺 
本山専修寺 
阿彌陀寺 
安楽寺 
歓喜光寺 
願慶寺 
元興寺 
願正寺 
行徳寺 
金蓮寺 

空也堂極楽院 
光触寺 
光徳寺 
三鈷寺 
浄顕寺 
聖衆来迎寺 
浄真寺 
青龍寺 
清涼寺 


當麻寺奧院 
長善寺 

中山身語正宗 
平等院 
法恩寺 
法蔵寺 
本法寺 
万福寺 
六波羅蜜寺 
朝日新聞社 
飛鳥園 

大阪城天守閣 
神奈川県立博物館 
北野天満宮 
京都国立博物館 
講談社 
甲南学園 

高野山文化財保存会 
金刀比羅宮 
著作社 

東京国立博物館 
奈良国立博物館 
日本民芸館 
芳賀ライブラリ— 

藤田美術館 
龍谷大学 
門屋光昭 
金子桂三 
定方晟 
萩原秀三郎 
星野元貞 
松本栄 I 
丸野勝 
ほか(順不同) 
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